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《ＰＨＡＳＥ―０９：００　夕立～Evening Shower》







　広こう大だいとティセがアンリを追って炉ろ座銀河団へ向かっている頃ころ、ティルとティオ、そして桜さくら子ことラヴィーは、静しず花か救出の為ため、上かみ温おん湯ゆ邸てい近くへ来ていた。




「……と、いう作戦で行くとしよう。分かったな」

「分かった！」

　ティルは元気よくラヴィーに答えたが、桜子とティオはあきれ顔である。

「なにが作戦よ。人目を避さけて入り込むだけじゃ作戦でも何でもないじゃないの」

　ティオにそう指し摘てきされてもラヴィーは平然とした顔だ。

「こういう場合は、正面突とつ破ぱの方が意外とうまくいくものだ。向こうも油断しているからな！」

　ラヴィーは自信満々でそう言うが、桜子は隠かくれていた塀へいの陰かげから覗のぞき込むと言った。

「そう簡単にはいきそうにないわね」

　桜子の視線の先には上温湯邸。門の前や生いけ垣がきの向こうに見える庭には、多くの警備員が配置されていた。ラヴィーたちは量子ブラインドに包つつみ込まれているので、向こうから発見する事は出来ない。塀の陰に隠れる必要はないのだが、やはりおおっぴらに他人の家を覗き込むのは気が引ける。

「なに、そういう時こその量子ブラインドであろう。向こうは普ふ通つうの人間。このまま量子ブラインドを展開していけば、難なく通れるはずだ」

　相変わらずラヴィーの自信は揺ゆるがない。しかし桜子にはいささか不安な要素が残っていた。

「あれ、スプリンクラーね。この前、お邪じや魔ました時には無かったはずだけど」

　桜子の言う通りだ。庭のそこかしこにはスプリンクラーの放水が原因と思われる霧きりが見て取れる。庭だけではない。門やその周辺にもミストシャワーらしき霧が発生していた。

「スプリンクラーがどうかしたのか？」

　ラヴィーはピンと来ないようだが、さすがにティオはすぐに気がついた。

「向こうはｂｉｏビオクラフトの事をそれなりに研究しているみたいね」

「本当だ。これじゃ迂う闊かつに近寄れないね」

　ティルも妹の言葉に肯うなずいた。しかし納なつ得とくがいかないのはラヴィーの方である。

「なんだ一体、何が問題なのだ!?」

　足をばたばた踏ふみならして文句を言うラヴィーにティオが呆あきれてみせる。

「あんたも今は量子ブラインド使えるんでしょ？　それくらい分からないの」

「分からん」

　さして気にする風もなく、いやむしろ無む闇やみに尊大な態度でラヴィーはそう答えた。ラヴィーは本来、普通の人間。しかしハンドレッドワンアーキペラゴにより、ブランクメリグナントクラフトの制せい御ぎよ権を得たのだ。人間でありながらｂｉｏクラフトを操あやつれる。ＵＮｂＡＲはラヴィーの存在をＮＥＯクラフトと呼び、通常のｂｉｏクラフトと区別している。ＮＥＯクラフト『スプレンディッドペンデュラム』は、通常のｂｉｏクラフトと異なり、契けい約やくパートナーを必要としない。またｂｉｏクラフトのランク外にあり、五本のドリルを装備している。それ以外はｂｉｏクラフトに準じる能力を持つ。無論、量子ブラインドの展開も可能だ。

「分からん事は分からんが、そこはそれ。私は天才だからな。量子ブラインドごときを使いこなせなくてどうする」

　そう言うとラヴィーは手にした自分専用のサテライトをひらひらさせる。ラヴィーのサテライトは特異なｂｉｏクラフト形状と同様、他に類を見ないもの。広げれば扇おうぎのようになり、畳たたむと一いつ般ぱん的てきなサテライトに近い短めの槍やり型になる。言うまでもなくドリル状の穂ほ先さきは五本。それを根こん拠きよにラヴィーは自らを『人類とｂｉｏクラフトを繋つなぐ姫ひめ』と名乗っているのだ。

「使いこなせてないわよ」

「だから何を言いたいのだ、このアビシニアン！」

　ラヴィーはまたもや足を踏みならしてティオに反論した。

「量子ブラインドは雨や霧に弱いのよ」

　一向に進まない二人の会話に業ごうを煮にやしたのか桜子がそう指摘してやる。

「雨や霧だけじゃなくて、大気中に散乱している微び粒りゆう子しにね。地球の大たい気き圏けん内では、特に雨や霧が多いから、それに注意しなければならないという事よ。常識でしょ」

「……え？」

　桜子の指摘にラヴィーは思わず狼狽うろたえる。そんなラヴィーにティオは少し意地悪な笑えみを浮うかべた。

「ほら、知らなかったんでしょ？」

「な、何を言う！　そんな事くらい、最初から知っていたぞ!!」

　慌あわてて弁明するラヴィーに、嘆たん息そくしながら一いち瞥べつをくれてから、桜子は上温湯邸の庭へ視線を戻もどす。

「向こうもｂｉｏクラフトについては対処済みのようね。霧が見えなくなったら、そこに量子ブラインドを展開している何かがいるのは分かってるはずだわ。中に入るには何か方法を考えないと……」

「ティルに任せて、任せて～～ッ!!」

　やにわにティルが桜子の前に回り込んできてそう言った。一時、桜子は驚おどろいたようにティルを見つめていたが、やがて視線をそらせてまた上温湯邸の中へ視線を戻す。

「静花さんを助けたい気持ちはわかるけど、うかつに見つかるわけにはいかないのよ」

　そう言うと桜子はティオの方へと振ふり返かえる。

「『ナイトミスト』で全員中へ運べない？」

「無理よ。この子は私一人浮かせるくらいで精せい一いつ杯ぱいだもの」

　桜子が尋たずねてるのは、ティオの『アペンディックス』の事。一部のｂｉｏクラフトは契約パートナーとは別に、一部の非知性体と共生している場合がある。それが『アペンディックス』。ティセの『モーニングデュー』は銀色のリボン状をしており、いつもは髪かみをまとめるリボンとなっている。『ナイトミスト』はいつもはスパングルのように衣服の表面に配置されており、ティオの身体を浮かす事ぐらいは出来る。しかし今の話のように、ティオ一人が精一杯のようである。ティラの『シエスタ』はショール状であらゆる生物を眠ねむらせる事が可能。

　四姉妹以外だと、ヴィーアがホウキの姿をした『パペットブルーム』を所有している。

「ティルがやる～～ッ、ティルがやる～～!!」

　桜子とティオの間に割って入り、ティルはぶんぶん両手を振り回まわす。

「静花さんを心配してるのは分かるけど、あなたじゃどうにもならないじゃないの」

　諭さとすようにそう言う桜子にラヴィーも同調する。

「そうだそうだ。大体、量子ブラインド対策の霧を何とかしなければならないのだ。それを分かっているのかポメラニアン!?」

「分かってるもん！　それにティルはポメラニアンじゃないもん!!」

　一向に進まない話に業を煮やしたようにティオは言った。

「面めん倒どうだから、上から屋や敷しきをぶっ壊こわして直接、中へ乗り込む？」

「どこにいるか分からないと、一部屋一部屋潰つぶしていく事になるわよ。面倒じゃない、そんなの」

「そっか」

　さらりと流される桜子とティオの会話に、横で聞いていたラヴィーも思わず呆れる。

「居る場所が分かったら、屋敷をぶっ壊すつもりなのか？」

「仮定の話よ。そんな乱暴な事するわけないでしょ」

　桜子はすまし顔でそう言うが、ラヴィーにはとてもそうは思えなかった。

「だからティルに任せてよ～～！　ティルなら大だい丈じよう夫ぶだって!!　水を何とかすればいいんでしょ」

「止めておけ、どうせ濡ぬれポメラニアンになるのが関の山だ」

　そう言うラヴィーにティルは得意げな顔で答えた。

「ティルには『夕立イブニングシヤワー』が付いているから大丈夫だもん！」

「『夕立』？」

　ティルが口にした単語にラヴィーは桜子と顔を見合わせる。

「あ～～、居たわねえ。そんなのも」

　ティオはようやく合が点てんがいった。わざとらしく首を傾かしげてみせた。

「最近、見ないからとうの昔にどこか行ったかと思っていたわ」

　そう言うティオにティルはむきになって言い返す。

「どこか行ってないもん！　『イブニングシャワー』は友達だもん！」

「待て待て。ポメラニアンにアビシニアン。まったく話が見えないが、どういう事だ」

「だから『イブニングシャワー』に霧を何とかして貰もらえばいいんだよ！」

　ティルは痺しびれを切らせたように声を張り上げるが、桜子やラヴィーにはさっぱりだ。

「ううむ、こうしてみるとセキセイインコはちゃんと意思の疎そ通つうが出来ていたのだな」

「説明が苦手といってもその自覚がある分、ティセの方がまだましね。それにいざという場合には、ティルやティオが言いたい事も代弁してくれたし」

「なによ、私はいつもちゃんと言っていたでしょ」

　ティオは少し頬ほおを膨ふくらませて桜子に反論する。しかし逆にここがいい所を見せるチャンスと悟さとったらしい。すぐに気を取り直して説明を始める。

「『イブニングシャワー』というのは、あれよ。ティルのアペンディックス」

「アペンディックス？」

　ティオのその言葉に桜子とラヴィーはまたもや顔を見合わせる。

「なんだポメラニアン。お前、アペンディックスを持っていたのか？」

　ラヴィーが驚いて尋ねるのも無理はない。頻ひん繁ぱんに『ナイトミスト』を使って、ふわふわ飛んでいるティオと違ちがい、ティルは今の今までアペンディックスを持っているなど言った事もなかったのだ。

「うん、この子が『イブニングシャワー』だよ！」

　得意げな顔でティルが差し出だして見せたのは、いつも首から提さげていたグリーンのブローチであった。

　リボン、スパングル、ショールと来て、今度はブローチ。形状そのものには驚く事はなかったが、なぜそれが霧や水すい滴てきを防ぐ役に立つのかまではさっぱりだ。

　怪け訝げんな顔の桜子とラヴィーにようやく気づいたのかティルが説明する。

「『イブニングシャワー』はいくらでも水を吸い取ってくれるんだ！」

「それしか能がないんだけどね」

　ティオがからかうと、ティルの手の中にあるそのブローチは、不満を表明するかのように揺れた。どうやらティセの『モーニングデュー』やヴィーアの『パペットブルーム』と同じ程度の知性は持っているようだ。

「行くよ、『イブニングシャワー』！」

　ティルがそう言ってブローチを宙へと放ほうる。グリーンのブローチは僅わずかな光を放ち、さっとヴェールのように広がっていく。そして瞬またたく間まにティルたちを覆おおってしまった。

　桜子は近づき、そのヴェールに指を触ふれる。よく見ると布のような目がなく、実際には膜まくとなっている。しかし触れた感かん触しよくは繊せん細さいで柔やわらかく上等な絹のようだ。

「これでスプリンクラーの水を吸い取っていけば……」

「うむ、何事もなく庭は突破できるな！」

　ラヴィーはすでに問題が全すべて解決できたかのような顔だが、そんな楽観的な空気がむしろ桜子をより不安にさせた。




　上温湯邸の塀そのものはさして高くない。『ナイトミスト』で浮いているティオが手助けして、最初に桜子を、そしてティル、ラヴィーという順番で、上温湯邸の中へ入り込んだ。

　塀や庭に設置されている赤外線や超ちよう音おん波ぱセンサーは量子ブラインドに対しては無力。ｂｉｏクラフト以外の侵しん入にゆう者しやを想定した警けい備び網もうは難なくくぐり抜ぬけた。

　そして対量子ブラインド用のスプリンクラー。スプリンクラーが散布する水に異変がないか、庭に配置された警備員たちは常に目をこらしていた。

「犬だ、犬～～！」

　警備員が連れていたドーベルマンに興味を持ったティルは、思わずそちらへ駆かけ出しそうになるが、慌てて桜子がその首根っこを捕つかまえて引き留める。

「犬と遊んでる場合じゃないわ。急ぐわよ。静花を助けるんでしょ!!」

　静花の名前を出されてティルは我に返る。

「うん、急ごう！」
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　慌てて駆け出すティルを、桜子やティオ、ラヴィーは慌てて追いかけた。

「こら、落ち着け。ポメラニアン!!　『イブニングシャワー』はお前を中心に広がっているのだ！」

　頭上を覆う『イブニングシャワー』から遅おくれないよう、ラヴィーたちはティルの後について屋敷へと向かった。

　二階の一角。ベランダのある部屋が静花の私室のはずだ。

「ドアを開けるのは危険ね。まずは外から静花さんが部屋にいるかどうかを確かく認にんしないと……」

　桜子がそう言うとティオはラヴィーへ疑わしげな視線を向ける。

「本当に静花はこの屋敷にいるんでしょうねえ。普通なら他の場所に匿かくまったりしない？」

「なに、安心しろ。アビシニアン！　ペンデュラム財団の情報に間ま違ちがいはない!!」

　ラヴィーは胸を張ってそう答えた。

「ペンデュラム財団の情じよう報ほう網もうといっても、せいぜい静花さんの親が国内に居て、これといって注目すべき行動がないという程度しか分からなかったじゃない」

　桜子にそう指摘されてラヴィーは、うっとばかりに返答に詰つまる。

　今回の静花救出作戦はティル、ティオ、そして桜子とラヴィーの独断。どうせ止められるだろうと思いＵＮｂＡＲには報告していないのだ。そうなると当然、ＵＮｂＡＲの持つ情報は使えない。そこでペンデュラム財団の情報を活用する事になったのだ。

　幸か不幸か、静花の父である伊い佐さ武むが、人類とｂｉｏクラフト共生に反対する立場を取っていた為、ペンデュラム財団の方でも注目すべき人物としてリストアップされていた。

　もっともＵＮｂＡＲとペンデュラム財団とでは、情報収集能力には格段の差がある。ＵＮｂＡＲとの協調路線に転じたＨＥＬＬＯからも情報を集めたのだが、結局の所、今しがた桜子が言った程度の情報しか集まらなかったのである。

「でもまぁ、これだけの警けい戒かいをしているのだから、ここに居ると見てもいいかもね」

「薄はく弱じやくな根拠ねえ」

　呆れるティオに桜子は言った。

「二階にある静花さんの部屋を見てきて」

「ティルも行くー！」

　ティルは声を上げるが、ティオは『ナイトミスト』で上じよう昇しようしながら答えた。

「あんた飛べないじゃないの。見てくるだけだから、すぐに戻るわよ」

　自分のサテライトを呼び出したティオは、周囲に量子ブラインドを展開する。ラヴィーの量子ブラインドから抜け出したティオの姿はすぐに見えなくなった。

「なに、心配するな。ポメラニアン」

　静花の部屋を見上げたままのティルに向かってラヴィーは言った。

「静花を見つけたら、連れ出すだけだ。すぐに終わる」

「うん……」

　ティルはラヴィーの言葉に力なく肯いた。その時だ、ティオが戻ってきた。ラヴィーが展開している量子ブラインドに入って来るなりティオは言った。

「部屋にいたわよ。一人だけ。監かん視しは居ないみたい」

「ほんと！」

　ティルの顔がパッと輝かがやく。

　良かったわね……。桜子がそう声をかける暇ひまもなかった。ティルはパッとティオに抱だきつくなり、それを足がかりにして二階のベランダによじ登ろうとしたのだ。

「ちょっと何するのよ！　重いわよ!!」

　突とつ然ぜんの事だったので、ティオも『ナイトミスト』も対応できない。『ナイトミスト』は二人分の重量を支えきれず、ティルとティオは地面に落ちそうになる。

「『イブニングシャワー』、お願い!!」

　桜子やラヴィーの周囲を薄うすいヴェールのように覆っていた『イブニングシャワー』が、突然、一つにまとまり一本のロープへと変わる。ロープ状になった『イブニングシャワー』の一いつ端たんはベランダの手すりにからみつき、反対側はティルの手に握にぎられる。

「あのアペンディックスに、あんな事が出来るなんて知らなかったわねえ」

　ティルに足場にされたティオは、怒おこるより先に呆れていた。

「私たちも上に上がった方がいいかもね」

　桜子は黒く長い自分の髪に手をやると言った。

「見つかったかも知れないわ」

　幸いスプリンクラーから散布されている水はここまで届かない。しかし壁かべ際ぎわに置かれたミストシャワーから噴ふん霧むされる霧は、桜子の髪にもかかり湿しめり気けを与あたえていた。わざわざスプリンクラーやミストシャワーを設置しているのだ。霧や水滴の状態をチェックする装置くらい、どこかに仕し掛かけてあるだろう。

「上がると言ってもどうやって？」

　尋ねるラヴィーには直接答えず、桜子はティオから大鎌がま状のサテライトを受け取る。そしてそれを振り上あげ、頭上のベランダに刃は先さきを引っかけ、それを頼たよりに上へと登っていった。

　なるほどと感心したラヴィーだが、残念ながら自分のサテライトはそれだけの長さがない。それにラヴィーに桜子ほどの運動神経があるわけでもない。二階のベランダに登った桜子が手を貸してくれるのを期待して、頭上を見上げたままのラヴィーだったが、生あい憎にくとその兆候もなかった。

「すぐに終わるから待ってなさいよ」

　一応は気に掛かけているのか、ティオがラヴィーにそう声を掛けた時だ。

「静花ー!!」

　やにわに頭の上からティルの声と何かが激げき突とつする音が聞こえてきた。量子ブラインドに入っていれば、声は聞こえてこないはず。

「まずい！」

　ティオは慌てて『ナイトミスト』で上昇するとベランダに姿を消す。

「お、おい！　私はどうすればいいのだ！」

「待ってなさいって言ってるでしょ!!」

　狼狽えるラヴィーに頭上からティオがそう答えた。




　ベランダに登ったばかりの桜子が止める暇もなかった。窓の向こうに静花の姿を見つけるなり、ティルは量子ブラインドもお構いなしに駆け出してしまったのである。

「静花ー!!」

　お構いなしだったのは量子ブラインドだけではない。ベランダと部屋の間にあるガラス扉とびらもお構いなしである。結局、ティルは正面から頑がん丈じようなガラス扉に激突して跳はね返され、もんどり打ってひっくり返る結果になってしまった。

「ティル!?」

　窓まど際ぎわの机に座すわっていた静花にも、ティルの声と激突音は聞こえたようだ。椅い子すから立ち上がり、ガラス扉に駆け寄よる。

「まったく後先考えないんだから」

『ナイトミスト』でベランダまで上がってきたティオが、頭をさすりながら立ち上がるティルに呆れるが、桜子は最悪の事態に顔を強こわ張ばらせていた。ティルがガラス扉に激突した音は、上温湯邸ていの庭へと響ひびき渡わたっていたのだ。番犬が吼ほえ、警備員たちが騒さわぐ声が聞こえて来る。

「こうなったらこっちも後先考えていられないわ」

　桜子はガラス扉に駆け寄る。

「静花さん、開けて！　とにかく一いつ旦たん、ここから出ましょう!!」

　そんな桜子に負けじとティルもガラス扉の向こうの静花に叫さけんだ。

「静花、助けに来たよ！　一いつ緒しよに逃にげよう！」

「ティル、桜子さん!?」

　二人の姿を見た静花は急いで鍵かぎを外し、ガラス扉を開けた。

「一体どうして……」

　静花が言い終える前にティルがその胸に飛び込んできた。

「わ～～い、静花だ!!　静花、静花～!!」

「まったく、本当に犬なんだから」

　後ろから覗のぞき込んでいたティオが、静花に甘あまえるティルを見てそう言った。

「静花さん、とにかく今はここを離はなれましょう。どこまで知っているか分からないけど、いま色々と危険な状態なのよ。あなたの力が必要なのよ。詳くわしくはＵＮｂＡＲの方で説明するわ！」

　いつもは落ち着いている桜子が、切せつ迫ぱくした口調でそう言うのを見て、静花もただ事ではないと悟ったようだ。

「分かりました。それでは……」

　そう答えかけた時だ。部屋の外から男性の声が聞こえてきた。

「お客様かい、静花」

　父親だ。口調から桜子はそう察した。そして静花の父伊佐武は、この部屋にｂｉｏクラフトが来ている事を察している。そうでなければ厳重な警備を敷しいた屋敷の二階に、知らぬ間に客が入り込んでいるなどと思うはずもない。

「行こう、静花！」

　静花の手を引いてティルは言った。

「みんな待ってるよ、お姉ちゃんも広大も。倖さちやひゃみがーも!!」

「みんな待ってる……」

　一度はティルと桜子に付いていく姿勢を見せた静花だが、その言葉を口にすると足を止めた。

「静花？」

「静花さん、どうしたの。さぁ早く！」

　訝いぶかしげな視線を送るティルと桜子の前で、静花はドアの方へ振り返ると言った。

「お父様、どうぞ」

「静花!?」

「何を考えてるの、あんた？」

　さすがのティオも黙だまって見ていられなくなったのか思わずそう声を上げた。

「お願いします。少しだけ、もう少しだけ私のわがままを聞いて下さい」

　ティルの手をぎゅっと握りしめ、静花は桜子とティオの方へ振り返り言った。その面には何かの決意が表れている。ティオは不服そうだが、静花にそんな顔をされては、ティルと桜子は黙るしかなかった。

　ドアが開き、部屋に恰かつ幅ぷくの良いスーツ姿の壮そう年ねん男性が入ってくる。ブランドもののスーツを着こなし黒くろ縁ぶちの眼鏡を掛けているその姿は、どことなくエリート官かん僚りようといった風ふ情ぜいだ。

「ふむ……」

　伊佐武はすぐに娘むすめへ声を掛けず、部屋の中にいるティルと桜子、そしてティオへと順番に視線を巡めぐらせる。

「どうやらスプリンクラーとミストシャワーだけでは不ふ充じゆう分ぶんだったようだな。こちらとしても色々と調べたつもりだったんだが。まだまだｂｉｏクラフトには分からぬ力があるようですな」

　妙みように慇いん懃ぎんなその態度が桜子の癇かんに障さわった。桜子は思わず声を荒あららげる。

「静花さんは連れて行きます。お父さんがどういう考えをお持ちか分かりませんが、静花さんには静花さんの事情があるんです」

　そう言われても伊佐武の表情は変わらない。ようやく静花へと視線を巡らせて伊佐武は尋たずねた。

「静花、お前はどうなのだ？」

「私は……」

　言いかけて静花は口をつぐむ。そんな静花にティルは声を掛ける。

「行こう、静花！　みんなが待ってるよ!!」

　しかしティルのその言葉でも、まだ静花を決意させる事は出来ない。

「行くのか、静花。しかしそれは、この父から、この家から逃げる事だぞ」

　そう言いながら伊佐武は空いている椅子に腰こし掛かけた。

「逃げるわけじゃありません！　静花さんにはやらなければならない事があるんです！」

　桜子のその言葉を聞き流し、伊佐武は静花へと言った。

「娘を危険な目に遭あわせたい親がいるはずなどない」

　伊佐武のその言葉に、ティルの手を握る静花の手に力が入る。

「はっきり言おう。静花、私はお前が大事だ。たとえ世界と、人類そのものと引ひき替かえにしても、お前だけは守ってやりたいと思っている。それは亡なくなったお前の母との約束でもあるのだ」

「それは……」

　言いかけた桜子へ伊佐武は一いち瞥べつをくれた。

「お名前は知っています。逢おう瀬せ桜子さんだな。いつも静花がお世話になっている。私が父の伊佐武です。自己紹しよう介かいが遅れて申し訳ない」

「え、あの……。逢瀬桜子です。こちらこそいつも静花さんにはお世話になっております」

　虚きよを突つかれた桜子は、反射的に挨あい拶さつを返してしまった。

「逢瀬さん。私は人の親です。静花の親です。今も言ったように、娘を守る為ためなら、あらゆる手段を尽つくしましょう。ｂｉｏクラフトとの契けい約やくなど、静花を危険な目に遭わせるだけだ」

「そんな……」

　言いかけたティルを遮さえぎる桜子が伊佐武に反論する。

「でも静花さんがいなければ、多くの子供たちが危険な目に遭うんですよ！　その子供たちの親もあなたと同じように、子供を危険な目に遭わせたくないはずです」

「それもこれも、みなｂｉｏクラフトがやった事だ。我々地球人には無関係だ」

　伊佐武の指し摘てきに桜子は唇くちびるを噛かむ。確かにそれは一面の真理でもある。

「私がｂｉｏクラフトと地球人との共生に反対する意味をわかってくれたかね？　私は子供を危険な目に遭わせたくない。それがたとえ自分の子供でも、他人の子供でも同じだ。世界中の親が、すべて私と同じ意見だと思っている」

「知らないわよ、そんな事」

　何も言い返せない桜子とティルに代わり、ティオが横から口を挟はさむ。

「逃げる？　逃げるのが何か問題なの？　逃げちゃえばいいじゃないの。真正面からぶつかって自じ滅めつするくらいなら、とっとと逃げちゃうのも手よ」

　そんなティオの意見に伊佐武は苦く笑しようした。

「なるほど。長く存在しているだけあってｂｉｏクラフトは、合理的な考えが身についているようだ」

　そんな伊佐武にティオは憤ふん然ぜんとして言った。

「そうやって取とり澄すましていればいいのよ。行きましょう、静花。みんなが待ってるわよ」

「静花、行こう！」

　ティオに続いてティルも声を掛ける。

「ティル」

　静花はティルの瞳ひとみを見つめると、握っていた手を離した。

「静花!?」

　その行こう為いの意味が分からず、ティルは静花をただ見るだけ。そんなティルに静花は微ほほ笑えんだ。

「必ず行くから。私を信じて、ティル」

　そして静花は桜子へと向き直る。

「申し訳ありません。やはりお父様を説得してから合流します。皆みなさんの言う事も分かります。でもお父様の言う事も分かるんです。お父様を説得せず、皆さんの元へ向かっては、やっぱり逃げる事になってしまうと思うんです」

「別に逃げてもいいのに」

　嘆たん息そくするティオに静花は笑う。

「御ご免めんなさい。でも私自身が納なつ得とくできないんです」

「……分かったわ」

　しばしの黙もつ考こうの後、桜子は言った。

「ＵＮｂＡＲや大おお空ぞらさんたちには私の方から説明しておく。だけど状じよう況きようはかなり厳しいみたいね。余り時間はないわよ。どうしようもなくなったら、私や大空さんは力ずくであなたを取り戻もどしに来るわ」

「……分かってます」

　静花は力強く肯うなずいた。
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「お、おい！　お前たち、一体なにをしている!?」

　ようやく下からベランダに上がってきたラヴィーが声を掛けてきた。そんなラヴィーにティオが意外そうな顔をしてみせる。

「あら、どうやって上がってきたのよ。アペンディックスも無しに」

「ふふふ、造作もない事よ。私を何だと思ってる」

「何だと言われても、ただのジャンガリアンハムスターじゃないの」

「誰だれがジャンガリアンハムスターだ！　このアビシニアンが……」

　ティオに反論しようとしたラヴィーはずり落ちそうになり、慌あわててベランダに掴つかまり直した。面おも白しろそうに見下ろすティオは、ラヴィーがベランダに登ってきた方法を理解した。どうやらサテライトで生いけ垣がきや屋や敷しきの手すりを切断、それをくみ上げ足場としたらしい。

「修理代はペンデュラム財団持ちよね？」

「わ、分かっている！　それくらいは出だしてやる!!」

　からかうティオに、ラヴィーは向きになって答えた。

「帰るわよ」

　桜子は出し抜けにそう言う。そして静花へ向けて付け加えた。

「早くしてね」

「はい。大空さんたちにもよろしく言っておいてください」

　そう言う静花に桜子は無言で肯いた。

「おい、帰るというのはどういう事だ？　折せつ角かくここまで上がってきたのに！」

「あんたが勝手に上がってきたんじゃないの」

「一人で下にいてもやる事はないだろう!!」

　ティオとラヴィーのやり取りに構わず、桜子はティルの側へ歩み寄る。

「行きましょう、ティル。静花さんは必ず来るから、一緒に待っていましょう」

　桜子にそう促うながされても、ティルは逡しゆん巡じゆんするだけ。静花と桜子を交こう互ごに見て不安げな顔をしている。静花はそんなティルを抱き寄せ、そのオレンジ色の髪かみをなでる。

「大だい丈じよう夫ぶよ、ティル。私を信じて。少し時間が掛かるかも知れないけど、必ずティルの所へ行くからね。約束するから」

「約束……」

　その言葉にティルはハッとして肯く。

「約束、約束だからね！」

　ティルはその言葉を繰くり返かえした。

「約束だよ、静花！　絶対にティルの所へ来てね！」







《ＰＨＡＳＥ―０９：０１　母～Mother》







　波の音と赤あかん坊ぼうの泣き声がただ響いていた。その中で母親は途と方ほうに暮れたように、永遠とも見まごうほど広がる海うな原ばらを見つめているだけだった。

　広大な海。その上には太陽がかかっている。しかしどこかがおかしい。異様と言ってもよい。

　海には水平線が見えない。海の上には太陽が見えるが、その真下に見える海面だけが陽光を受けて鮮あざやかに輝いている。太陽の間近には小さな月のような天体があるが、それが海上に楕だ円えん形けいの影かげを落としているのも分かる。

　つまりこの海は頭上に見える太陽よりも巨きよ大だいなのだ。海がある場所は惑わく星せいのように太陽の周囲を回っているわけではない。太陽よりも巨大な空間に海があるのだ。

　赤ん坊の泣き声に母親は我に返る。

「大丈夫、もう大丈夫だからね。広こう大だい」

　名前を呼んで落ち着かせようとするが、赤ん坊は一向に泣きやむ気配はない。母親は助けを求めるように、波なみ打うち際ぎわで遊ぶその小さな影へ視線を送った。

　母子を助けた金色の髪を持つ少女は、先さき程ほどから一心不乱に波とおいかけっこをしている。引く波を追いかけ、寄せる波が来るとくるりと踵きびすを返して岸へ向かう。そして波がそれ以上、寄せてこないと見るや、まるで挑ちよう発はつするように海に向かって、両りよう腕うでをぱたぱたさせているのだ。その姿はまるで波打ち際で遊ぶ小鳥のようだ。

「あ、あの……」

　なんと呼んでよいものか。母親はしばし逡巡した後、その名を呼ぶ。

「あの、グロリアスドーン」

　そう呼ばれた少女はぴたりと足を止める。おかげで寄せてくる波から逃のがれる事が出来ず素す足あしを海水が洗った。グロリアスドーンと呼ばれた少女は、ぱっと両腕を広げるや、とたとたと小走りに母子の元へ駆かけ寄ってきた。

　そして母親に片手を差さし伸のべるようにして言った。

「ティセ」

　母親が当とう惑わくしていると、少女は繰り返す。

「ティセです。ティセ、ティセ」

　両腕をぱたぱたさせながらそう繰り返す少女の姿はどこかユーモラスだ。母親も自分が置かれている状況を忘れて笑えみを洩もらしてしまった。

「はい、ティセ」

　母親がその名を呼ぶと、ティセは満足したように両腕をぱっと掲かかげた。

「追いかけてきたメリグナントクラフトは倒たおしました」

　ティセは再び手を差し伸べるようにしてそう言った。理由はよくわからないが、これがティセが誰かに話しかける時の癖くせのようだ。

「しかし残念ですが、お二人を私の所へ連れてきた『アライブリップル』は、活動停止となってしまいました」

「そうですか……。彼かの女じよには可哀かわい想そうな事をしてしまいました」

　そうつぶやく母親にティセは表情を変えぬままに言った。

「気にする事はありません。ｂｉｏビオクラフトは死ぬ事がありません。『アライブリップル』はルーク級です。数百年もすれば復旧します」

　表情は変わらないが、ティセは慰なぐさめているつもりなのだろう。顔はもちろん、口調からも感情は見受けられないが、それでもこのｂｉｏクラフトの少女が豊かな感受性を持っている事は分かってきた。

「そうですね。でも私は二度と彼女に会えません。せめて彼女と契約していれば、追ってきたメリグナントクラフトにも対たい抗こうできたのでしょうけど……」

　母子を乗せたルーク級ｂｉｏクラフト『アライブリップル』は、地球へ向かう途と中ちゆう、偶ぐう然ぜん遭そう遇ぐうしたメリグナントクラフトに襲おそわれたのだ。搭とう乗じようしている母子はもちろん、他の地球人とも契約していなかった、『アライブリップル』は戦せん闘とう態勢を取る事が出来ず、ただ逃げ回まわるしかなかった。

　それでも地球の位置を知られる訳にはいかなかった『アライブリップル』は、母子を乗せたままで目標を変へん更こう。地球のある銀河系が属する乙おと女め座ざ超ちよう銀ぎん河が団の、いわば裏庭といってもよい位置に存在する蛇へび遣つかい座ざボイドへ逃とう走そうしたのだ。

　宇宙は星が網あみの目のように密集した構造と、その間に横たわる差し渡し数億光年にも達する何もない空間、ボイドからなる。

　銀河系はおろか、星すらろくに存在しない虚きよ無むの間を逃げ回った『アライブリップル』だが、結局は追つい跡せきしてくる無数のメリグナントクラフトに追おい詰つめられてしまった。

　その時である。『アライブリップル』は蛇遣い座ボイドの中心近くに星を見たのだ。それも単なる星ではない。

　その星は広大な無の中に浮うかぶ長ちよう剣けん状の構造物の中にあったのだ。いくつかの恒こう星せいが、全長一・二天文単位にも達する長剣状構造物を飾かざり付つけるかのように輝かがやいていたのである。

　長剣状構造物も接近してくる『アライブリップル』とメリグナントクラフトに気づいていたようだ。数万光年を一気に跳ちよう躍やくするなり、『アライブリップル』を取り囲んでいた無数のメリグナントクラフトを一いつ掃そうしたのである。

　しかしその時にはすでに『アライブリップル』は致ち命めい傷しようを負っていた。最後の力を振ふり絞しぼり、搭とう載さいしていたオーグメントクラフトに母子を乗せ、脱出させると『アライブリップル』は活動を停止した。

「『アライブリップル』はお二人を助ける事が出来て満足だと思います。もしも私が再び『アライブリップル』に会う事が出来たなら、お二人が無事だったと伝えておきます」

　あっさりとそう言うティセに母親は笑う。人間にとっては数百年後といえば途方もない未来。しかし四十五億年以上前から存在しているｂｉｏクラフトにとっては、ほんの一いつ瞬しゆんといっても良い時間なのだろう。

　だからこそ……。

　母親は思う。

　私とあの人は、地球人とｂｉｏクラフトが本当に同じ道を歩めるかどうか。その可能性を探さぐりたかったのだ。

　ｂｉｏクラフト側にも同様の疑問を持つ存在がある。彼女と赤ん坊の父となる男は、そんなｂｉｏクラフトと契約を交かわさぬまま、宇宙の旅へと出た。人類とｂｉｏクラフトが共生する事が出来るか。今までｂｉｏクラフトと契約した知性体がどんな運命を辿たどったか。それを探る旅の途中で、二人は新たな命を授さずかり、父となり母となった。

　親となった二人は息子むすこを地球で育てる事にして、母だけが赤ん坊と共にｂｉｏクラフト『アライブリップル』で帰き還かんの途とに就ついたのだ。その途中、メリグナントクラフトに襲われ、クイーン級ｂｉｏクラフト『グロリアスドーン』へ逃げ込む事になったのである。

　少し落ち着いていたかと思われた赤ん坊が再び泣き始めた。

「ほら、大丈夫だからね。もう大丈夫だよ、広大」

　ティセは赤ん坊がなぜ泣くのか分からず、両腕をぱたぱたさせながら母子の周囲を右往左往するだけだ。

　やがてぴたりと停とまると、ティセは母親に向けて手を差し伸べて尋ねる。

「私に出来る事はありませんか？」

「ええと、そうですねえ。何とか地球へ帰れるようにお願いします」

　母親は少し考えてからそう言った。

「分かっています。いまオーグメントクラフトを呼んでいます。私はまだ地球人と接せつ触しよくしないように言われているので、この事は秘密です。妹たちにもお友達にも秘密です」

　妹たちやお友達というのが誰を差すのか分からないが、ティセには行動の制約が課されており、お目付役のような存在が居るのは察しが付いた。一瞬にして無数のメリグナントクラフトを葬ほうむり去さったその能力からしても、それはやむを得ないとも理解できる。その制約を破ってティセは母子を助けたのだ。

「アイシャが帰ってきたら怒おこられてしまいます」

　当惑したようにティセは両手をぱたぱたさせる。どうやらそのアイシャがお目付役の名前のようだ。

「その前にお二人を地球へ帰せるようにしたいと思います」

「ありがとう、ティセ」

　母親のその言葉にティセはぱっと両腕を上げる。その仕草がどうやら喜ばしさを表している事は何となく分かってきた。

　しかし赤ん坊はなかなか泣きやまない。再びティセはその場をしばし右往左往してから、ぴたりと母子を覗き込んだ。

「泣きやみませんね」

「ええ、まぁ大丈夫だと思うのだけど」

　そう言うと母親はまた周囲を見まわした。恒星すら中へ包つつみ込む事が可能な広大な空間。貴族パトリシヤンと呼ばれる上位ｂｉｏクラフトの存在は噂うわさには聞いて知っていた。しかし実際に目にしてみると、余りにも理解を超ちよう越えつしたスケールに驚おどろく事も出来ない。

「この子、広い所が苦手みたいなの」

　赤ん坊をあやしながら母親は言った。

「生まれたのもｂｉｏクラフトの中でしょ？　こんな広い所は初めてだから……」

「広い？」

　ティセはその言葉に小首を傾かしげる。そして後ろを振り返り、頭上を見上げ、周囲へと視線を巡らせる。

　そして数回肯くと再び母子へと向き直る。

「広い？」

　どうやらティセには自分の内部がとてつもなく広大だという事が実感できないようだ。

「ええ、まぁ」

　母親はただ曖あい昧まいな笑みを返す事しかできなかった。

　まだ泣きやまぬ赤ん坊を見ていたティセがやにわに言った。

「唄うた」

「唄？」

「そうです。唄です、唄」

　ティセは名案を思いついた事を表すかのように、両手を勢いよくぱっと広げた。

「唄を歌えば、赤ん坊は寝ねると聞いた事があります」

「そうねえ、確かにそうだけど……。私、唄は余り……」

　そんな母親に手を差し伸べるようにしてティセは言った。

「歌います」

　ティセの言葉の意味を理解できず、母親がただぽかんとして見返すだけだ。

「歌います、歌います」

　そう繰り返すとティセは、踊おどるような軽かろやかなステップを踏ふんで波打ち際へ向かう。穏おだやかに打ち寄せる波が、その足を洗う所へ来ると、ティセはくるりと振り返る。そして母子へ向かってもう一度、両手をぱたぱたさせながら言った。

「歌います」

　ティセは柔やわらかな髪をなびかせ歌い始めた。それは流れる大河のようなゆったりとしておおらかなメロディー。はじめはスキャットだけだったが、やがてそれは明確な歌詞を伴ともなう。不思議な事にその歌は聴ちよう覚かくを飛とび越こえて、母子の意識へ直接、語りかけてくるようですらある。
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ねえ、愛いとしい貴方あなた

そこは素晴らしい場所ワンダフルプレイスですか？

そこから私は見えますか？

私の唄は聞こえますか？

いつか運命の軛くびきを断たち切きり、

幾億の時と星を越えて、

再び巡めぐり会あう。

その時まで……、




　唄が途と切ぎれ、母親は我に返る。波打ち際でこちらを見ていたティセは、とたとたと小走りに砂すな浜はまから近づいてきた。

「泣きやみましたね」

　ティセにそう言われて始めて母親は、息子が泣きやんでいる事に気付いた。腕うでの中の赤ん坊は、不思議そうにティセを見ているだけだ。あやしているつもりなのか、ティセは両腕をリズミカルにぱたぱたさせるが、それでも赤ん坊は何か不思議そうな顔のままだ。

「今の唄は……」

　母親はティセにそう尋たずねた。

　ｂｉｏクラフトが歌う事はある。しかしｂｉｏクラフト独自の唄というのは聞いた事がない。そもそもｂｉｏクラフトは余りにも長く存在している為、己おのれの出自を忘れてしまっていると言うのだ。自分たちの唄など持っていないかも知れない。

「私たちに伝わる、古い古い唄です」

　ティセはパッと両の手を広げて答えた。

「それはもうとてつもなく古いと言われています」

　ｂｉｏクラフトが古いというのだ。あの唄の起源はそれこそ地球よりも、太陽よりも古いのかも知れない。そう考えると母親は軽い目め眩まいを覚えた。

「私たちｂｉｏクラフトが、いずれ来るであろう『素晴らしい場所ワンダフルプレイス』での再会を歌ったものと言われています。そう言われていますが、本当の事は分かりません」

　そしてティセは両手を下ろして付け加える。

「なにしろ古いですからね」

　自分の方を見つめる碧あおの瞳。その瞳の奥おくには確かに何かの感情があるのだろうが、それがいかなるものなのか、母親にはまったく察しがつかない。しかし不思議と確信めいた感情が浮かんできた。

　十年か、百年か、あるいは千年、万年単位になるかも知れない。だがいつの日か、必ずや人類はｂｉｏクラフトのこの感情を理解できるだろう。

　そんな確信が母親の中に徐じよ々じよに形成されていたのだ。

　やにわにティセは振り返り、洋上に浮かぶ太陽の方へ目を向ける。

「オーグメントクラフトが来ました」

　どうやらティセが呼び寄せたオーグメントクラフトが到とう着ちやくしたようだ。上空からドリルを持たないポーン級ｂｉｏクラフトのような物体、オーグメントクラフトが降下してくる。

「地球へ最短距きよ離りで帰還するようにオーグメントクラフトには命じておきました。お母さんも体調が悪いようですし赤ちゃんもいます。すぐに地球へ戻った方がいいと思います」

　母親はティセのその申し出を素す直なおに受ける事にした。

「ありがとう。すぐに地球へ戻る事にします」

　そして母親は付け加えた。

「ティセ、もしも地球へ来られる事があったら是ぜ非ひ、私の所へ尋ねてきてください。日本の東京。そこのどこかに住んでいると思います。私は大おお空ぞら七なな海み、そしてこの子は広大。大空大だい地ちの妻と息子で尋ねれば分かるでしょう」

「分かりました」

　ティセは手を差し伸べるようにして七海に言った。

「地球へ行く事が出来れば、是非とも七海の所へ行きたいと思います」




　その写真の女性は、広大にとってまったく見覚えのない人物だった。しかしその隣となりに立つ男が誰かは分かる。広大の父、大地だ。それもどうやら若い頃ころのようだ。

　大地はひげ面づらに笑みを浮かべ、隣に立つその女性の肩かたを抱だいていた。すらりとして背が高く、そして長い髪を持った大人しそうな女性。

　彼女が広大の本当の母。大空七海。

　いきなりそう言われても広大には信じる事など出来ない。

　テーブルの上に写真を投げ出す。写真はその一枚だけではない。テーブルの上に広げられた数冊のアルバムには、ほとんどのページに大地と七海が映る写真が貼はられていた。アルバムに貼ってあるもの以外にも、ＤＰＥショップの袋ふくろに入ったままの写真もある。そこには日付が入った古い銀塩写真に映る大地と七海の姿があった。

　そしてどこにも広ひろ海みの姿はない。

　……そういえば。

　今さらのように広大は気がついた。

　二階にある大地の部屋。今はティセが使っているあの部屋には、大地の写真が沢たく山さん残されている。しかしそのどれもが映っているのは大地だけ。大地と同どう僚りよう、取材先の人々が映っているものはあるが、一枚として広海と映っている写真はないのだ。

　大地が失しつ踪そうしてしまった為ため、一いつ緒しよの写真を飾るに忍しのびないのだろうと広大は思っていたのだが、それを広海に尋ねた事もない。それに大地が帰ってくるのを待っていると言いながら、その部屋を簡単にティセに貸かし与あたえたのも確かにおかしい。

　おかしい。おかしいのは事実だ。だからと言って、いきなり理解しろと言われても無理だ。

　広大は震ふるえる唇くちびるで尋ねた。

「どういう事だよ……」

「今も言った通りよ」

　広海は繰り返す。

「広大、あなたの本当のお母さんは大空七海という人よ。その写真の長い髪の女性。私は亡なくなる直前の七海からあなたを預かって育てていたの」

「そうじゃない！　いや、それもあるけど。だから、その……」

　広大が言いたい事は分かっているようだ。そっけなく広海は付け加える。

「そして私はキング級ｂｉｏクラフト。『素晴らしい場所ワンダフルプレイス』。サテライトは、あれ」

　広海は天てん井じようを指さす。広海が指し示しているのが天井そのものではない事は広大も分かっていた。

　空に浮かぶ月。

　それそのものがｂｉｏクラフト『ワンダフルプレイス』のサテライトだというのだ。言われてみれば確かに合が点てんがいく。太陽系にメリグナントクラフトが侵しん入にゆうした時、突とつ然ぜん、軌道上の月が移動して、その攻こう撃げきを防いだのだ。

「どうして!!」

　ばんとテーブルを叩たたいて広大は叫さけんだ。

「一体どうして!!」

　どうして、何なのだ……？　俺おれは何を聞きたい？

　わずかに残る冷静な心理で広大は自問していた。

　余りにも短時間に、色々な事を聞かされた。全すべてを消化するには時間が少なすぎる。

　炉ろ座銀河団の『グレイテストソリチュード』から帰還した広大とティセだが、待ちかまえていたのは恵けい子こがアメリカに行ってしまったというアイシャの言葉だった。そして迎むかえに現れた広海へ出し抜ぬけにティセが平手打ちを喰くらわせたのである。

　ティセから本当の事を話すべきだと言われた広海は、広大を自宅のキッチンへ招き真相を明かしたのだ。

　広大の本当の母親は広海ではなく、大空七海という女性。そして広海は七海から広大を預かり育てていたというのだ。

「私はティセと会ったという女性がいると聞いて、七海を訪ねたの。でも長旅が影えい響きようしたのでしょうね。彼女は身体を壊こわして入院していたわ。私の正体を知った七海は、あなたを預けたの。いずれ来る審しん判ぱんの四姉妹との交流の為にね」

　広大は無言でティセへと視線を巡らせる。それまで黙だまって椅い子すに座すわっていたティセは、ぱっと両手を広げて見せた。いつも通りに表情は変わらない。ただ両腕を広げたタイミングが何かおかしい。それはティセが今まで見せた事のない怯おびえの感情だと広大にも察しが付いていた。

「申し訳ありません」

　ティセは言った。

「私が初めてこの家に来た時の朝、広海からおおよその事情は聞いていました。そして誰だれにも話さないように言われてました。だから今まで広大にもこの話をする事は出来ませんでした」

　ティセは一度上げた手を下ろして続けた。

「でもこれ以上、広海の正体を隠かくしておくのは皆みんなの為にならないと思いました。それに……」

　広海の方へ視線を送るとティセは言った。

「そもそももう正体を隠しておく理由がありません。お母さま」

「お母さま!?」

　広海がキング級ｂｉｏクラフト『ワンダフルプレイス』とは聞いていた。しかしその『ワンダフルプレイス』をティセが母と呼ぶのは今が初めてだ。

「そうね。あなた達が私の再生したこの惑星を、地球を認めたのならば、すでに私は広大の母親を演じる理由はないものね」

　広大はますます混乱するだけだ。

「一体どういう……」

　疑問もなかなか言葉になってくれない。そんな広大に広海は答えた。

「姉妹がいるんだから、母がいてもおかしくないでしょ？　そもそもティセ達が、この近くに現れたのは、私自身の発する信号、一種の唄に導かれて来たのよ。いわば母と娘のつながりね」

「それは……、まぁ」

　つまり今の今まで自分の母親と思っていた広海だが、実はティセたち姉妹の母という事なのか？　続けざまに明らかになる真実に広大はただ振り回されていた。

「『グレイテストソリチュード』から有る程度の話は聞いているでしょう？　この地球という惑わく星せいは、私たちｂｉｏクラフトの母星を再生したもの。母星の再生こそが、この私『ワンダフルプレイス』の使命。そして再生が成功したか否いなかを判断するのが……」

　広海の視線に応こたえてティセは言った。

「『ワンダフルプレイス』の娘むすめたる、私たち審判の四姉妹の役目です」

「ちょっと待てよ。二人とも。じゃあ地球人の立場はどうなるんだよ！　母さんが……、ええとその『ワンダフルプレイス』が再生したと言っても、実際に地球に住んでる人間の意見はどうなるんだ!?」

　広大のその言葉に、広海は待ってましたとばかりに目を輝かせる。

「だからこそ、あなたが必要だったのよ。広大」

「俺が……？」

「ええ」

　怪け訝げんな顔の広大に広海は肯うなずく。

「地球人全体の意見を集約するのは不可能だわ。だからその中の数人を、私の娘たちと交流させる。その結果、私の娘、つまりティセたち審判の四姉妹がどう判断するか。最後に『グレイテストソリチュード』がその報告を受けるという仕組みになってるのよ」

「え、じゃあ。あれ、え……？」

　広海の言った事はおおよそ見当がついた。しかしすぐには飲み込む事が出来ない。まさに喉のどに何かがつかえたようなもどかしさのまま広大は尋ねた。

「俺が地球人の代表だったという事か？」

「そうね、それに静しず花かちゃん、桜さくら子こちゃん。ティラは審判には参加しないから、あなたも含ふくめた三人と交流した、ティセ、ティル、ティオがどう判断するか。それでこの惑星の運命が決まる。そういう事ね」

　広大は肌はだが粟あわ立だつのを感じていた。どうやら自分でも知らぬうちに、恐おそろしいまでに重要な役割を担になわされていたようなのだ。

「な、なんで俺……、だったんだ？」

　震える声で尋ねる広大に、広海は笑って答えた。

「たまたまよ」

「たまたまですね」

　母に続いてティセもそう言った。

「たまたまかよ!!」

　いつもの調子でそう反論してしまった広大だが、ハッとして我に返る。

「じゃあ、母さんは父さんと会った事は……」

　言いかけて言葉を飲み込む広大に広海は少し笑う。

「まだ母さんって呼んでくれるんだ」

「まぁ……。今さら広海さんとか、『ワンダフルプレイス』というのもピンと来ないし……」

　頭を掻かく広大に広海は母の笑みを洩もらした。

「そうね。会った事はないわ。でも大地は他の協力者を介かいして、私たちの事を調べていたようね」

「じゃあなんで、母さんは俺に親おや父じはｂｉｏクラフトと契けい約やくして、宇宙の彼方かなたに行ってしまったと言っていたんだ？　それはまぁ事実だったんだけど、俺が親父と会ったら、その……。この嘘うそがばれてしまうじゃないか？」

「あなたがｂｉｏクラフトに興味を持ってくれるように仕向ける為。そして最後にｂｉｏクラフトと人類の共生に反対している大地と会って、あなたがどう考えるか。それを見たかっただけよ」

「じゃあ、もし俺が親父に説得されていたら……」

　そう言う広大に広海は声を上げて笑った。

「あははは、仮定の話はするだけ無意味よ。あなたは今、私の前にティセと一緒にいる。それだけで充じゆう分ぶんじゃないの？」

「うんまぁ……」

　まだ釈しやく然ぜんとしない広大に構わず、広海は続けた。

「ここまで言えば大体分かったと思うけど、大地から来ていた手紙は私の偽ぎ造ぞうよ。もちろん、私があなたの母だという記録も偽ぎ装そう」

　怪訝な顔をする広大が疑問を口にする前に、広海はキッチンの入り口へ向き直り声をかけた。

「いらっしゃい、『たいよう』。彼かれの事も紹しよう介かいしておくわ」

「『たいよう』？」

　大空家で飼っている白い大きな雄おす猫ねこだ。広海が声を掛かけると『たいよう』は一声にゃあと鳴いてキッチンに入ってくる。そして身軽に広海の膝ひざに飛び乗り、さらにテーブルへと上がる。

　次の瞬しゆん間かん、広大は目を見張った。突然、猫ねこの『たいよう』が、白い毛の塊かたまりになってしまったのだ。猫としての形状は失い、まるでぬいぐるみの外側だけがそこに出現したような感じである。

　驚く広大に広海は説明する。

「紹介するわ、広大。彼が私のアペンディックス。『サンバス』よ」

　白い毛の塊は再び猫の形を取とり戻もどし、改めて広大に挨あい拶さつするかのように、またにゃあと鳴く。

「『サンバス』は生物の記き憶おくを有る程度、操あやつれるわ。それで記憶を偽造したという事。見知らぬ人に大地の記憶を植え付けてメッセンジャーにしたり、区役所の役人に記録を偽装させたりとかね」

「『たいよう』もか……？」

　確かに妙みように賢かしこい猫だった。それにしてもよもや地球の猫ではなかったとは。当とう惑わくする広大に向かって、『たいよう』は少し申し訳なさそうにまたにゃあと鳴いた。

「それじゃまさか、俺の記憶も……!?」

「多少、いじらせて貰もらったわ。七海の事、ここへ来る前の事、私の事。でも『サンバス』でも完全に記憶を消す事は出来ない。多少は覚えている、そうでしょう？」
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　広海は笑うが、広大はそれどころではなかった。

「なんでそんな事を！　どんな事情があったとしても、そこまでやる必要は……」

　憤いきどおりに任せてそう言ったものの、後の感情はなかなか言葉になってくれない。

「お母さま」

　ティセが言った。

「お母さまは、人が悪いと思います。ここまで正体を明かさなかった為、広大やみんなが迷めい惑わくしました」

　そう言うティセは眉まゆをひそめている。これがティセに出来る精せい一いつ杯ぱいの怒いかりと不快感の表現なのである。

「ステディレクブレイションが倒たおされたのも、恵子がアメリカに行ってしまったのも、最初からお母さまが正体を明かしていれば防げたかも知れません」

「そうね。でもティセ。都合の良い言い方だとは分かっているけど、私はあなたたちが必ずや試練を乗のり越えてくれると信じていたからこそ……」

　ティセは広海の弁解を拒きよ絶ぜつするように、眉をひそめたまま両手を激しくばたばたさせる。

「あ～～、はいはい。分かったわよ、もう。どちからというと、私が正体を明かしたら、広大たちの行動に影響が出る。広大たちには自分たちの意思で行動して欲ほしかった。それが一番の理由ね。だけど……」

　そこで広海は言葉を切る。ティセはその意味がわかったようだ。いつものように手を差さし伸のべるようにして言った。

「サウザンドメイズィスですね」

「そうね。あの子と『ビューティフルビジョン』がこんな強気に出てくるとは思わなかったわ。『ビューティフルビジョン』本来の目的は改革だけど、どこかで力余って逸いつ脱だつしちゃったんでしょうねえ」

　広海のその話を聞きながら、広大は天井を見上げていた。頭の中の整理がまだつかない。この一年ほどで色々な事が起きたが、ここ数日間で起きた事は、それを上回るほどに濃のう密みつだ。

　とにかく、何をすれば。何から取りかかればいいんだ？　自問しても解答は思おもい浮かばない。

　そんな広大の胸中を察したのか広海は言った。

「今は焦あせらない事ね。広大。サウザンドメイズィスや恵子ちゃんの件、色々とあるでしょうけど、今日の所はゆっくり休みなさい」

　広大はそう言う広海から視線をそらせたままで立ち上がりキッチンから出て行こうとする。そんな広大の背中に向かって広海は声を掛けた。

「広大、あなたを騙だますような事をして悪かったわ。でもね、私はティセのパートナーになったのがあなたで良かったと思うわ。それは本当よ」

　広大は背を向けたまましばらくその場に立ったまま。ややあってから階段へ足を進めながら背中越ごしに広海へと答えた。

「分かってる、母さん」

　二階の自分の部屋に向かう広大の姿に広海は少し笑えみを洩らした。そんな広海に手を差し伸べるいつもの仕草で、ティセは眉をひそめ不快感を表して言った。

「広海は以前、私はｂｉｏクラフトで広大は人間だと言いました」

「あら～～、そんな事もあったかしらね」

　白を切る広海にティセは不満げに両手をばたばたさせる。広海は立ち上がり、戸と棚だなに向かうと紅茶のリーフが入った缶かんを取り出だす。

「まぁいいわ。今日はとっておきのお茶をごちそうするわよ。それでいい？」

「それは素晴らしいですね」

　そう答えてから、ティセは階段の方へ頭を巡らせた。両手をぱたぱたさせ階段を見つめていたティセは、しばしの後、広海へと視線を戻す。

「一人にさせてあげましょう」

　広海は湯を沸わかす準備を整えながら答えた。

「正直、あの子がここまでやれるようになるなんて……」

　そして照てれ隠しのようにティセへ背を向けて広海は付け加えた。

「お母さん、思わなかったわ」

「広海は図ずう々ずうしいと思います」

　そんな広海にティセは不満そうにまた両手をばたばたさせてみせた。




　不思議だ。

　広大は自分でも良く分からなかった。

　ほんの数時間前まで自分の母だと思っていた人が母ではなく、そして自分を取り巻いていた全てを作っていたとは……。しかもそれが分からぬよう偽装を行い、さらには広大自身で判断して欲しいからと正体を隠していた。

　怒おこっても当然だ。全てを投げ出したくなっても、誰も広大を責める資格はないだろう。

　しかし広大には不思議とそんな感情は湧わいてこなかった。

　ティセと出で逢あってからの一年、広大は色々な物を見てきた。今までの価値観が全てひっくり返るような世界。

　世界は余りにも広い。ｂｉｏクラフトですら絶望する程だとティセは言っていた。

　その中で自分は何を出来るのだろうか。何をすべきなのだろうか。

　自問しても答えは出てこない。

　達観しているつもりはない。些さ末まつな事とも思わない。

　自分の部屋の窓まど越ごしに見える空。そろそろ暗くなってきた空の向こうにあるもの。

　それに思いを馳はせると、己の内から言葉にならぬ衝しよう動どうが溢あふれてくるのが分かるのだ。

　広海に聞かされた真実もその衝動を抑おさえる事は出来ない。いやむしろ後あと押おしさえしてくれた。

　ｂｉｏクラフトですら絶望するほど広い世界。その一部でもいい。もっと見てみたい。ただその衝動だけは確かなものだった。

　しかしその前に……。

　広大は窓を開ける。目の前にある家には明かりが灯ともっていない。

　アイシャが言うには、広大とティセが炉座銀河団へ向かっていた頃、祖父の代理人と共にアメリカへ向かってしまったという。恵子は契約の解除を申し入れたが、アイシャはまだ同意していない。契約解除はｂｉｏクラフトとｂｉｏパートナーの同意の上で行われる。一いつ般ぱん的てきにｂｉｏパートナーが解除を申し出れば、ｂｉｏクラフトは受け入れる。ＵＮｂＡＲから提供された資料では、契約解除を保留したｂｉｏクラフトはなかったように記憶している。

　契約解除を保留したアイシャの判断は例外中の例外だ。そのアイシャは今、上空でｂｉｏクラフト形態になり待機中だ。

　広海はアイシャにも家の中にはいるよう促うながしたのだが、ティセのただならぬ雰ふん囲い気きを察したのだろう。アイシャはその誘さそいを断り、上空で待機していると答えたのだ。

「そうだな……」

　広大は暗い恵子の家を見てつぶやいた。

「まず、出来る事からやらないと……」
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「まあ、これは預かっておくさね」

　そう言うとアーネチカはアイシャから差し出された封ふう筒とうを、だぶだぶの白衣のポケットに入れた。

　無言で頭を下げるアイシャに向かってアーネチカは続けた。

「でも預かっておくだけさね。学校にはまだ提出しない」

「しかし恵けい子こも転校届けを出したと言いますし、私はもう学校へ通う理由がありません」

　そんなアイシャに広こう大だいは言った。

「アイシャは契約解除に同意していないんだろう？　だったら恵子はまだアイシャのｂｉｏビオパートナーだ。アイシャがまだしょうぶ沼ぬま高校へ通う理由はある」

　炉座銀河団から帰き還かん、広ひろ海みがその正体を明かした翌日の事だ。アイシャは学校を無断欠席した。昼休みに放課後アーネチカに会いたいと連れん絡らくを入れたアイシャは、視し聴ちよう覚かく準備室で退学届けを提出したのである。

　失踪中の内うち山やま田だに代わり、アーネチカが広大やアイシャのクラス担任になっている事。そしてアイシャの転校にはＵＮｂＡＲの助力があった。アーネチカに退学届けを出すこと自体は妥だ当とうといえよう。しかしそれはあくまで、退学届けを出す先をどうするかという問題に於おいてのみである。退学届けそのものが妥当かどうかは別問題だ。

「パートナーからの契約解除を拒絶したｂｉｏビオクラフトはありません。私も保留しているだけです。ただ……」

「ただ？」

　アーネチカは言いい淀よどむアイシャを促す。

「ただその……。けじめを付ける切きっ掛けが欲しくて……」

「駄だ目めです、いけません」

　ティセがアイシャの前に立つと、手を差し伸べるようにして言った。

「アイシャはお友達です、恵子もお友達です。みんな、みんなお友達です。一緒にいないと駄目です」

　激しく両手をばたばたさせながらそう言うティセから、アイシャは逃にげるように視線をそらせた。

「とにかく一度、恵子に会って話をしよう。あいつの事だから、きっと余り考え無しに行動したんだと思うし……」

「そうだったら良かったんですが」

　広大がそう言ってもアイシャは浮うかぬ顔のままだ。

「まぁあの年とし頃ごろは難しいわな」

「恵子より年下のあーちゃん司令がそう言っても説得力有りませんよ」

　二人のそんなやり取りにもアイシャは沈しずんだ表情を変えない。アーネチカはそんなアイシャに嘆たん息そくを漏もらすと念を押おすように繰くり返かえした。

「とにかく、この退学届けは私が預かるさね。恵子ちゃんの転校届けも保留してる。向こうの連れん絡らく先さきも分かるから、学校側として事情を見てるさね。何かあったらこちから連絡するから、みんなしばらくゆっくりしてていいさね」

「……はい」

　アイシャは力なくそう答えた。視聴覚準備室から出て行こうとする三人の中で、アーネチカは広大だけに声を掛ける。

「ああ、広大はちょっと細かい話があるから残って。すぐに終わるから」

「え、はい」

　広大はアイシャの傍かたわらに寄より添そうティセに目配せする。ティセはアイシャの手をしっかりと握にぎり肯いた。

　ティセとアイシャが出て行き、戸が閉じられるのを待ってアーネチカは話を切り出した。

「ええと、その。広海さんの件だけど……」

　広大は広海が『ワンダフルプレイス』である事はすでにアーネチカに報告してある。広海も特に隠しておくつもりもないらしい。朝方、一応その件を話したが、好きにしろと言われただけだ。

「ＵＮｂＡＲにも報告したさね。さすがのイモータルヌーンも驚おどろいたようだったけど、あんたたちのすぐ近くにいるんじゃないかとは推測していたみたいさね」

　外見は視聴覚準備室のまま変わっていないが、内山田そしてアーネチカが赴ふ任にんしてきてから、この部屋は密ひそかに改装され万ばん全ぜんのセキュリティが施ほどこされている。

「まぁそうでしょうねえ」

　しかし母と娘と言われれば納なつ得とくできる点がある。時折、イモータルヌーンがティセたち妹に見せるお茶ちや目めな性格に、広大は誰かに似ていると思っていたのだ。考えてみれば広海にそっくりだ。あの悪いた戯ずら好きで周囲の迷惑を顧かえりみない愉ゆ快かい犯はん的な性格は、広海いや『ワンダフルプレイス』譲ゆずりだったのだろう。

「実際問題、広海さんが『ワンダフルプレイス』だからと言って、今なにかが変わるわけでもないさね。広海さん自身が、これまで通りに振ふる舞まうならね。まぁただ『グレイテストソリチュード』の件といい、さすが私も頭が沸ふつ騰とうしそうさね」

　そう言うとアーネチカは大げさに頭を抱かかえて見せた。

「ま、しばらくはこの件はＵＮｂＡＲと上層部と私ら、それから広大とティセの間にとどめて欲しいさね。アイシャはあの状態だし、静しず花かちゃんもまだ実家に閉じこめられたままだし」

「分かりました」

　広大はそう答え、アーネチカに挨拶すると、視聴覚準備室を出た。

「ティセ、こっちは終わった……」

　廊ろう下かに出てそう言いかけた広大の耳に聞き慣れた声が飛び込んできた。

「どうしたんですか、急に休んで？」

「恵子も休みだし、携けい帯たいに連絡しても全然出ないし、朱あか璃りも心配してるっスよ」

　孝たか郎おに藍あお留るだ。少し離はなれたところで孝郎に藍留、兵ひよう衛えが、ティセとアイシャを囲んで何やら話をしているところだった。

「申し訳ありません。あの……、今はちょっと」

　アイシャは笑え顔がおを繕つくろいそう答えた。ティセはどうしていいのか分からず、みんなの周囲で両手をぱたぱたさせながら右往左往しているだけだ。

「何か困った事があれば、相談して欲しいな。口くち幅はばったい言い方だが、同じクラスの友達ではないか」

　兵衛がそう言うと藍留も調子に乗って続いた。

「そうっスよ！　恵子はしばらく前から元気なかったし、絶対に何か悩なやみ事ごとがあると思っていたんすけど、実際どうなんスか？」

「それはその……」

　小走りに駆かけ寄った広大にアイシャは一いち瞥べつをくれる。そしてみんなの方へ向き直ると、ひとり言のようにつぶやいた。

「そうですね。隠し事は良くないですね」

「アイシャ!?」

　広大はアイシャのその決心に気づいた。しかしそんな広大にアイシャは笑みを返して言った。

「大だい丈じよう夫ぶです、広大。私はみんなを信じます」

　ぴたりと足を止めたティセも、広大の方へ手を差し伸べるようにして言う。

「私もアイシャの決心を信じます」

　広大はしばし沈ちん思ししたまま、みんなの顔を順番に見やる。誰もが怪訝な顔で広大やティセ、アイシャを見つめるだけだ。

「分かった」

　そう言う広大にアイシャは肯き返し、そしてみんなへ向き直ると口を開く。

「黙っていて申し訳ありません。実は私、ｂｉｏクラフトなんです。ナイト級ｂｉｏクラフト『ノーブルウィンド』。それが私の本当の名前です」

　意外なくらいにあっさりと、まず兵衛が答えた。

「うむ、実は以前からそうではないかと薄うす々うす察していた」

　そんな兵衛に孝郎が驚いた顔をするが、藍留も思いの外すんなりとその事実を受け止めたようだ。

「まぁ言われてみると、そうかぁって感じっスね。姫ひめさまも居る事だし、いまさら隠し立だてする事もないっスよ！」

　そう言うと藍留はアイシャの肩かたをぽんと叩たたいた。

「あ～～、え～～。まぁその……」

　しばし考えを巡めぐらせたものの、孝郎は自分の胸を叩いてアイシャに向かって言う。

「気にしないでください、貴た風かぜさん！　貴風さんがｂｉｏクラフトでも、俺おれの愛は何にも変わりません!!」

　孝郎にしてみれば一世一代の告白のつもりだったのだが、結局はアイシャはもちろん、広大やティセ、他のみんなからもスルーされてしまった。

「ありがとうございます、皆さん」

　アイシャは深々と頭を下げてそう言った。

「あれ、でもそうなるとティセちーもｂｉｏクラフト？」

　そう尋たずねる藍留にティセは手を差し伸べるいつもの仕草で答えた。

「そうです。私もｂｉｏクラフトです」

　一度、そう答えてからティセは小首を傾かしげて付け加える。

「でもｂｉｏクラフトの名前は秘密です」

「秘密ですか」

「秘密です」

「秘密では仕方ないな」

　ティセと藍留の話を聞いて兵衛は笑う。

　そんなやり取りに広大はほっとして胸をなで下ろした。

「するってぇと、恵子が今日、登校してないのは、やっぱりｂｉｏクラフトの件っスか？」

「ええ、まぁそれもあるんですけど……」

　アイシャがそう言いかけた時だ。突とつ然ぜん、階段の方から声が響ひびく。

「おお、セキセイインコ！　……と、皆みなの者。何をしている。恵子と貴風なら放っておいた方が良いと……」

　そう言いながら下りてきたのはラヴィーである。その姿を見て広大は一計を案じた。

「そうだな、ここで立ち話も何だ。ファミレスやファストフードでやる話でもないし、ラヴィーの屋や敷しきを貸して貰って説明したどうだ。ティセはどう思う？」

「それは良い考えだと思います」

　そう答えたティセはアイシャの方へ向き直り付け加えた。

「みんなに力になって貰えるかも知れません」

「でも皆さんを巻き込むわけには」

「なに言ってるんスか！」

　藍留は笑いながらアイシャの背中を叩く。

「うちらは友達じゃないスか。私と恵子の付き合いも長いし、放っておくわけにはいかないっスよ！」

「うむ、そうだな。気に病やむ事はない」

「そうそう、頼たよってくださいよ。貴風さん！」

「お、なんだなんだ。いい話の流れか？　そういう事なら私も乗らない訳にはいかぬな！」

　話が見えずにぽかんとしていたラヴィーが、辛しん抱ぼうしきれなくなり首を突っ込んできた。

「だったらラヴィー、部屋を貸して欲しいんだけど。色々と話し合いたい事があるんだ」

「うむ、分かった。おやすい御ご用ようだ。まだ修理は終わってないが、全員入れるくらいの余よ裕ゆうはあるぞ」

　広大の要望に肯くラヴィーに、ティセは両手をぱたぱたさせながら言った。

「こういうのをハムスターもおだてれば木に登ると言うのですね」

「誰だれがハムスターだ、誰が！」

　足を踏ふみならすラヴィーに広大やアイシャ、そしてみんなも笑いを洩らした。




　アメリカで生まれたその青年は、素そ朴ぼくな愛国心から軍隊へと進み、そして日本にある基地へと赴任してきた。そこで青年は基地のある町に住んでいた娘むすめと恋こいに落ちたのだ。

　今は同盟国とはいえ、日米はつい数十年前には戦争をしており、また基地とそこに駐ちゆう屯とんするアメリカ軍とその将兵に対する市民の目は、今よりもずっと厳しかったのだ。

　娘の家族は反対するが、若い二人の情熱はそれを押し切り、やがて新たな命を授さずかった。しかしアメリカ人青年はあくまで軍の命令で日本にいるだけ。その任期が切れれば母国へ戻る事になる。

　無論、青年は妻に子供と共にアメリカへ来るように要望した。しかし当時はまだインターネットもなく、国際電話も高価だった時代。母子だけでアメリカに渡わたるには大きな苦労が予想された。結局、今回ばかりは家族の願いを受け入れ、妻は生まれた娘と共に日本に残る事にしたのだ。

　もともと結けつ婚こんに反対していた家族は、アメリカ人青年が帰国すると同時に強ごう引いんに転居。妻と子供へ当てたアメリカ人青年の手紙は届くことなく送り返される事になった。

　失意の内に妻は亡なくなったが、残された子供は無事に成長。やがて印刷会社に勤める人の良い男性と結婚した。

　そして生まれたのが高たか科しな恵子なのである。




「ふ～～ん、なるほどっスねえ」

　修復中のペンデュラム邸ていに移り、広間でヴィーアが用意してくれたお茶を飲みながら、広大とアイシャは状じよう況きようをかいつまんで説明した。説明が苦手なティセは、お茶でクッキーを食べながら、時折ぱたぱたしているだけ。

「春先から元気がないと思ったらそういう事だったのか」

　紅茶は苦手だという兵衛は、わざわざ用意して貰ったほうじ茶を啜すすり肯いた。

　アイシャは恵子から、広大も知らぬ話を聞いていた。代理人の話から祖父と母がアメリカに住んでいるとは聞いていたが、詳くわしい経けい緯いは広大も今初めて知ったのだ。

「でも高科のご両親は離り婚こんしていたんだろう？　今さらよりを戻すというのもおかしな話じゃないか？」

　孝郎がそんな事を言う。

「だからアンタは駄目なんスよ！」

　藍留は孝郎にあきれ顔をする。

「一度は別れてもそれでも愛してましたー！　なんて事は容易にあるっすヨ!!　そんな微び妙みような心理が分からないと、永遠にこのままっすヨ～～！」

　にんまりと笑ってそう言う藍留に、孝郎はしどろもどろになりながらアイシャの方へ視線を巡らせる。

「え、いや。別に俺は、永遠にこのままにするつもりも……。ねえ、貴風さん!?」

　しかしアイシャは孝郎が寄せる視線の意味に気づかぬまま話を続けた。

「何でも恵子が生まれたばかりの頃ころにも、一度、アメリカで暮らさないかという話があったそうです。余り詳しくは教えてもらえませんでしたが、どうもその時、お父さんがその話を断ったのも離婚の原因とか」

「まぁ確かに生まれたばかりの子供を海外で育てるのは大変でしょうね」

　ラヴィーの傍らに控ひかえたヴィーアがそう言った。

「ううむ、それもそうだな。しかし今はあいつも高校生。これといって支障もなくなったというわけか」

　ラヴィーも肯くが、広大にはまだ何かしっくり来ない。

「まあ恵子のお父さんが、娘を外国で育てるのに反対していた。今は恵子も高校生だから、お母さんとお爺じいさんの申し出を受けたと言ってもなあ。問題は恵子自身が、俺たちやアイシャにろくな相談も無しに、衝しよう動どう的てきに決めたような雰囲気があるって事だよな」

「おい、広大。お前、何かしたんじゃねえの？　風ふ呂ろ覗のぞくとか、胸触さわるとか。あまつさえ……」

「んな事はしてねえよ！」

　からかう孝郎に色をなす広大を、藍留は小首を傾げ何事か考えながら見やっていた。

「あの年頃の女の子は精神的に不安定ですからね。私たちにしてみれば、些さ細さいな事でも、本人にはショックな場合もあるのでしょう」

　パートナーのオードリーから聞いているのか、ｂｉｏクラフトにも拘かかわらず、ヴィーアは妙に理解を示す。

「仕方ないな、恵子の転居先は学校の方で分かるから、一度、行って説得するしか……」

「行くってアメリカっスよ？」

　広大の言葉に藍留は少し驚いた顔をする。そんな藍留に広大は苦く笑しようして答えた。

「う～～ん、まぁ本当は色々と駄目なんだけどさ。ｂｉｏクラフトでの移動に関しては、割と大おお雑ざつ把ぱに見てくれるらしい」

「え、じゃあ海外旅行とか行き放題じゃないか！　なんだｂｉｏクラフトってフリーダムだな」

「いやだから本当は駄目だって言っただろう」

　盛り上がる孝郎に広大は釘くぎを刺さすのを忘れなかった。

「まぁ説得するとしても、あまり大人数で押しかけるのも失礼だろう。せいぜい貴風さんに広大、それに下しも条じよう……」

　自分の方へ視線を巡らせた兵衛に、藍留は激しく頭を振って見せた。

「あ～～、それは駄目、駄目っスよ。きっと逆効果っス」

　意外なくらい強きよう硬こうな藍留の反対に広大たちは顔を見合わせた。

「逆効果ってどういう……」

　聞きかけた広大に、藍留は両手で大きく×印を作ってみせる。

「ＮＯ　ＴＯＵＣＨ！　ここから先は女の子のお話っス。男子諸君は遠えん慮りよして欲ほしいっスよ!!」

　広大と孝郎、そして兵衛も首を傾げるだけ。しかし藍留の様子からして何か確証と考えがあるのは確かなようだ。

「うむ、下条がそこまで言うのならば、ここは任せてみようか」

「そうだな」

　広大も兵衛に肯うなずいた。

「それではお隣となりに新しくお茶とお菓か子しを用意いたします。男性の皆さまはどうぞ」




　広大たちを別室に案内したヴィーアは、女じよ性せい陣じんの為ためにも新しいお茶を用意して戻ってきた。部屋の中にいるのはティセ、アイシャ、藍留。そしてラヴィー。話はまだ始まっていないようだが、ヴィーアはカップへお茶を注ぎながら自分の方から切り出した。

「大おお空ぞら広大が一つの原因になっているのでしょう。高科恵子の、今回の一件」

「ぴったんこカンカン！　さすがはメイドさんっス！」

　藍留は妙みような所に感心してみせた。

「あの……、確かに恵子が広大に好意を持っているのは私も分かっていました。でもそれがなぜ……」

　そんな話にティセは激しく両手をぱたぱたさせている。

「どうした、愛あい玩がん鳥類。いつもよりぱたぱたではないか」

　ラヴィーのその言葉にティセは一時、ぱたぱたをやめて答えた。

「動どう揺ようしています」

「そうか」

　ティセはティセなりに、恵子の恋話に動揺を隠かくせないようだ。

「そうです。動揺しています、動揺。動揺」

　そしてまたティセは両手をぱたぱたさせはじめる。アイシャはそんなティセに少し申し訳なさそうな視線を送り続けた。

「でもなんというのでしょうか、遠慮しているような気がしていたんです。最初はティセさまに遠慮しているのかとも思いましたがどうにもそうではないようで……」

「ちちちち、まだまだ甘あまいわねえ。アイシャっち」

「アイシャっちって……」

　珍ちん妙みようなあだ名で呼ばれたアイシャはぽかんとするが、それに構わず藍留は言った。

「私も恵子が広大の旦だん那なに気があるとは分かっていたっすヨ。それに誰に遠慮して一線を越こえないようにしてるのかも！」

「ふむふむ、一線を越えるとな」

　興きよう味み津しん々しんでラヴィーが身を乗り出してくる。

「それは、恵子のお父さんっスよ!!」

「お父さん!?」

　唐とう突とつな展開にアイシャはもちろんなぜかラヴィーも驚く。

「なんと、恵子の父親は広大に気があったのか!?　恵子パパ×広大という事か!?　これが噂うわさのボーイズラブというわけだな!!」

　一人で盛り上がるラヴィーの頭をヴィーアがぽんとトレーで叩いた。

「姫さま、一体全体どこでそのような言葉を覚えたのか、ヴィーアは大変興味が有ります。場合によっては姫さまにテレビの視し聴ちよう制限、インターネットのペアレンタルコントロール強化をお願いする事になるかも知れませんので、その辺はお覚かく悟ごを」

　笑みこそ浮かべているが、顔は笑っていない。さらには口調からも妙な迫はく力りよくがある。

「い、いや、まてヴィーア。これは基き礎そ教養というものだ。あまり私を子供扱あつかいするな」

　慌あわてるラヴィーを尻しり目めに藍留は続けた。

「いや、だからボーイズラブとか親おや父じラブとかヤオイとかいうものじゃなくってスね……」

「さっきから何か暗号めいた単語ばかりで私にはさっぱりです」

　アイシャは嘆息する。そんなアイシャに藍留は分かりやすく言い直した。

「要するに恵子は、お父さんが広大の旦那のお母さんに気があると思っていたんスよ！」

「広海にですか？」

　アイシャは一時、驚いたものの、考えてみれば思い当たるところはある。確かに恵子の父は、何かと広海に話しかけていたし、また大空家を気にしていた。それになんといっても広海は美人だ。夫が居ると分かっていても長らく失しつ踪そう中。一方、恵子の父は妻と離婚して娘を男手一つで育て、ようやく高校まで通わせたところ。再さい婚こんを考えるなら、広海も対象に入るのは間ま違ちがいない。

　もしも広海が夫と離婚するつもりがあるのなら……。

　確かに恵子がそう考えてもおかしくはないはずだ。

　一方、ティセは広海の名前に、先さき程ほどよりも激しく、それこそそのまま飛んでしまいかねない程ほどに両手をばたばたさせはじめた。ここでもまたもや広海が原因で話がこじれていると思い、その不快感を懸けん命めいに表現してるつもりなのだろう。

　もっともそれが通じる相手はいないようだ。アイシャも今は恵子の事で頭が一いつ杯ぱいなのか、そこまで察する余裕もないと見える。

「おい、愛玩鳥類。別に暑くはないから風を送らんでもいい。鬱うつ陶とうしいだけだ」

　辛かろうじてラヴィーがそう文句を言うだけだ。

「そうっスよ。お父さんが広海さんとの再婚を考えているんなら、自分が広大の旦那と付き合うと、その障害になるんじゃないかと思っていた節があるんスよ」

「なるほど……」

「それはありそうな事ですわね」

　考え込むアイシャにヴィーアは肯いた。

「中学の頃だったスかねえ。恵子が聞いていたんスよ。親が再婚したら、その子供は結婚できるのかって。恵子はマンガの話って言っていたけど、私はぴーんと来たっス」

「じゃあ何で今の今までそんな重要な事を、愛玩鳥類やアイシャ、広大に教えなかったのだ？」

　ラヴィーのもっともな疑問に藍留は胸を張って答えた。

「この下条藍留、今の今まできっぱりすっぱり忘れておりましたー!!」

　余りにもストレートな藍留の意思表示にさすがのラヴィーも一目置かざるを得ない。

「うぉ、馬ば鹿かだ！　馬鹿がおるぞ、愛玩鳥類!!」

「大丈夫です、馬鹿はラヴィーで馴なれてます」

「それは良……、くないだろう！　私のどこが馬鹿だ!!」

　椅い子すに座すわったまま足を踏みならすラヴィーに対たい抗こうしてティセは両手を激しくぱたぱたさせた。そんな小動物チックな戦いを無視して藍留は話を進める。

「広大の旦那の事が好きなのに、お父さんを考えて身を引いていた。でもそのお父さんは別れた奥おくさんとよりを戻もどそうとしていた。ああ、私は一体何だったの!?　そこにｂｉｏクラフト絡がらみで色んな事が起きて、恵子としては一時的に現実逃とう避ひって所っスかね」

「そうですね、私がもう少し恵子の相談に乗ってやれば……」

「あ～～、駄だ目め駄だ目め。駄目っスよ。アイシャっち」

　ヴィーアが用意していたお茶をすすりながら藍留は言った。

「恵子は甘えているだけなんだから。ここは一つがつんと言ってやらないと。それにこの状況って、恵子にとっては本当は悪くないはずっスよ。ただ本人がそれに馴れてないから逃げ出だしただけっス。良かったら私に任せて欲しいっス」

「はぁ……」

　自信たっぷりにそう言う藍留にアイシャは困こん惑わく気味だ。そんなアイシャに向かってヴィーアが声を掛かける。

「まぁ、宜よろしいんじゃないでしょうか。ノーブルウィンド」

　唇くちびるに指を当て、髪かみの間から覗のぞく目でウィンクしてみせる。

「確かに一つがつんと言ってやるのも手かも知れませんよ。さぁ、姫さま。このヴィーアが一つがつんと言ってあげますわ。最近弛たるんでいますからね」

　ティセと小動物チックな戦いを続けていたラヴィーは、ヴィーアのその言葉に狼狽うろたえる。

「待て、ヴィーア！　私も学校に通うようになってから、色々と下々のものとの付き合いが出来たのだ。それに……」

　ヴィーアは言い訳をするラヴィーの首根っこを押さえ隣りん室しつへ引っ張っていく。

「今日は一日お勉強です」

　引っ張られていくラヴィーに向かって、ティセは勝利を宣言するかのように大きく両手を挙げて見せた。




「そんなわけで、取りあえず恵子の方は、アイシャと藍留たちが説得してくると言う話になったみたいです」

「ふうむ、下条さんやクラスの人たちに『ノーブルウィンド』の事を教えてしまっても良かったんですかねえ」

　渋しぶ沢さわは心配そうな顔をする。広大たちは北ほく綾りようグラウンド地下のＵＮｂＡＲ極東支部特別分室で、現在の状況を確かく認にんしている所であった。

「ま～～、あの子たちなら大丈夫さね。むしろこれ以上隠しておいて、変にかぎ回られる方が問題さね」

　代理とはいえ、担任として広大たちのクラスを見ているアーネチカがそう請うけ合あう。

「そんで静花ちゃんの方はその後も何もなしかい」

　桜さくら子こはアーネチカの問いに肯く。

「今のところ何の連れん絡らくもありません。ティルも静花さんの意向を尊重すると言ってます」

「じゃあ当面は現状維い持じか……」

　天てん井じようを仰あおぐ広大にアンリが声を掛ける。

「そうも言ってられねえだろう。広大。サウザンドメイズィスとはいずれ決着をつけなきゃならないのは事実だ」

「アンリの方は、落ち着いたのか？」

　そう声を掛ける広大に、アンリはロリポップキャンデーを咥くわえたままでにやりと笑う。

「なぁに、どうって事はねえ。お前こそ、俺にそんな事を言える状況じゃないだろう？」

「まぁな」

　歩み寄り軽く腹に拳こぶしを当てるアンリに、広大は苦笑を返した。

「それについては俺にちと考えがある。近いうちに時間を取れないか？　逢おう瀬せ、お前もだ」

「私も？」

　司令室の隅すみに立っていた桜子は、突然、水を向けられ怪け訝げんな顔をする。

「そうだ。多分それが一番、確実な方法だってのがある。もっともどうやってそこに持ち込むかが問題なんだがな」

　アンリの言葉に広大と桜子は顔を見せ合う。どうやらアンリなりに何か考えがあるのは確かなようだ。

「分かった」

　広大はアンリに向かって肯くと、司令室の奥に無言のまま座っていた男へ視線を巡らせた。その男を監かん視しするように、すぐ横にはノワ・ルーナが腕うで組ぐみをしたままで立っている。

「サイレントカレント」

　広大は炉ろ座銀河団での『グレイテストソリチュード』との邂かい逅こうの後、ＵＮｂＡＲへの協力を申し出たビショップ級ｂｉｏクラフトのホロン体へと声をかけた。

「お願いしたい事があります」










《ＰＨＡＳＥ―０９：０３　切り札～Trump》







　手の中にあるのはガラスか氷で出来ているかと思える半はん透とう明めいなカード。それはｂｉｏビオクラフトとの契けい約やくの証としてパートナーが持つｂｉｏカードに似ている。

　しかし決定的な違ちがいがあった。

　ｂｉｏカードには各ｂｉｏクラフトのクラスを表す紋もん章しようが表示されている。しかしその手の中にあるカードには何の紋章もない。この前、意味ありげにグリーンデイブレイクへ見せびらかしたプロモーションカードである。しかしあの時は一枚だけ。今、そのカードは三枚有った。

「これを使うのはいつ以来ですかねえ、お母さま」

　サウザンドメイズィスはカードを与あたえてくれた『ビューティフルビジョン』に話しかける。

「あの時、この『プロモーションカード』を使ったのは『トランクルナイト』でしたね。まぁ『イモータルヌーン』や『グロリアスドーン』に邪じや魔まをされてしまいましたが。今回もあの姉妹に使えればベストだったんですが贅ぜい沢たくも言っていられません」

　そしてサウザンドメイズィスは踵きびすを返す。

「それでは行ってきます。お母さま。きっと良い話が出来ると思いますよ。例の件、よろしくお願いします」




「もう一度、広こう大だいと話し合えだと？」

　大だい地ちはその提案に不快な顔をする。

「今さら何を話せというのだ。あんたもおおよその事情はもう理解しただろう」

「いやいや、僕ぼくはほら。これでも一応、彼かれの担任教師ですから」

　内うち山やま田だ王おう司じはにやにやと笑いながら、肩をすくめてみせた。

「それに大おお空ぞらくんのお母さんが、本物ではないという事も分かりました。その点を含ふくめてもう一度、話をしてみるべきではないですか？」

「あの女は人の記き憶おくを操作できる可能性がある。広大の記憶も操作されていたら、話し合うだけ無む駄だだろう」

「息子むすこと一対一で話をすればいいではないか、大地」

　出し抜ぬけにそう言ってきたのはオネストホワールウィンドだ。いま大地たちが居るのも、ｂｉｏクラフト形態の『オネストホワールウィンド』キャビンである。

　自分と契約しているｂｉｏクラフトの言葉に、大地は意外そうな顔をしてみせる。

「意外だな、お前がそう言ってくるとは」

「自分でもそう思う」

　オネストホワールウィンドは表情を変えぬままにそう言った。

「色々とあってな。余り一方的に決めつけるのも良くないと思い始めただけだ」

「彼もそう言ってるんですから、一つ考えてみたらどうですか。お父さん」

　そう勧すすめる内山田に大地は皮肉な笑えみを浮かべて見せた。

「まるで教師のような口を利きくな」

「教師ですから」

　この程度の嫌いやみが通じるはずもない。内山田は笑いながら平然として肩をすくめる。

「とにかくもう一度、会って話してみると面おも白しろい……、いやいいと思いますよ。お母さんはともかく、お父さんと広大くんは血を分けた実の親子だ。何か通じ合う所があると思います」

　考え込む大地にオネストホワールウィンドが言った。

「いずれにせよ現状ではこちらも打つ手無しだ。気分転てん換かんと思って会ってみてはどうだ。大地」

　そう言うオネストホワールウィンドに大地は笑う。

「お前の口からそんな気の利いた台詞せりふを聞くとは思わなかったな」

「そうか……」

　冗じよう談だん半分で言った事なのに、オネストホワールウィンドは何やら真しん剣けんな眼まな差ざしで黙もつ考こうする。そしてしばしの後につぶやいた。

「いつまでも拒きよ絶ぜつされるのは余り良い気分ではないからな。何とか出来ればそれに越こした事はない。それに……」

　そこでオネストホワールウィンドは言葉を切り、耳を澄すませるかのように目を閉じる。

「通信だ。『サイレントカレント』が連絡してきた」

　オネストホワールウィンドは左手の甲こうを掲かかげる。そこに三本衝角ドリルをモチーフにした紋章が浮うかび上あがった。それがｂｉｏクラフト同士の連絡手段なのだ。他にもｂｉｏクラフト形態では接続シート越しに通信が可能だ。

「今さら何の用だ」

　怪訝な顔の大地だが、紋章を通じて聞こえて来たサイレントカレントの話を聞くや、その表情は険しいものへ変わる。

「オネストホワールウィンド。お久しぶりです。話を聞いてくださり有あり難がたく思います。さて単刀直入に申しましょう。『グロリアスドーン』のｂｉｏパートナー大空広大が、あなたのパートナー大空大地に会いたいと言っております」

　内山田はその話に調子外れの口笛を吹ふき、大地から視線でたしなめられた。

「色々と良からぬ事を企たくらんでいる者がいるのはあなたもご存じでしょう。それを考えると余り長話はしたくない。了りよう承しようするのなら改めてあなたの方から私へ連絡を下さい。それでは……」

　話を終えるとサイレントカレントは一方的に通信を切ってしまった。

「サイレントカレントはいつ『グロリアスドーン』の元へ？」

　事情を知らない大地から視線を向けられた内山田だが頭を振るしかない。

「いや、僕だって何でも知ってるわけじゃないですよ」

「見るべきものを見た。そしてサウザンドメイズィスを見限ったという所だろうな」

　内山田に一瞥をくれオネストホワールウィンドは言った。そしてパートナーへ視線を戻して続ける。

「さて、どうする大地？」

「そうだな。先生もああ言った事だし、少し考えてみたい。まずはサイレントカレントと話をしたいが……」

　そう言うと大地は内山田と、その背後に立ち先程から沈ちん黙もくを守っているサスペンデッドレインを見やる。

「あ～～、重要なお話なら席を……」

　そう言うと内山田は立ち上がりかけた。もっともナイト級ｂｉｏクラフト『オネストホワールウィンド』内はそれほど広いわけではない。今居るキャビン以外にはブリッヂがあるだけ。キャビンも男四人で狭せまいくらいだ。

「ブリッヂで話をしよう」

　オネストホワールウィンドにそう促うながされて大地は無言でブリッヂへ向かう。

　二人が出て行ったのを見て、ようやくサスペンデッドレインが口を開いた。

「それで王司。君はどういうなぜ大空大地に大空広大と会えと言ったのだ？」

　その問いに内山田は声を上げて笑う。

「ははは、おかしな事を聞くね。君も。今聞いていなかったのかい？」

「聞いていた。聞いていたからこそ聞くのだ」

「おやおや、それじゃあ分かっているだろう？」

　にやりと笑い内山田は言った。

「僕は真実の探求者だよ。これから何が起きるか見たいだけさ。だけど生あい憎にくと君たちは気が長すぎるようでね。少しばかり背中を押おしてやってるだけさ。その為に色々と利用させて貰もらったけどね。あぁ、さすがに外と川がわ主任は可哀かわい想そうな事をしたな。もっとも自じ業ごう自じ得とくだけど」




「やっぱりクリスさんもｂｉｏクラフトだったんすねえ」

　朱あか璃りが感心したようにそう言った。

「ま、別に隠すつもりもなかったんやけどな。まぁ、それはほれ。いい女には秘密がある言う事で……」

「でもこの前の映画はバレバレでしたっスよ」

「そうそう、知ってる人が見れば一目で丸わかりっすよ」

「は、そうなん？　ばれないようにしたつもりやったんだけどなあ」

　双ふた子ごの言葉にクイックストーンは首を傾げた。

「それはそうと、なんでお前まで一いつ緒しよに来ているのだ」

　ｂｉｏクラフト形態になった『ノーブルウィンド』のキャビンで、シートに座ったラヴィーは不服そうな顔でクイックストーンに向かって言った。

「まぁまぁ、そこはほれ。こういう事態や。みんな助け合いやで」

「どっかの仮面ライダーみたいっスね。まあ本来こういう突っ込みは恵けい子この役回りなんスけどね」

　藍あお留るはそう言って笑う。

『ノーブルウィンド』はこれからアメリカに向かう所。恵子の話を聞いたイモータルヌーンの計らいで、特別に『ノーブルウィンド』での入国が公式に許可されたのだ。搭とう乗じようしているのは自ら恵子の説得に名乗りを上げた藍留に双子の姉妹の朱璃。なぜか付いてきたラヴィーとお供のヴィーア、クイックストーン。そして言うまでもなくアイシャである。

「でもこんな大人数で押しかけてしまっても良いのでしょうか。イモータルヌーンはアメリカに入国する手はずを整えてくれましたが、恵子の実家には連絡はいってないのですから……」

　接続シートに着いたアイシャはみんなを見回しながら少し不安げな顔をした。

「まぁ戦力は多いに越したことはあらへん」

「いざという場合は、カードかルーレットで勝負という事にしてはいかがですか」

「別にケンカに行くわけでも、ギャンブルに行くわけでもないんです」

　クイックストーンとヴィーアの言いようにアイシャは嘆たん息そくする。

「まぁまぁ、貴た風かぜさん……。じゃなくて、アイシャって言った方がいいんすかね。お二人も心配してくれているわけっすし」

　今日も二人の服装はまったく同じ。アイシャも完全に区別できるわけではないが、おそらくは朱璃の方がそう声をかけてくる。

「そうそう、アイシャ一人だとどうしても悪い方へ考えてしまうっスからネ」

「それは……、まぁそうですが」

　藍留の言葉にアイシャは語ご尾びを濁にごす。

「それはそうと、恵子とは連絡つかへんの？　カードはどうしたんや」

　クイックストーンが尋たずねているのは、ｂｉｏパートナーが契約の証として持つｂｉｏカードの事。ｂｉｏクラフトとパートナーはｂｉｏカードを介かいして連絡を付けることが出来るのだ。その問いにアイシャは沈しずんだ表情のまま、ポケットから半透明のカードを取り出して見せた。

「カードは私が……。契約を解除すると言った時、恵子が押しつけて返したんです」

「ＵＮｂＡＲの方から、祖父の家に電話や使者を送ったそうだが、会ってくれぬらしい」

　ラヴィーもそう説明した。

「きっと高こう慢まんちきな爺さんなんやろうなあ」

　憤ふん然ぜんとするクイックストーンだが、双子の意見は少し違うようだ。

「親は関係ねえだろ、親は！　っスよ!!」

「そうそう、あくまで問題は恵子の問題っすヨ」

　最初アメリカ行きに否定的な態度を示し、話を聞くようになったとはいえ、返答を引き延ばしていた恵子に、父と祖父の使者アルバート藤とう堂どうは、最終的には恵子自身の判断に任せると言っていた。父は高校を卒業するまでは日本に残れるよう、祖父と母に相談してみるとも言っていたのだ。

　しかし恵子は突とつ然ぜん、アメリカ行きを承しよう諾だくしてしまう。そして自分の決心が鈍にぶらぬうちにと、その日の内にまるで夜よ逃にげのように荷物をまとめて渡と米べいしてしまったのだ。

　藍留と双子の妹朱璃は、アイシャからその経けい緯いを聞き、何かの確信を深めたらしい。恵子の説得には自信があるようだ。

「私らも恵子とは長い付き合いっスからネ」

「そうそう。そうでないと分からない事もあるっすから」

　そう言うと双子はにんまりと笑みを交かわし合う。

「勝手にしておれ」

　そんな二人にラヴィーもさすがに付き合いきれぬという顔をしてみせた。

「出かける前にお茶でもいかがですか。お湯もまだ熱いですから、今のうちに」

　持ち込んできたポットのお湯で、お茶を淹いれながらヴィーアは続けた。

「問題は向こうに行った所で、恵子にちゃんと会えるかどうかですね」

「ＵＮｂＡＲからの情報では、オレゴンの田舎いなかにある山さん荘そうで仮住まいをしているようです。会ってくれないのならば、恵子が外出するのを待つしかないですね」

　そう答えるアイシャはどこかあきらめ顔だ。

「まぁアメリカの田舎じゃ、漫まん画が雑誌も買えないし、アニメも見られないから、そのうち退たい屈くつして出てくるんじゃないっスか」

　ラヴィーはそう言う藍留にしたり顔で反論する。

「何を言っておる。最近ではインターネットでアニメや漫画も見放題だぞ」

　そんなラヴィーの頭を、ヴィーアがどこからか取り出したハタキで叩はたいた。

「どうやったら見放題なのか、それとどういう物を見ているのか。ヴィーアは大変興味がございますわ。姫ひめさま」

「いや、待て。落ち着け、ヴィーア。私は違い法ほうダウンロードを勧めているわけではないぞ。ちゃんとしたサイトでちゃんとした作品をだな……」

　しどろもどろになって言い訳するラヴィーに笑みを洩もらしていた藍留だが、何か思い出したようにクイックストーンの方へ向き直る。

「クリスってば、誰だれとも契約してないんすか？」

　出し抜けにそう尋ねられたクイックストーンは反射的に肯いてしまう。

「ああ、そやけど。なんでやの？」

「う～～ん」

　双子は顔を見合わせて何事か考える。そしてややあってからおもむろに双子は言った。

「私らと契約しないっすか？」

「藍留、朱璃!?」

　声を揃そろえてそう言う双子に、接続シートに着いたアイシャは驚おどろきを隠せない。

「そんな簡単に決めてしまっていいんですか？」

「貴風さん……、じゃない。アイシャと恵子はじっくり考えて契約したスか？」

　そう問われるとアイシャも答えに窮きゆうしてしまう。成り行きというか勢いというか、少なくともじっくり考えたわけではない。

「そうっスよねえ。あの恵子が、いちいち考えて行動するわけないっスから」

　にんまりと笑い藍留は言った。

「恵子はもちろん、大空の旦那やあーちゃん先生、それに講師のアンリ先生までｂｉｏパートナーっすからね。なんか自分だけのけ者ってのもつまらないじゃないスか」

「まぁうちはどうでもええけどな。ｂｉｏクラフトはともかく、人間の方は契約は一度きり。他のｂｉｏクラフトとは契約できへんから、まぁその辺はよう考えておき」

　さすがのクイックストーンも藍留に慎しん重ちような判断を促す。しかし間かん髪はつを入れずに双子の妹、朱璃が横から口を挟はさむ。

「その話っすけど、うちら一いち卵らん性せいの双子じゃないっすか。二人で一緒に契約とか出来ないっすか？」

「……え？」

　クイックストーンもそんな質問は予期してなかったようだ。困った顔でアイシャに視線で助けを求める。

「残念ながら無理です。ｂｉｏクラフトと人間の契約は一対一。確かにお二人は一いち卵らん性せい双そう生せい児じですので遺伝子的には同じですが、ｂｉｏクラフトが個人を識別する基準は、それだけではありませんので」

「ありゃあ、そりゃ残念すねえ」

　双子は顔を合わせて落らく胆たんする。

「どうせ契約するなら、二人一緒にと思っていたんスけど。もう一人、誰とも契約してないｂｉｏクラフトがいないっスかねえ。出来れば女の子の方が気楽でいいんスけど」

「未み契けい約やくで女性のｂｉｏクラフトなんて、そんな奴やつ、都合良くほいほいいるものか」

　ラヴィーにそう言われて双子は肩かたを落とした。

「まぁ、そうっスねえ。じゃあ当分は保留という事で……」

「あのノーブルウィンド。どうかしましたか？」

　何事か考え込んでいるアイシャに、ティーカップを差し出しながらヴィーアが尋ねた。

「いえ、ちょっと……」

　そのまま後の言葉を濁す。

　未契約で女性型のホロン体を持つｂｉｏクラフト……。

　いえ、彼かの女じよを巻き込む訳にはいきませんね。アイシャはそう考え、のど元まで出かかっていた名前を飲み込んだ。

「それではお茶を飲んでから出かけましょう」

　アイシャはヴィーアからティーカップを受け取りそう答えた。




　電柱の陰かげから庭を覗き込むだけでは我が慢まんできなくなったのか、桃ももヶが枝え学園制服姿のティルは生いけ垣がきの方へ小走りに駆かけ出す。

　庭に放たれた番犬は近づいてくるティルを見つけても吼ほえる事はせず、尻尾しつぽを振ふりながら生け垣の間から鼻を寄せてきた。

「犬～～！」

　一時、ティルは今の状じよう況きようを忘れて、人ひと懐なつっこい振る舞まいを見せる番犬と戯たわむれた。しかしそれも長くは続かない。庭に配置された警備員たちが、番犬の様子がおかしいことに気付いたようだ。小走りに駆け寄よってくる。

　それに気付いたティルは慌てて電柱の陰に駆け戻った。

「どうした？」

「いや、犬の様子が変だったんだが……。まぁ問題はないだろう」

　警備員たちがそんな話をしているのが耳に入る。

　ティルはため息をつき、生け垣と庭の向こうに見える上かみ温おん湯ゆ邸ていへ目を向けた。その一角には静しず花かの部屋もあるはずだ。この前までは自由に出入りすることが出来たのに、今は近寄ることも出来ない。

「葉は月づきさん」

　背後からティルに声をかける者がいた。振り返かえるとそこにいるのは、ティルと静花の同級生、生い雲くも倖さちと冷ひや水み川がわ玲れい佳かであった。どうやらここまで玲佳の家の自動車で来たようだ。すぐ後には黒くろ塗ぬりのリムジンが停とめられていた。

「倖、ひゃみがー……」

　そのあだ名を嫌きらっている玲佳だが、ティルの落ち込み振りを見ていると、さすがにからかう気も失うせるようだ。

「上温湯さん、どういう事情がありますの？　これでもう二週間近くお休みですわよ。電話にも出られませんし……」

　心配げに屋や敷しきを見やり玲佳に倖は言った。

「ひゃみがーはずっと上温湯さんの事、心配していたものね」

「わ、私はただ……！　その、ええと。長期欠席になると、クラスの示しが付かないと思ってるだけですわ」

　玲佳は少し頬ほおを赤らめて反論した。ティルと倖はそんな玲佳の反応に、笑みを交わしたが、それも一時。すぐに複雑な表情で屋敷の方を見やる事になった。

「でも心配だねえ」

　二人はもちろん、学校側にも静花が長期欠席している理由は説明されていない。静花がｂｉｏパートナーで、ティルがｂｉｏクラフトと知っているのも、学校側でも上層部の一ひと握にぎりの人間だけなのだ。

「葉月さん、あなた上温湯さんとは仲がよろしいのでしょう？　本当に何も知らないのですか……？」

　玲佳の言葉にティルは返答に詰つまる。そしてしばし考えを巡めぐらせた後、ティルは思い切って口を開いた。

「あのね、実は……」

　ティルがそう言いかけた時だ。突然、声がかけられた。

「ティル」

　その声の主に気付いたティルは慌てて口をつぐんでしまう。倖と玲佳が頭を巡らせると、いつの間に近づいてきたのか、そこにはティセの姿があった。

「あ、お姉さん。どうも、いつもお世話になっています」

　倖はぺこんと頭を下げると、ティセはパッと両りよう腕うでを広げかけ、そしてしばし考え込む。一つ肯き、両腕を降ろしてから、倖に応こたえて頭を下げた。

「こちらこそいつも妹がお世話になっています」

「ええと、あのこちらこそ」

　倖とティセが頭を下げるのを見て、慌てて玲佳もそれに倣ならった。そして挨あい拶さつを終えると、改めてティセに尋ねる。

「あの～～、お姉さんは上温湯さんについて何か聞いていらっしゃいませんか？」

　そんな玲佳に倖は少し呆あきれた顔をする。

「お姉さんが何か知ってるわけないでしょ」

　しかし玲佳は真剣だ。今、ティルが言いかけたのを、ティセが遮さえぎった事。そしてティセがどこからとも無く現れた事で、直感的に何かあると悟さとったようだ。

　ティセは玲佳のそんな問いに小首を傾かしげ、そして両腕をぱっと広げて答えた。

「分かりません」

「分かりませんか」

　残念そうな玲佳に倖が言った。

「まあお姉さんが分かるわけ無いよ」

「それも……、そうですわね」

　玲佳は肩を落とす。

「お嬢じようさま、そろそろお時間です」

　リムジンから顔を出した運転手がそう声をかける。どうやら学校から習い事先へ向かう所を、倖と共にここへ寄ることにしたようだ。

「そうですわね。行きましょう、生雲さん。よろしかったら葉月さんとお姉さんもご一緒にどうですか？」

「いえ、それには及およびません」

　身を乗り出すようにしてティセは答えた。

「そうですか。じゃあお気を付けて」

「また明日、学校でね！」

「うん、学校で……」

　玲佳と倖にそう答えてからティルは付け加えた。

「明日、静花が来るといいね！」

「そうだね」

「まったく、人に心配ばかりかけるんですから」

　倖は笑い、玲佳も肯き返し、リムジンの中へ消えた。

　走り去るリムジンから手を振ふる二人に、ティルとそしてティセも手を振り返す。

　リムジンを見送ったティルは再び上温湯邸へ視線を巡らせた。

「ティルは……、ティルは静花と一緒にいたいだけなのに……」

　そうつぶやく妹の肩をティセはそっと抱だきしめた。




「お父さまのおっしゃる事も分かるんです」

　静花はそう答えた。

「でも私は色々なものを見てしまいました。確かにこのお屋敷は安全なのかも知れません。けれどもこのお屋敷の中にいるだけでは何も出来ません」

　静花と父の話し合いは相変わらず平行線を辿たどっていた。

「静花……。私はお前の幸せを願っているのは事実だ。それは理解してくれているようでうれしい。しかしだからこそ、お前には危険な目に遭あわせたくない。それは親としても当然だ」

「それは……」

　窓まど際ぎわから庭を見つめていた静花は、部屋の中の父へと視線を巡らせて答えた。

「それは私も同じです。お父さまを、みんなを危険な目に遭わせたくはありません。その為ためには……。私も出来るだけの事はしたいんです」

　父、伊い佐さ武むはそんな静花に深い嘆息を洩らすだけだった。




「それでアンリ、一体なんの用件なんだ？」

　北ほく綾りようグラウンドの地下にあるＵＮｂＡＲ極東支部。アンリ・ウーはその中にあるトレーニングルームに広大と桜さく子らこ、ティオを集めたのだ。

　トレーニングルームの壁かべに寄りかかる桜子とティオ、そして中央に立つ広大を見やり、アンリは尋ねた。

「グロリアスドーンは？」

「ティルの様子を見に行ってる。あの子の事だから、静花ちゃんの為に突とつ拍ぴよう子しもない事をしでかす可能性もあるからな」

「そうか、まぁそれもそうだな」

　アンリは広大の答えにひとまずは納なつ得とくしたようだ。肩に掛けていた棒をくるりと回してみせる。棒術を嗜たしなむアンリが愛用している棒だ。

「前に言ったが、結局のところサウザンドメイズィスをなんとかしなけばならねえ」

「ああ、そうだな。しかし向こうもクイーン級だ。正面から当たると……」

「負ける気はしないけどね」

　やにわにティオがそう口を挟む。

「でも私たちとそいつがやりあったら、同じクイーン級だし相応の被ひ害がいは出そうね」

「銀河系が吹っ飛とびかねないわね」

　桜子がそう言うとティオは声を上げて笑う。

「あははは、そんなものじゃ済まないわよ。局所銀河団の一つ二つ……」

　そこまで言いかけたものの、ティオは急に気まずそうな表情を浮かべ、後の言葉を飲み込んだ。

「ま、まぁ。やり合うにしても、場所は選んだ方がいいわね」

「まぁそうだろうな。俺おれもそう思う」

　そう言ってアンリは広大と桜子を順番に見やる。

「だけど一つ方法がありそうなんだ。それもｂｉｏクラフトのシステムそのものを突ついた作戦がな」

「ｂｉｏクラフトのシステムそのもの？」

「ああ」

　広大に肯うなずきアンリは言った。

「至し極ごく単純な話だ。サウザンドメイズィスのホロン体と戦うようにすればいい」

「なるほどな、確かにその手があったな」

　今の今までｂｉｏクラフト形態の『サウザンドメイズィス』を倒たおす方法ばかりに頭が行っていた。確かにアンリの言う通りだ。サウザンドメイズィスのホロン体が持つサテライトを破は壊かいすれば戦せん闘とうモードは取れなくなるはずだ。サウザンドメイズィスは契約パートナーを持たない単独起動者。

　これまでの言動から察しても、体力、運動能力に秀ひいでた地球人と改めて契約する可能性はまずないだろう。

「ホロン体の運動能力は人さまざま、いやｂｉｏクラフトさまざまだ。だけど俺にはあいつのホロン体がそれほど強いとは思えない」

　アンリの言う通りだ。サウザンドメイズィスは小こ柄がらな少年の姿。ホロン体との戦いに持ち込めれば何とかなりそうである。

「それは結構ね」

　皮肉な口調で桜子が言った。

「それでどうやってホロン体との戦いに持ち込むわけ？　向こうだってホロン体の戦いになったら不利だと分かっているでしょう？」

「ま、それもそうだ。しかしどうやってそうするかは、そりゃまた別問題だ」

　桜子が指し摘てきした点については、アンリは楽観視しているようだ。そんなアンリに桜子は嘆息する。アンリは広大の目の前に棒を突きつけると言った。

「作戦については後で考えるとして、それよりもサウザンドメイズィスとの戦いになった時の事だ。失敗は許されない。静花ちゃんはあの状態だし、もともと運動が得意な訳じゃない。そうなるとお前たち二人が頼たよりだ」

「なるほど、そう言う事」

　桜子は合が点てんがいったようだ。そんな桜子にアンリも肯く。

「俺が特訓してやる。気合い入れてこい」

「そうだな。他に方法はないようだ」

　広大も肯いた。そしてトレーニングルームの隅すみに用意してある、サテライトを模した練習用の剣けんを取る。

「さて、ちょっとシビアな話になるけどな……」

　アンリは棒を肩に掛かけ、ベルトから引ひき抜いたロリポップキャンデーを咥くわえながら言った。

「広大と逢おう瀬せ、ぶっちゃけどっちを切り札にするかだ」

　その言葉に広大と桜子は顔を見合わせる。

「こちらから仕し掛かけるわけには行かない状況だ。サウザンドメイズィスがどれくらい猶ゆう予よをくれるのかも分からない。いざという場合も想定して、二人とも同様に特訓するのがベストだが、それだけの時間的余よ裕ゆうがあるかどうか……」

　そして広大の方へ向き直ると続けた。

「お前は、サイレントカレントに頼たのんだ親おや父じさんの件もあるから、そんなに時間は取れないだろう」

「それもそうだけど、桜子ちゃんだけに任せておくわけにもいかないだろう」

「でも桜子の方が強いんじゃないの？」

「そうでもないわよ」

　ティオにそう答えると、桜子は二人の方へ歩み寄りながら言った。

「センスなら大空さんの方が上だわ。前にも言ったでしょう。私は大空さんから納得のいく形で一本取った事がないって」

「でもそれは子供の頃ころの話だしなぁ」

　そう言う広大に、桜子の後ろからふわふわ浮かびながら付いてきたティオも同意する。

「サウザンドメイズィスって性格悪いみたいだし、それだったら桜子の方がいいんじゃないの？」

　冗談めかしてそう言うティオに桜子は少しむっとしてみせた。

「それじゃ私も性格悪いみたいじゃないの」

「違うの？」

「あなたねえ……」

　憤然とする桜子に構わず、ティオは広大とアンリの方へ向かって言った。

「それにどうせｂｉｏクラフト形態で『サウザンドメイズィス』へ接近しないと行けないんでしょう？　それだったら私の方が……」

　その時である。トレーニングルームのドアが開く音がした。振り返った広大たちは、出入り口に立つその姿に一いつ瞬しゆん、言葉を失う。いち早く我に返り反応したのはティオだった。

「ティラ!!　一体なにしに来たのよ!!」

　ティラことイモータルヌーン。ＵＮｂＡＲのｂｉｏクラフト側代表を務める、ティセたちの姉がそこに居たのである。

「少し野や暮ぼ用ようがありましてね」

　にっこりと笑みを浮かべながらそう答えたイモータルヌーンに、最初は憤いきどおりを見せていたティオも気圧されるように、桜子の背中へ回り込んでしまう。

　イモータルヌーンの言う『野暮用』は広大には広ひろ海みの事だろうと察しが付いていた。

「シギイワートからどのような事を考えているのか、おおよその話は聞かせて貰いました。ただ相手が『サウザンドメイズィス』、クイーン級となると一つ注意しておかないとならない事がありましてね。伺うかがった次し第だいです」

「なによ、勿もつ体たいぶって！」

　威い勢せい良く言う割には、ティオは桜子の後ろに隠かくれたままだ。ラヴィーではないが、本当に猫ねこのようである。

　イモータルヌーンの面から笑みが消え、少し真しん剣けんな顔になる。縮こまるティオに向かってイモータルヌーンは言った。

「ティオ、あなたではサウザンドメイズィスには勝てません」

「……な!?」

　その言葉にティオは反射的に桜子の背中から飛び出だす。

「な、なによ、その言いぐさ！　私がティセより弱いとでも言うの？」

「そもそもあなたは収しゆう穫かくの四女。対象を一いつ掃そうする事を目的としています。純然たる戦闘を目的とした刃やいばの次女、ティセには敵かないません」

「でも私には桜子が……」

　そう反はん駁ばくするティオに、イモータルヌーンはポケットから一枚のカードを取り出して見せた。

　見た目はｂｉｏカードに似ている。しかしクラスを示す紋もん章しようはなく、しかもひび割れて一部が欠けていた。

「一体それが……」

　言いかけたが、その途と中ちゆうでカードの正体に気づいたようだ。さっと青ざめ、そして再び桜子の陰かげに隠れてしまった。しかし様子が変だ。今までは桜子の肩ごしにイモータルヌーンの様子をうかがっていたにも拘かかわらず、今度はまるで怯おびえたように縮こまりそして頭を抱かかえているのだ。

「止めて……、止めてよ！　そんなもの、私に見せないで!!」

「ティオ、どうしたの？　ティオ……！」

　桜子が呼びかけても、ティオは頭を振るだけで答えようとはしない。

「カードを見ただけでもこの状態では、戦う事は出来ません」

　そう言うとイモータルヌーンはカードをしまう。

「イモータルヌーン、それは一体なんですか？」

　広大の問いにイモータルヌーンはいつもと同じ柔にゆう和わな笑みで答えた。

「そうですね。言うならばプロモーションカードとでも言いましょうか。チェスのプロモーション、つまり『成り』です」

「将しよう棋ぎで言う『成金』の『成り』ですか」

　念を押す広大にイモータルヌーンは肯いた。
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「はい、もともとこのカードは、市民プレビシヤンクラスのｂｉｏクラフトを強化する為のものです。このカードを使えば一時的に貴族パトリシヤンクラスに強化する事が可能なのです。それともう一つ、このカードを貴族クラスに使うと……」

「止めてって言ってるでしょ！」

　悲鳴のように叫さけぶティオに構わずイモータルヌーンは言った。

「一時的に相手を意のままに操あやつる事が出来ます」

「……まさか」

　顔を強こわ張ばらせる桜子に向かってイモータルヌーンは答えた。

「はい、昔この子とちょっとした諍いさかいがありまして。元を正せばこのカードが原因だったのです」

「知らないわよ、私はそんなカードなんて知らない!!」

　ティオは激しく頭を振って否定するが、イモータルヌーンの言葉が嘘うそではない事は、逆にその反応からしても分かる。

「このカードはあるキング級ｂｉｏクラフトしか持っていません。今回の件、裏にそのキング級がいるとすれば、このカードを使う可能性があります」

「しかしイモータルヌーン。そのカードを使えば、向こうはいくらでも貴族クラスのｂｉｏクラフトを作り出せるんじゃないか？」

　アンリのもっともな問いにイモータルヌーンは微ほほ笑えむ。

「生憎とそうもうまくいかないものでして。このカードは四枚しか有りません。一枚はこうしてティオに使い、私とティセがカードを破壊する事により妹を解放した。向こうの手の内にあるのは、最大でも三枚だけ」

「べ、別に私はあなた達たちに助けてくれと……」

　ふらつきながらも立ち上がり反論しようとするティオだが、桜子が慌あわててそれを止める。

「落ち着きなさい、ティオ。もう済んだ事なのでしょう？　あなたには私がついているわ」

「……桜子」

　その言葉で安心したようだ。ティオは気を失い、桜子の腕うでの中に倒れ込んだ。

「今見ても分かるように、ティオはこのカードで操られた事で、一種のトラウマとでもいうべきものを抱え込んでいます。カードを持つ相手、カードによって操られた相手と戦うと、自分を見失う可能性が高いですね」

　桜子の腕の中のティオを見ると、誰もイモータルヌーンには反論できなかった。

「分かりました。俺とティセがサウザンドメイズィスと戦うしかないんですね」

　決意を表す広大にイモータルヌーンは満足げに肯いた。

「お願いします。大空広大」

　そこでふと広大は疑問が思おもい浮かんだ。余りにも馬ば鹿か馬ば鹿かしい疑問とは思いつつ、これを逃のがしたら確かく認にんする機会がないだろうと、広大は思い切ってその疑問を口にしてみた。

「ところで何でまた四枚なんですか？」

　アンリも同じ疑問を抱いていたようだ。すぐに横から首を突っ込んできた。

「そうそう、別に三枚でも五枚でもいいじゃないですか」

「さぁ？　どうしてでしょうね」

　イモータルヌーンは笑いながら首を傾げる。

「四体のキング級ｂｉｏクラフト、私たち審しん判ぱんの四姉妹。市民クラスは四階級。ｂｉｏクラフトは四という数字を神聖視しています。今となってはその理由も分かりませんが、そういう事とだけ理解してくだされば幸いです」

「……はぁ」

　結局のところイモータルヌーンも分からないのだな。広大はそう納得した。『グレイテストソリチュード』辺りなら何か知ってるのだろうが、恐おそらくは地球人が例えば７をラッキーセブンと有あり難がたがるのと同様、大した意味はないのだろう。

「よし、じゃあ広大に頑がん張ばって貰うしかねえな。早さつ速そく特訓に……」

　気を取り直したアンリが広大にそう声を掛けた時だ。再びドアが開く音がした。

「失礼、大空広大。例の件でお話が……」

　そう言って入ってきたのはサイレントカレントであった。しかしトレーニングルームにイモータルヌーンが居るのを見て狼ろう狽ばいしたようだ。後の言葉を飲み込んでしまう。そんなサイレントカレントに向かってイモータルヌーンは落おち着つき払はらい声を掛ける。

「構いません、サイレントカレント。急ぎの用件のようですね」

　イモータルヌーンはそう言うと、広大の前から退いた。サイレントカレントは恐きよう縮しゆくしたように一つ礼をすると、広大の方へ向き直り改めて言った。

「大空広大。オネストホワールウィンドから返答があった。大空大地があなたと会う事を了りよう承しようしたとの話だ」

　たびたびはいる邪魔にいささかうんざりとしていたアンリも、その報告に広大の肩を叩く。

「やったな」

「ああ」

　声を掛けたアンリにも、肯く広大の面にも笑みはない。広海の正体が分かった今の方が大地を説得出来るかも知れない。しかし出来るという確証もないのだ。

「よし、それじゃ今度こそ、特訓と行こうぜ！」

「おお、来い。アンリ！」

　広大は練習用の剣を握にぎり直した。




　ベランダに干してあった布ふ団とんを入れる広海の足あし下もとで『たいよう』がにゃあと鳴いた。『たいよう』の視線を追いかけてみると、白いショールを掛けた若い女性の姿があった。

　何の変へん哲てつもない住宅街に一人立っているにしては、なんとも不ふ釣つり合あいな格好だ。

　しかし広海は平然として声を掛ける。

「あら、久しぶり」

　広海のその言葉にその女性、イモータルヌーンは嘆息する。

「本当、久しぶりですわね。お母さま」

「あんまり大きな声で言わないでよ。ご近所に聞かれたら変に思われるでしょ。この若さであんたみたいに大きな娘むすめがいるなんて」

　ぱんぱんと布団を叩きながら広海は笑った。

「相変わらずですわね」

「お互たがい様さまよ」

　布団を入れてから広海は話を続けた。

「そんな所に突っ立たっていないで、中に入ったらどう？　お茶でも飲んで行きなさいよ」

「いえ、今日はお顔を拝見しに来ただけですので」

「そういう所は一向に直らないのねえ。もうちょっとざっくばらんでもいいんじゃないの？」

「生あい憎にくと、私にも立場というものがありますので。……主婦のようにはいきません」

「主婦を舐なめないでよ」

　冗じよう談だんめかして広海はイモータルヌーンを睨にらみ付つける。そんな広海にイモータルヌーンは微笑みを返した。

「まぁこうなる事は承知だったのでしょうね。まったく人が悪い」

「でしょう？　あんたが一番私に似てるものね」

　広海のその言葉には答えず、イモータルヌーンは空を見上げる。

「『アブソリュートガーデン』『グレイテストソリチュード』、そしてお母さま『ワンダフルプレイス』。サウザンドメイズィスの後ろに居るのは、もう一人のキング『ビューティフルビジョン』なのは間ま違ちがい有りません」

「そうでしょうね」

　広海を空を見上げて肯く。

「彼女が担になうのは『改変』。計画が順調に進まなかった時、それを『改変』する為のもの。どうやら『ビューティフルビジョン』は私のやり方を変えたいようね……。いえ、彼女の意思じゃないかも知れない」

「近日中に『アブソリュートガーデン』をお連れして、その話をしたいと思います」

「へえ、そりゃ大変」

　広海はイモータルヌーンに笑った。

「ちゃんとお持てなししないとね。だけど私に来てくれとは言わないんだ」

「どうせ来てくださいませんから」

「さすが、私の娘。分かってるじゃないの」

　そう言うと広海とイモータルヌーンは笑い合った。
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「行っちゃったねえ」

　超ちよう光こう速そく飛行に入る『オネストホワールウィンド』を見送りながら、『サスペンデッドレイン』の制せい御ぎよデッキで内うち山やま田だは言った。

「大おお空ぞら広こう大だいは、大だい地ちを説得するつもりのようだが、それが可能だと思うか。王おう司じ？」

「さぁてねえ」

　内山田は肩をすくめてみせる。

「まぁ今の状況から察してお父さんの方が不利なのは事実だね」

「ほう、それはどういう事だ？」

　妙みように自信ありげな内山田の態度にサスペンデッドレインは興味を引かれたようだ。制御デッキへ向き直った。

「大空くんの方から持ちかけてきたんだ。何か勝算があるんだろう。それに大空くんには仲間がいるけど大地さんは一人だ。精神的には大空くんの方が有利だね」

「教師のような事をいうな」

　珍めずらしく冗談を言うサスペンデッドレインに内山田はにやりと笑い返す。

「大空くんは僕ぼくの教え子だぜ」

　その時だ。突然、周囲を映し出す立体映像に変調が現れた。星空が歪ゆがみ、オーロラのような光がｂｉｏビオクラフト形態の『サスペンデッドレイン』の周囲を包つつみ始めたのだ。

「どうした!?」

　さすがの内山田も狼狽する。

「今調べている。どうやら空間が……。いや、これは……」

　サスペンデッドレインが座すわる接続シートから周囲へ伸のびる光のラインが不規則に明めい滅めつする。ｂｉｏクラフト本体がホロン体へ情報を送っている事を示す反応だが、サスペンデッドレインが報告する前に、さらに異変は加速した。

「これは……、海？　それに空だって……!?」

　内山田の言う通りだ。銀河系間の宇宙空間に居たはずの『サスペンデッドレイン』の周囲には、瞬またたく間まに青空と紺こん碧ぺきの海が広がっていったのである。さらには前方には太陽が出現して、周囲を温かく照らし出し始めた。

　しかもただの空と海ではない。はるか前方に見える太陽の、そのさらに向こうまで海と空が広がって居るではないか。

　恒こう星せいよりも巨きよ大だいな海と空。

　これは……。内山田はかつて同じような経験をした覚えがあるのを思い出した。

「貴族パトリシヤン級ｂｉｏクラフトの中だ！」

　サスペンデッドレインが叫ばずとも、内山田もその結論に達していた。問題はこの貴族級ｂｉｏクラフトが誰かという事だ。

「通信回線に強制入力してきたぞ」

　サスペンデッドレインがそう言った瞬しゆん間かん、別の声が響ひびいた。

「やあ、君たちだったか」

「サウザンドメイズィス？」

　サスペンデッドレインの問いに答えて、内山田の目の前に浮うかぶ立体映像にその姿が映し出された。ｂｉｏクラフト形態『サスペンデッドレイン』の十数メートル先、そこには長斧型のサテライトを手にしたホロン体のサウザンドメイズィスが浮かんでいたのだ。立体映像はその姿を映し出している。

「炉ろ座銀河団では楽しませてくれたね。ありがとう」

「ここは、ｂｉｏクラフト形態になったあんたの中か？」

　さすがの内山田も尋ねる自分の声が震ふるえるのを自覚していた。

「まぁそうなるね。君たち、ちょっとばかり油断していたよ。その気になればばっさりやる事も出来たんだけど……」

「何の用だ」

　開き直っているのか、サスペンデッドレインはさして動どう揺ようする様子もなく、出し抜ぬけにそう尋ねた。

「まぁまぁ、そういきり立つ事はないじゃないか。僕はオネストホワールウィンドがどこへ行くかに興味があっただけだ」

「さてね、どこでしょ？」

　少し余裕が出てきたか、内山田はおちゃらけてみせる。そんな内山田をサウザンドメイズィスは鼻で笑う。

「まぁおおよそ予想はつくよ。一つ言付けを頼みたい」

　やはりサウザンドメイズィスの目的は、オネストホワールウィンドではなく大地か。内山田は直感的にそう悟っていた。グロリアスドーンのｂｉｏパートナーである広大。その父となれば色々と利用方法はあるのだろう。

「ｂｉｏクラフトと地球人を永遠に引き離はなす方法について、僕から一つ提案がある。ｂｉｏクラフトにとっても、地球人にとっても、それが最良の選せん択たくじゃないかと自負しているんだけどね。興味があったら僕の所へ来て欲ほしいと伝えてくれ」

「それは面おも白しろい。僕もその最良の選択とやらには興味があるね」

　しかしサウザンドメイズィスは、そんな内山田には取り合おうとはしない。

「秘密だよ、残念だけどね。でも悪い手段じゃない。お互い幸せになるにはこれが最適だ。保証しよう。連れん絡らくするのは、オネストホワールウィンドのパートナーが用件を済ませた後でいい。じゃ頼んだよ」

　そう言うなりサウザンドメイズィスの姿は消え、ｂｉｏクラフト『サスペンデッドレイン』の周囲にあった海も空も太陽も消えていった。

　後に残るのは、銀河系間のまばらな星空だけ。まるで夢でも見ていたかと錯さつ覚かくするくらい、きれいさっぱりとサウザンドメイズィスの痕こん跡せきは消えてしまったのだ。

「今の奴やつの言葉通り、私を倒すつもりなら出来た。本気でメッセンジャーを頼むつもりのようだな」

　サスペンデッドレインは言った。

「オネストホワールウィンド、いや大地さんに直接言わないと言う事は……。あいつ、大地さんがどこへ何をしに行くのか、おおよそ察しがついてるってわけか」

　少々癪しやくだが、完全にサウザンドメイズィスの手の中で踊おどらされているのは事実と認めざるを得ない。内山田は唇くちびるを噛かんだ。

「大空くんと会ったその後の大地さんに興味がある。そしてその時、サウザンドメイズィスは手が離せないと……。いやはや、念の入った事で」

「裏を返せば、もはや奴は自分で動くしかないというわけだがな。さて、どうする王司。この話、大地に伝えるのか？」

「いずれにせよ、伝えなきゃならないね。僕らだけではどうにもならない」

「……楽しそうだな」

　内山田の顔を盗ぬすみ見たサスペンデッドレインはそう言った。

「いやいや、滅めつ相そうもありません。困ってますよ僕は」

　そう答え内山田は笑った。




「お～～し、こんなものか」

「押忍！」

　アンリと兵ひよう衛えがそう言うと、広大はトレーニングルームにへたり込んだ。特訓の様子を見守っていたティセは、しばらくその場を右往左往してから、近くのベンチに置いてあったマグボトルを手に取り、ちょこまかと駆け寄っていく。

「お疲つかれ様でした」

「ありがとう」

　広大はマグボトルを受け取り中のスポーツドリンクを飲み干した。

「しかし逢おう瀬せだけじゃなくて、先せん場ばにも手伝ってもらえて助かったぜ」

「自分が協力できるのはこんな事くらいですから」

　兵衛は恐縮したようにそう答えた。アンリの特訓には桜さくら子こだけではなく、兵衛も参加していたのだ。いつサウザンドメイズィスが仕掛けてくるかも分からない。その状況ではのんびりとはしていられない。桜子の申もうし出で兵衛にも声を掛け、特訓を手伝ってもらったのだ。すでにｂｉｏクラフトの事は聞いている。兵衛は二つ返事で了承してくれた。

「大空さんももう少し本気を出してくれないと……」

　練習用に作られたダミーの大鎌がま型サテライトを下ろした桜子は、どこか不満げな顔でそう言った。

「なに言ってるのよ、桜子。あんたたち三人相手に、広大は充じゆう分ぶんに渡わたり合っていたじゃないの」

　首を傾げるティオに、ティセも同意する。両手をぱたぱたさせながら言った。

「そうです。広大は頑張りました。実に素す晴ばらしいと思います」

「それだけじゃ駄だ目めなのよ」

　桜子はまだ満足しないようだ。

「まぁ、そうだな。サウザンドメイズィスはどんな手を使ってるか分からない。ホロン体相手の戦いと言っても、油断は出来ないな」

　そんなやり取りを兵衛は無言で聞いている。詳くわしい話はしていないが、もともと兵衛は無口で、余計な事は詮せん索さくしないタイプ。おおよその事は察しているだろうが、敢あえて沈ちん黙もくを保ってくれるのは、広大にとっても有り難かった。

「広大、例の件。明日だな」

　大地との話し合いの事だ。慎しん重ちように尋たずねるアンリに広大は肯いた。

「あぁ、うまくいけばいいけど……。まぁ一ひと筋すじ縄なわではいかないだろう。あってて」

　そう答えながら広大は立ち上がった。この一週間ばかりの特訓で、身体中からだじゆうが悲鳴を上げている。

「だらしないわねえ」

　広大とティセの周囲をふわふわ飛び回りながらティオがそうぼやいた。ティセはどうしていいのか分からず、広大の周囲を右往左往しているだけだ。

「そろそろ行くとするか」

　肩かたや二にの腕の痛みに耐たえながら広大はそう言った。

　大地と会うのは銀河系の外れにある名もない惑わく星せい。場所についてはイモータルヌーンがセッティングしてくれ、大地とオネストホワールウィンドも反対はしなかった。ただし話し合いは広大と大地の一対一、それぞれの契けい約やくｂｉｏクラフト、グロリアスドーンとオネストホワールウィンド以外の同席は認めない。そんな条件を出してきたが、広大にも異存はなかった。

「何かあったら困るから、私とティオは地球に残るわ」

　そう言ってから桜子は少し考え込み続けた。

「気をつけなさいよ」

　そう言う桜子にティセはパッと両手を広げて言った。

「ツンデレ？」

「違ちがいます！」

　桜子は少し頬を赤らめた。

「何があるか分からないから、あーちゃんも地球を離れられないからな。異変があったら、お互いにすぐに連絡する。分かったな」

「おう」

　広大はアンリと拳こぶしを突きつけ合う。

「広大」

　無言でそのやり取りを見守っていた兵衛が口を開いた。

「自分には正直、何が起きているのか分からん。しかしお前がのっぴきならない立場にいるのは想像が付く。軽はずみな事は言いたくないが、お前なら必ずややり遂げてくれると信じている」

「分かった」

　広大がそう答えると、兵衛も力強く肯き返した。

「行こう、ティセ」

「はい」

　その言葉を待っていたかのように、ティセはパッと両りよう腕うでを広げた。




「さすがにこれ以上は学校休めないっスねえ」

「恵けい子こもなかなか頑固っすヨねえ」

　藍あお留る、朱あか璃りの双ふた子ごは立体映像に映し出されるロッジを見やりながらそうぼやく。

　勢い込んでアメリカまでやってきたのはいいものの、まだ恵子とは会えない状態が続いているのだ。ｂｉｏクラフト形態の『ノーブルウィンド』は量子ブラインドに隠れて、オレゴン州の片かた田舎いなかにある森林の上空で待機中。その真下にはかなり大きなロッジ風の建物がある。そこに恵子がいるはずなのだ。

　恵子が外出するのを見計らい接せつ触しよくするつもりだった藍留、朱璃だが、肝かん心じんの本人が一歩も家からでないのだから、どうにもならない。

「あの慌ただしい恵子が、ずっと家からでないなんて誤算だったス」

　藍留は嘆たん息そくする。『ノーブルウィンド』はその気になれば、わずか数分で日本とアメリカを往復できる。夜中はまず外出しないだろうから、その間は日本へ戻もどっていたが、あいにくと時差という物がある。アメリカ西海岸と日本の時差はサマータイムを考こう慮りよしても十六時間。オレゴン州の午後十時になると、日本は翌日の午後二時である。そこから学校に駆かけ込んでも余り意味はない。

「私とヴィーアが訪ねてみるか。私たちなら向こうにも顔は割れてないだろう」

　ラヴィーがそう言うが、藍留、朱璃はすぐに頭を振る。

「いやいや、お姫ひめさん。顔が割れてないんなら、うちらの方が確実っスよ」

「お姫さんは、テレビやネットにも顔出てるじゃないっすか」

「ううむ、それもそうだな」

　腕うで組ぐみしたままでラヴィーは考え込む。

「いずれにせよ、このままでは埒らちが明きませんわ。一度、戻って作戦を立て直しましょう」

　アイシャがたまりかねたようにそう言った。

「でもノーブルウィンド。日本へ戻っている間に恵子が移動してしまったらどうするのですか？」

　ヴィーアはそう心配する。今までは『ノーブルウィンド』が日本へ戻っている間、ここには『クイックストーン』が念ねんの為、待機していたのだ。外出はしなくても、急に居場所を移す可能性はある。

「うちもこれ以上、バイト休めへんからなあ。このままだとノワの兄ちゃんに給料でも抜かれてしまうわ」

「ヴィーア。ヴァッチ、ヴィッスに監かん視しして貰もらおう。恵子が外出したら、すぐに呼び寄せて貰えばいいだろう」

「そうですわね。姫さま。それでは早速……」

　言いかけたヴィーアをアイシャが遮さえぎる。

「いえ、いいんです。これ以上は皆みなさんに迷めい惑わくを掛けられません」

「なにを言っている」

　ラヴィーが接続シートに座るアイシャの前に歩み出る。

「お前と恵子だけの問題のように言うな！　他にも心配している人間はいるのだ！　なぁ、そこの双子！」

「そうっスよ！」

「お姫さんもたまには良い事言うっすね」

「たまにはだけは余計だ！」

「姫さま、ご立派になられて……」

　双子に言い返すラヴィーの姿に、思わずヴィーアは目め頭がしらを押おさえる。

「それは分かりますが……」

　言いかけたアイシャが何かに気づいたように頭を巡めぐらせる。

「どないしたん？」

「ｂｉｏクラフトが近づいてきました。高度を上げます」

　クイックストーンにそう答えると、アイシャは『ノーブルウィンド』を成せい層そう圏けんまで上じよう昇しようさせた。

「あなたは……」

　通信があったのか、アイシャが驚おどろく。

「はい、回線を開きます。量子ブラインド解除」

『ノーブルウィンド』と接近してくるｂｉｏクラフトも量子ブラインドを解除する。近づいてくるｂｉｏクラフトは二本衝角ドリルのルーク級。ラヴィーやヴィーアが怪け訝げんな顔をすると同時に立体映像が浮かび上あがった。

「お久しぶりです」

「こちらこそ、お久しぶりです。ええとペイシェントケープでよろしいでしょうか、それとも巻まき瀬せみさきとお呼びしましょうか」

「ええええ!?」

　立体映像に映る女性の姿に藍留、朱璃は目を丸くした。そこには去年の夏、海水浴に行った先で泊とまった民宿の従業員、巻瀬みさきが映っていたのだ。

「みさきさんもｂｉｏクラフトだったんスか!?」

「っていうか、クルマの免めん許きよとかもってなかったすか!?」

　軽いパニック状態の双子とは対照的に、初対面のラヴィーとヴィーアは首を傾げるだけだ。そんな二人にアイシャが説明する。

「去年の夏にお会いしたルーク級ｂｉｏクラフトの『ペイシェントケープ』です。普ふ段だんは巻瀬みさきという名前で、地球人として生活しています」

「はじめまして、お噂うわさは伺うかがっております」

　そう挨あい拶さつするみさきの後ろから、やにわに孝たか郎おが顔を出してきた。

「俺おれもいますよ、貴た風かぜさ～～ん！」

「なにしにきたっスか」

　そんな孝郎に藍留が間かん髪はつを入れずに突っ込みを入れた。

「それはもちろん、貴風さんの力に……」

　苦く笑しようしながらみさきがその説明を遮って言った。

「なにかお手伝いできる事がないかとＵＮｂＡＲの方へ連絡を取りました所、ノーブルウィンドがパートナーの件で困っているとのお話だったので」

「それで俺とみさきさんが助けに来たというわけなんですよ。貴風さん！」

　そこでまた孝郎が横から首を突っ込んできた。

「あ～～、ちょうどいいっスね」

「うん、これはグッドタイミングっすヨ」

　双子は肯きあってから言った。

「委員長さんと交代で見張って貰えばいいっスよね」

「これでうちらも学校へ行けるっす」

　そう言う双子にみさきも肯く。

「そうですね。私も仕事の方はお休みをいただいてきましたから、時間には余よ裕ゆうがあります」

「そうそう、お任せ下さい。貴風さん！」

　どんと胸を叩たたく孝郎にアイシャは安あん堵どしたように言った。

「そうですね。それではお願いします。私も一いつ旦たん、日本へ戻ってアーネチカたちから状じよう況きようを直接、確認しておきたいので」

「……はい？」

　アイシャと一いつ緒しよに恵子の家を見張る。その目もく論ろ見みが脆もろくも崩くずれた孝郎は、ぽかんとするばかりだ。双子はそんな孝郎の姿に笑いをかみ殺すので精せい一いつ杯ぱい、一方のアイシャはそんな反応の理由がわからずに首を傾かしげるだけだった。




　果てしなく広がる大おお海うな原ばらを前にする海岸に、白い木造のベランダが置かれていた。ベランダは屋や敷しきや建物の一部というわけではなく、出し抜けにそれだけが海岸にあるのだ。

　そのベランダに置かれた椅い子すでくつろいでいたグリーンデイブレイクだが、サウザンドメイズィスが口にしたその言葉に驚きを隠せなかった。

「メリグナントクラフトの大群を用意してくれだって？」

「ああ、この前と同じように地球の場所を教えて、けしかけるだけでいいんだ。出来るだろう、グリーンデイブレイク」

　いつものように他人を見下したような笑えみを浮かべてサウザンドメイズィスはそう言った。

「そうだな。まぁ出来ない事もない。しかし『アブソリュートガーデン』との戦いで消しよう耗もうした分もある。呼び寄せられるとしても、低ランクのものばかりだ。それでもいいのか？」

「ああ、問題ない。すまないね、でもこれも僕たちが望む管理され安定した宇宙を築く為に必要なんだ」

　そう言うサウザンドメイズィスを値ね踏ぶみするかのようにグリーンデイブレイクは見つめる。

「君は何者だ、サウザンドメイズィス」

　しばしの後、グリーンデイブレイクは出し抜けにそう尋ねた。

「僕はｂｉｏクラフト『サウザンドメイズィス』だよ。何を今さら」

　笑うサウザンドメイズィスから視線を切り、グリーンデイブレイクは座っていた椅子から立ち上がる。

「なぜ仲間にも自分のｂｉｏクラフト形態を隠していた？　それに君が本当に、貴族ランクのｂｉｏクラフトならば……」

　そう言うとグリーンデイブレイクはサウザンドメイズィスの方へ向き直る。

「僕が知らないはずがない……！」

「なるほどね。『転向者』になった君にも、ｂｉｏクラフトだった時代の記き憶おくが残っているのか。意外だね。さすがにそれは知らなかったよ」

　そうは言うがサウザンドメイズィスは不敵な笑みを浮かべたままだ。

「記憶そのものは消えない。『転向』した時点で保存されている。メリグナントクラフト足らんとして、敢えてその部分には触ふれないようにしていただけだ。しかしどうにも君の行動には腑ふに落ちない所があったものでね」

「そりゃ残念だなあ。折せつ角かく友達になれたのに……」

　サウザンドメイズィスがそう言った瞬間だ。グリーンデイブレイクの周囲が見る間に闇やみへと包み込まれ始めた。

　ここはｂｉｏクラフト形態をとった『サウザンドメイズィス』の内部。その中の環かん境きようはサウザンドメイズィスの意思でどうとでも出来る。

　無論、グリーンデイブレイクもそれは承知している。

「サテッレスナーヴィガーティオー『グリーンデイブレイク』！」

　グリーンデイブレイクのその声と共に、その左手に手てつ甲こう型のサテッレスが現れる。言うまでもなくそれは、ｂｉｏクラフトで言う所のサテライトに当たる。

「おいおい、サテッレスを展開してどうするつもりだい？」

　闇の中へ沈しずみ込みながらサウザンドメイズィスは言った。グリーンデイブレイクはその影かげへ向かってサテッレスでつかみかかる。

「君は友という言葉には相応ふさわしくない存在だ！　たとえ宇宙を管理するようになっても、君と一緒は願い下げだな！」

　手甲型のサテッレスは黒い影を掴つかんだ。しかし何か感かん触しよくが変だ。

「面白いだろう」

　掴みかかったはずの黒い影のすぐ脇わきからサウザンドメイズィスの声が響く。

「『ペーパードール』というアペンディックスだ。飼っていたｂｉｏクラフトが活動停止中でね。僕がサルベージして契約した」

「……なに!?」

　グリーンデイブレイクのサテッレスが掴んだのは、その名の通り黒い紙人形のような影かげ法ぼう師し。

「そしてありがとう。サテッレスを出してくれて」

『ペーパードール』のすぐ横からぬっと姿を現したサウザンドメイズィスは、手にした半はん透とう明めいのカードをグリーンデイブレイクのサテッレスへとかざす。それはこの前、意味ありげにサウザンドメイズィスが見せびらかせていたものに間違いない。

「君は単純な所があるからね。こういう奇きをてらわない手段の方が填はまってくれると思った」

「貴様……」

　グリーンデイブレイクの呻うめきを遮りサウザンドメイズィスは言う。

「プロモーション『グリーンデイブレイク』」

「うう!?」

　グリーンデイブレイクのサテッレスはカードと同様、ガラスのような半透明へと変わっていく。そしてグリーンデイブレイクのホロン体は、目ま蓋ぶたを開けたままでその場に倒たおれ込んだ。

「何をする、サウザンドメイズィス！　一体なにをした？　今のはなんだ!?」

　その声はサテッレスの方から響いてきた。

「プロモーションカードさ。市民プレビシヤンを貴族パトリシヤンへランクアップさせるだけではなく、貴族へ使えば一時的に相手を自由に操る事が出来る」

「なんだ……、と」

　徐じよ々じよにグリーンデイブレイクの声から力が失われていく。

「前に『トランクルナイト』にも使って仲間に引き込もうとしたんだけどね。あの時と違って、君には助けに来る人なんていないでしょ？　貴族クラスに相当する、ブルートワイライトやバイオレットイブニングも活動停止中だ」

「くそ……、すべて目論見のうちか……」

「友とは呼べなかったけど、供にはなれたというわけだ」

　グリーンデイブレイクはサウザンドメイズィスのその皮肉にもう答える事は出来なかった。

「さて……」

　サウザンドメイズィスはポケットからまた半透明のカードを一枚取り出した。

「『トランクルナイト』に一枚、『グリーンデイブレイク』に一枚。すでに三枚使ったから、残りあと一枚か……。慎重に使わないといけないけど……。まぁ使う相手は決まってるよね」







《ＰＨＡＳＥ―０９：０５　王たち～Kings》







　それがどんな惑星なのか、イモータルヌーンは詳しくは説明してくれなかった。ただ地球人が特別な装備も無しに活動できるだけの環境であれば良い。広こう大だいと大だい地ちから出されたその条件に合うものを探しただけだ。そうなると自おのずと惑星は地球型となる。

　広大が立っているのは、その惑星にただ一つだけ有る大陸の中央部。ユーラシア大陸の総面積に匹ひつ敵てきする大陸はほぼ円形。中央は窪くぼ地ちになっており、真っ白な大地が広がっている。どうやらかつては海の底であり、それが干ひ上あがり塩湖となったようだ。しかし何とも異様なのは、数百から数千メートルもの高さで大地から突つき出している針葉樹のような構造物。それぞれの間かん隔かくは数百メートルずつ離れている。それは結けつ晶しよう化かした塩化物によって包み込まれており、本来の形は分からない。遠目から見ると雪をかぶった森林のようにも思える。

　かつての海の底で自然に形成された地形とは思えない。珊さん瑚ごのような群体性生物のコロニーだったのか、それともはるか昔に滅ほろんだ水中に棲せい息そくする知的生命体が作った建造物なのか、それも分からない。広大には予想も付かない存在なのかも知れないのだ。

　ただ、その構造物が視界を遮ってくれるおかげで、広大は広所恐きよう怖ふ症しように悩なやまされずに済むのは事実だ。

　大陸の中央部には、この惑星の主人であるかのように、一ひと際きわ巨きよ大だいな針葉樹型構造物がある。広大と大地が約束したのは、その根元にあたる部分だ。

　周囲が白一色の世界で、赤いボディを持ったｂｉｏビオクラフト形態の『オネストホワールウィンド』は一ひと際きわ目立つ。

　名も無き惑星へ到とう着ちやくした広大とティセは、難なく目的の相手を見つける事が出来た。

　クレストンモードの『グロリアスドーン』が『オネストホワールウィンド』の間近へ降下すると、すでにその側には三本衝角ドリルの槍やり型サテライトを手にした大地が待ちかまえていた。

「ご足労いただき、申し訳ありません。クイーン」

　通信回線でオネストホワールウィンドが言ってきた。

「話し合いは大おお空ぞら大地と大空広大の間で行われる事。私は干かん渉しよういたしません」

「承知しました。オネストホワールウィンド。私も側で待機いたします」

　ティセはそう答えると通信を切り、制御デッキの広大へ向かって振ふり返かえる。

「気をつけてください」

　手を差さし伸べるようにしてそう言った。

「ああ、分かっている。……一応、サテライトは持って行った方がいいな」

　大地がサテライトを持っているのを見ると、どうやらただの話し合いで終わらない可能性も考慮しているようだ。それに何とサテライトはティセをはじめとする契約ｂｉｏクラフトとも通信が出来る。

「広大」

　制御デッキから降りた広大を、ティセは碧あおい瞳ひとみで見つめる。

「え……？」

　ティセは戸と惑まどう広大の手を取り、目蓋を閉じると自らの頬ほおに当てた。温かくしっとりとした感触が広大へと伝わる。

「どんな結論になってもいいです。ただ後こう悔かいはしないで下さい」

　目を閉じたままでティセは続けた。

「広大が後悔すると言う事は、私も後悔するという事です。私は……」

　そう言いかけた時、ティセはぱっと目蓋を開く。そして驚いたように、広大の手を離して飛とび退のいた。動揺を表すかのように、両手をばたばたさせながら、その場を右往左往してから、改めて広大の方へ向き直った。

「気をつけてください」

　いつものように手を差し伸べてそう言ったティセに広大は笑い返す。

「分かっている」

　次の瞬間、周囲が光に包まれていく。光はｂｉｏクラフト形態の『グロリアスドーン』を包み込み、そして折りたたまれていくように小さくなっていった。やがて光はティセの胸にある紋もん章しようへと飲み込まれ、広大は見知らぬ惑星の白い大地へと立っていた。

　梅つ雨ゆを間近に控ひかえた日本から来た身には、いささか肌はだ寒ざむく、そして空気も乾かん燥そうしているように感じる。足あし下もとには砂じや利りのように大きな塩化物の結けつ晶しよう。空には薄うすぼんやりとした陽ひ射ざしを放つＧ型恒星。スペクトルとしては地球が回る太陽と同じだ。周りには塩化物の結晶に包み込まれた巨大な針葉樹状の構造物がそそり立つ。

　そして目の前にある一際大きな針葉樹状構造物。そこには大地が立っていた。

　広大は足の下にある塩化物の結晶を踏ふみしめながら父の元へと歩み寄っていった。

「サテライトを持っていると言う事は、まだあのｂｉｏクラフトとの契約は解除していないのだな」

　声が届く距きよ離りになると大地はそう言ってきた。しかし広大はそれには答えず父の元へとさらに近づく。

「お前の担任教師という男から言われたよ。もう一度、お前と話し合ってみろとな。しかしどうやら無む駄だなようだ」

　王子さま先生の事か。大地と行動を共にしているという事は無事なのだろう。

　実質的に裏切られて出しゆつ奔ぽんされたにも拘かかわらず、広大は内うち山やま田だの消息を知って安堵した。

「それでもお前がここへ来たという事は、それなりの覚かく悟ごがあるのだろう？　どうだ、広大」

　手を伸ばせば、いやサテライトを振るえばお互たがい届く距離に来た。広大はそこで足を止める。

「母さんから事情は聞いた」

　広大のその言葉に大地は眉み間けんに皺しわを寄せる。

「お前の母は死んだ。あの女はお前の母親じゃない」

「生みの母は大空七なな海み、育ての母は大空広ひろ海み。そういう事だ」

「俺は認めん」

「親おや父じが認めようと認めまいと、そんな事はどうでもいいんだ。話を聞いてくれ」

「嫌いやだと言ったら……？」

　身構えようとする大地より早く広大が動いた。手にした短たん剣けん型のサテライトを突きつけた。

「聞けと言っているんだ！　母さんから色々と事情を聞いたんだ。まずそれを説明させてくれ。結論はその後でいいだろう？」

　大地は無言のまま広大の目を見つめ、しばしの後にようやく口を開く。

「いいだろう。ただし簡潔にまとめろ。いいな」




「狭せまいな」

　アブソリュートガーデンは不服そうに言った。

「そりゃ狭いわよ。惑星の、そのまた小さな島の一角にあるんだから」

「相変わらずだな、お前は。私が言ったのはそういう意味ではない。ここへ来るまでに乗っていた、飛行機のキャビンよりも狭いと言っているのだ」

　さすがのアブソリュートガーデンも広海の言いぐさに呆あきれ返る。

「皆さん、紅茶でいいわね。ティラ、ちょっと手伝いなさい。他の娘はみんな忙いそがしいんだから」

「はいはい、お母さま」

　イモータルヌーンは座りかけていた椅子から立ち上がった。

「お砂糖とミルクはどうします、ダキラ代表」

　広海はダイニングキッチンのテーブルに着いたダキラ代表へ振り返り英語で尋ねた。

「ファットフリーのミルクをお願いします。砂糖は無しで」

「あったかしらねえ。ああ、これでいいか。カロリーオフのコーヒーフレッシュ」

　冷蔵庫を物色しながら広海はそうつぶやく。その広海の姿にダキラ代表も戸惑いを隠かくせないようだ。

「まったく普ふ通つうの主婦ですね」

「普通の主婦ですよ」

　コーヒーフレッシュのポーションを取り出だした広海はそう言って笑う。

　ここ大空家のダイニングキッチンには、広海とイモータルヌーン、そしてＵＮｂＡＲのダキラ代表と、キング級ｂｉｏクラフト『アブソリュートガーデン』のホロン体が集結している。キング級ｂｉｏクラフト二体のホロン体と、世界的に顔と名前が知られているＵＮｂＡＲの地球型、ｂｉｏクラフト側代表。それが典型的な日本の住宅、それも決して広いと言えない間取りのダイニングキッチンに顔を揃そろえているのは一種異様な雰ふん囲い気きである。

　大空家の中にいるのはこの四人だけ。大空家周辺にもこれと言って目に見える変化はないが、数体のｂｉｏクラフトが量子ブラインドを展開して警けい戒かいしており、また近きん隣りん住民に気づかれぬようＳＰも配置されている。

「ティセと広大は大空大地の所へ向かったのですね」

　ダキラ代表とアブソリュートガーデンにティーカップを渡しながら、イモータルヌーンは広海に向かって尋ねた。

「ええ、今いま頃ごろ着いてるはずよ。ティルはまだ静しず花かちゃんが家から出るのを待ってるし、アイシャは一時こちらへ戻ってきてるけど、恵けい子こちゃんも引きこもってるようで手の打ちようがないみたい」

「ワンダフルプレイス、一つお耳に入れておきたいのですが……」

　そう前置きをするダキラ代表に広海は笑う。

「広海で結構ですよ。随ずい分ぶんとその名前で呼ばれてないので、ピンと来ません」

　そんな広海の足下で『たいよう』がにゃあと鳴いた。ダキラ代表は気を取り直し、一つ咳せき払ばらいをしてから改めて言った。

「そうですか。それでは大空広海。上かみ温おん湯ゆ静花と高たか科しな恵子の現状について報告を受けて以降、両名の自宅周辺には国連軍麾き下かの特とく殊しゆ部隊を待機させています。状況によってはいつでも身み柄がらの確保は出来ます。もちろん手て荒あらなまねはいたしません」

　そしてひと言付け加える。

「無む理り強じいするつもりはありません。本人から何らかの意思表示があった場合に限ります。確かに本人と家族の間で話し合いが着けばそれに越こした事はないのですが」

「どこも親は大変ねえ」

　他人事のように広海は言った。

「だけど親を説得するのも子供の仕事よ。他人が手を出すのは良くないんじゃないかしらね」

　そんな事を言いながら広海は自分もテーブルに着いた。

「しかし地球の存亡がかかっているのです。悠ゆう長ちような事は言っていられません」

「あ～～、それなら大だい丈じよう夫ぶ大だい丈じよう夫ぶ」

　憂うれい顔がおのダキラ代表に向かって広海は笑いながら手を振り、そして射すくめるような鋭するどい眼光を浮かべたかと思うと言った。

「地球はどこにあると思うの？　私の中よ」

　そして豊かな胸をぽんと叩く。

　言われてみれば確かにそうなのだ。目の前にいる大空広海は、キング級ｂｉｏクラフト『ワンダフルプレイス』のホロン体。そしてｂｉｏクラフトとしての本体は、太陽系そのものなのだ。その内部には太陽とその惑星も入っている。言うまでもなく地球もだ。

　しかしだからといって即そく座ざに実感できるものでもない。ましてやこの『ワンダフルプレイス』が四十五億年以上かけて再生したｂｉｏクラフトの母星。それがこの地球だとは到とう底てい信じがたい。

「まるで神のごとき存在ですね、あなたは……」

　畏い敬けいの念を覚えてダキラ代表はそう言ったが、広海はまたもや笑う。

「普通の主婦とか神のごとき存在とか、ころころ評価を変えないでくださいよ。代表さん」

「相変わらずですわね、お母さま」

　横で聞いていたイモータルヌーンもさすがに呆れるばかりだ。

「まぁいずれにせよ、あの子たちを信じてあげましょう。信じて駄目なら、それまでよ」

　あっけらかんとしてそう言う広海にダキラ代表は返す言葉が見つからないようだ。

「『アブソリュートガーデン』、今回の件が『ビューティフルビジョン』の意思だと思う？」

　広海は出し抜けにアブソリュートガーデンに尋ねた。

「否定はできんな。しかしあいつ一人でここまでやるかと言われれば疑問だ」

「そうねえ」

　広海は頤おとがいに指を当てて考え込む。そんな広海にアブソリュートガーデンは続けて言った。

「あいつは例の件を気に掛かけていた。『変革』を担当する王キングにしてみれば、看過できない問題だったのだろう。まぁ私にしてみればどうでもいい事だがな。ワンダフルプレイス、それはお前にとってもそうだろう？」

「それはそうよ。私は『再生』に専念していればいいんだから」

　そう言うと広海はイモータルヌーンへ視線を巡らせ、次にダキラ代表へ目を向けた。イモータルヌーンは広海のそのアイコンタクトの意味をすぐに理解して答えた。

「いえ、まだ話していません。しかしおおよそ想像は付いてきているかと思います」

「そう、じゃあついでだ。私の口から説明しておくわね」

　そう言うと広海は呆ぼう然ぜんと成り行きを見守るしかないダキラ代表へと改めて向き直る。

「単刀直入に言うわ。ｂｉｏクラフトはもともとメリグナントクラフトから生まれたのよ。四十五億年前以上前に存在したある文明が、ぶんどったメリグナントクラフトを改装して自分たちの意識体を移植した。それがｂｉｏクラフトよ」

「そうですか……」

　ダキラ代表は目蓋を閉じて肯うなずいた。

「おおよそ察しは付いていました。ｂｉｏクラフトの間でもそんな噂が流れているとも掴んでおりましたし……」

「今これを覚えているのは私たちキングだけ。ティラ、あなたも詳しくは知らないでしょう？」

　広海に問われてイモータルヌーンは肯いた。

「ええ。でもジャクリーンの言うように、多くのｂｉｏクラフトがそうではないかと考えています。私も例外ではありません」

「しかしワンダフルプレイス。そうなると一つ疑問があります」

　ダキラ代表は目蓋を開いて尋ねた。広海は何を聞かれるのか見当が付いているようだ。いささか人の悪い笑みを浮かべてその問いが来るのを待っている。

「メリグナントクラフトは、いつどこで誰だれに作られたのですか？　それともあれこそが本当の生命体なのですか？」

「さぁ？」

　人の悪い笑みを浮かべたままで広海は肩をすくめ、そしてアブソリュートガーデンへと目をやる。アブソリュートガーデンはうんざりした顔で頭を掻かきながらダキラ代表へ答えた。

「ジャクリーン・ダキラ。実のところ我々もそれは分からん。『グレイテストソリチュード』も知らないはずだ。恐おそらくメリグナントクラフトはこの宇宙が生まれた時から存在している。いわば自然現象だ」

「それは一体……？」

「宇宙を安定化させようという力の体現とでも言うしかないわね。知性が進化するとこの宇宙のあり方そのものを変えてしまうかも知れない。熱エントロピーに代表されるように万ばん物ぶつは安定しようとするわ。それと同じね」

「そんな事を言われても、正直ぴんと来ないですね」

　広海の説明にダキラ代表は嘆息するが、何か思い出したようにハッとして問い返す。

「それでは自意識を持ったメリグナントクラフトはどうなのですか？　グロリアスドーンの元にルーナと名乗るメリグナントクラフトが身を寄せています。自然現象に意思があるなら、それは……」

「あの連中はちょっとややこしいんだけど……」

　言いい淀よどむ広海に横からアブソリュートガーデンが口を挟はさむ。

「まぁ早い話が裏切り者というわけだな。我々は転向者と呼んでいるが、連中自身は自らの意思で戻ったという意味で『復成者』とも自称する事もある」

　その時だ。イモータルヌーンが自分の手の甲こうへ目を落とす。

「失礼します。何か連れん絡らくが入りました。銀河系外で警戒に当たっているｂｉｏクラフトからです」

　イモータルヌーンの手の甲にある紋章から、別のｂｉｏクラフトの紋章が浮かび上がる。二本衝角のルーク級の紋章だ。

「私です。イモータルヌーンです」

　すぐさまルークの紋章から返答があった。

「銀河系間空間で警戒に当たっている『大胆な絶壁ボールドクリフ』です。かなりの数のメリグナントクラフトが太陽系へ接近しているのを確かく認にんしたので連絡いたしました」

「数は？」

「数万単位の大群を、少なくとも十数確認しました。ただし大型のものはいません。全すべて小型のものだけです。ただ……、いや、ちょっと待ってください。ブランド、どうした？　『巧みな峠スキルフルパス』が何を見たただと!?」

　どうやらｂｉｏパートナーに何かを確認しているようだ。

「分かりました、例の貴族級相当メリグナントクラフトが先導しているようです。ガントレット型のものです」

「グリーンデイブレイクですか？　分かりました。すぐに太陽系へ戻ってください。無理にあなた方が戦う理由はありません」

「分かりました。ブランド、撤てつ収しゆうするぞ。引くのだ、ブランド。申し訳ありません、クイーン。パートナーを説得次し第だい、すぐに撤収します」

　そう言うと通信が繋つながっている事を示すルークの紋章は消えた。

「こちらを懐かい柔じゆうしようとして失敗したから、いよいよ力に訴うつたえてきたわね」

　イモータルヌーンの話を聞いていた広海は、ティーカップを傾かたむけながら言った。

「あの子たちが、私の再生したこの惑星とそこに住む人たちを認めたので、そのサウザンドなんちゃらも悠ゆう長ちような事は言っていられなくなったんでしょう」

「ジャクリーン、すぐに戻った方が」

「そうね。ミセス大空。この辺で……」

　腰こしを上げようとするイモータルヌーンとダキラ代表に向かって広海は言った。

「ティセがいないし、どうするつもり？」

「トランクルナイトに手伝って貰います。それにさっきも言ったように、アウグストダスクのパートナーを確保して……」

　そう答えたイモータルヌーンに、広海は面めん倒どうくさそうに手を振ってみせた。

「止めなさいって言ってるでしょ。もうちょっとゆっくりして行きなさいよ。あの子たちが私のやった事を認めたんだから、今度は私があの子たちに見せてやる番ね。面おも白しろくなるから」

　そう言うと広海は一つ伸のびをしてから続けた。

「アブソリュートガーデン。ちょっと手伝って貰うわけどいいわね」

「それは構わんが、何をするつもりだ」

　同じキング級ｂｉｏクラフトでも広海の意図する事は読めないようだ。アブソリュートガーデンは怪訝な顔をする。

「この惑星に住んでいるみんなに教えてやるのよ」

　そう言うと広海は笑う。

「自分たちが住んでいる、本当の世界をね」




「分かりました。それでは太陽系外へ出て警戒します。はい、恵子はきっと……。来てくれると信じています」

　アイシャがそう答えると、手首に浮かび上がっていた紋章が消える。イモータルヌーンからの連絡だ。銀河系外から無数のメリグナントクラフトが再び接近しているので、協力して警戒に当たって欲ほしいと連絡があったのだ。

「じゃあこっちはどうするんスか、アイシャ」

　藍あお留るが怪訝な顔で尋ねた。間の悪い事に、つい先さき程ほどオレゴン州上空で待機していたペイシェントケープこと巻まき瀬せみさきから、恵子がようやく外出したという連絡が入ってきたばかりだったのだ。北ほく綾りようグラウンド地下のＵＮｂＡＲ極東支部特別分室に集まった藍留、朱あか璃りたちと一緒に現地へ向かおうとした所に、イモータルヌーンの連絡があったのである。

「まぁ契約解除した訳じゃないから、一人で行っても確かに問題はないんだが。それにイモータルヌーンもアイシャの経験を買っているんだろうし」

　サウザンドメイズィスに敗れた為ため、『ステディレクブレイション』との契約を失ったアンリがそう言った。ｂｉｏクラフトは何度でも別の地球人と契約できる。しかし地球人がｂｉｏクラフトと契約できるのは一度きり。アンリはもう他のｂｉｏクラフトとは契約できないのだ。

　唇くちびるを噛かむその表情からもその悔くやしさの程ほどが窺える。

「どこまで信用できるかどうかは分からないが、ノワ兄きよう妹だいも警戒に当たってる。まぁあとはイモータルヌーンが何とかしてくれるだろう」

　平静を装よそおいながらアンリはそう言った。

「それじゃ藍留ちゃんと朱璃ちゃんが、恵子ちゃんの説得に当たると。クイックストーンが送って行くという事でいいさね？」

　アーネチカはそう言うが、クイックストーンはいささか不満そうだ。

「なんでうちが……」

　言いかけたクイックストーンの肩かたを藍留がぽんと叩く。

「まぁこれから契約する身なんスから、よろしく頼たのむっスよ！」

「うちはお前と契約するとは言うてへんわ！」

　否定するクイックストーンだが、藍留の方はすっかりその気のようだ。

「念ねんの為、ラヴィーたちも同行してもらうさ。それと学校の事もあるから、後うしろ崎ざきくんは一旦、こちらへ連れてきて欲しいのさ。恵子ちゃんがまだまだ拒きよ否ひするようだったら、何か対応を考えないといけないさねえ」

　白衣姿のアーネチカは腕うで組ぐみするが、さすがの天才少女もこういう感情の機き微びにはお手上げの様子だ。

「とにかく急ぎましょう。ゆっくりしている余裕はありません」

「そうさね」

「でもまぁ燃えてきたっスよね」

　アイシャの言葉に皆が肯いた。




「なるほど、あの女がな」

　大地は途と中ちゆうからあぐらをかいて聞いていた。

「しかしだからと言って、俺の考えは変わらん。地球人とｂｉｏクラフトは共に歩む事は出来ん。両者は離はなれてそれぞれの道を行くべきだ。それがお互いの為でもある」

「そうか……」

　広大は嘆息してから続ける。

「俺も同じだよ、親父。俺の考えも変わらない」

「なぜだ？」

　ついと眉まゆを上げ、自分の方を睨にらみ付つける大地に、広大は物もの怖おじすることなく答えた。

「ｂｉｏクラフトと出で逢あう事は必然だったんだよ。人が一人で生きていけないように、地球人もそれだけでは生きていけない。生きていけたとしても、それはただ存在しているだけだ。何の意味もない」

「生物が生きるとか存在するとかに、そもそも意味があると思うか？」

　大地は立ち上がりながら言った。

「そんな哲てつ学がく問答をするつもりはない。ただ俺はｂｉｏクラフトと契約した文明が滅んだという事実を掴んだ。それだけの事だ」

　自分の方へサテライトの切っ先を突きつけそう言う大地に広大は懸けん命めいに反論する。

「待てよ、親父。それはおかしい」

「何がおかしい？　ｂｉｏクラフトと接せつ触しよくした文明は滅ぶ。証しよう拠こならいくらでも提示してやろう」

「じゃあｂｉｏクラフトと接触しなかった文明はどうなんだ？」

「無論それも……」

　言い淀む大地に広大はここぞとばかりに畳たたみかける。

「遅おそかれ早はやかれ文明は滅ぶんじゃないか。あらゆる命が結局は死ぬように。でもその生き物が死んだ後も、それが存在した事を語かたり継つぐもの。それが居ないと、その生き物がいたなんて事は誰も知らない。存在しないも同然だろう」

「だから言っただろう、広大！　存在がどうとか、哲学問答をするつもりはないんだ！」

　大地はサテライトを振り上げるが、広大は身じろぎもせずに父を見返して言った。

「じゃあなぜ俺に構い掛けるんだ。親父」

「……なんだと？」

　大地の振り上げた腕うでが止まる。

「なぜ俺に構うんだと聞いている！　俺は確かにクイーン級ｂｉｏクラフト『グロリアスドーン』の、ティセのパートナーだ。でもただ親父が自分の意見を聞いて欲しいなら、ティルのでも、ティオのパートナーでもいいはずだ。なぜ俺に構う？」

「それは……」

　大地が言いかけた言葉を広大が続ける。

「息子むすこだからだろう？」

　そして広大は一歩、二歩と大地へ詰つめ寄よった。

「俺に自分の事を語り継いで欲しいからだ。自分が存在した事、自分が成した事、出来なかった事。それを語り継いで欲しいからだろう。自分が何者であったのか、誰にも知られないのは悲しい事だからだ。そうだろう！」

「それとｂｉｏクラフトの問題は……」

　言いかけた大地だが、広大の肩ごしに見たその様子に目を取られる。広大も釣つられるようにして背後へ振り返った。そこではティセが表示した紋章へ向かって、何やら肯き返している所だった。どうやら誰かから連絡が入ったようだ。

　紋章が消えるとティセは両手を激しくばたばたさせながら右往左往する。そしてぴたりと止まり、広大と大地の様子をうかがうようにじっと見つめた。

　会話が中断していると悟さとったようだ。一つ二つ肯くと、ティセは両りよう腕うでを広げたままで、とたとたと駆け寄ってきた。

「お取り込み中の所申し訳ありませんが」

　例によって手を差し伸べるようにしてティセはそう言った。

「銀河系にメリグナントクラフトの大群が接近しているようです。しかも今回はグリーンデイブレイクが先導しているとの事です」

　ティセのその言葉に広大は、父である大地の方へ色をなして振り返る。そんな息子に大地は慌あわてて頭を振る。

「いや、俺は知らん。あの連中とは接触していない」

「お話は聞かせていただきました。クイーン」

　少し離れた所で、ホロン体となり様子を見守っていたオネストホワールウィンドが歩み寄る。

「大地の言う通りです。私たちはグリーンデイブレイクはもちろん、サウザンドメイズィスは接触していません」

　ほれ、見ろ。大地はそんな顔で広大を見やるが、続くオネストホワールウィンドの言葉にばつの悪い顔をする事になった。

「しかし我々の動向が監視されていた可能性は否定できません。大地の息子がクイーンのパートナーなら、もう一度接触する可能性がある。その隙すきを狙ねらわれたかも知れません。いささか迂う闊かつでした」

「他ほかならぬあなたの言葉です。信じましょう。オネストホワールウィンド。迂闊だったのは私たちも同様です」

　いつもと変わらぬティセの口調だが、心なしかそこからは威い厳げんのようなものを感じるのは、オネストホワールウィンドが遜へりくだ　った態度を取っている為だけではないだろう。

「とにかく一旦、地球へ戻ろう。ティセ」

「はい」

　広大の言葉にティセは両腕をぱたぱたさせた。

「広大！」

　そんな息子に大地は言った。

「もしもｂｉｏクラフトと接触しなければ、このような事態に巻き込まれる事は無かったんだぞ！」

　しかし広大は即座に言い返す。

「それはどうかな。親父。地球人がｂｉｏクラフトと接触しなくても、メリグナントクラフトが無くなる訳じゃない。遅かれ早かれメリグナントクラフトは地球と地球人を見つけた。そうしたら俺おれたちは自分を守る手段もなく滅ぼされていたかも知れない」

　広大のその指し摘てきに大地は唇を噛む。

「自分の周りで何が起きてるのか知らないまま死ぬなんて俺は御ご免めんだ！　行こう、ティセ!!」

　大地はそんな広大を止めなかった。広大の姿は光と共に展開されていく『グロリアスドーン』クレストンモードの中へ消えていく。やがて短剣型のｂｉｏクラフト形態になった『グロリアスドーン』は見る間に針葉樹型構造物の間を抜ぬけ上昇していった。

「……俺の息子か」

『グロリアスドーン』を見送りながら大地はそうつぶやいた。

「大地、いまサスペンデッドレインから連絡があった」

　オネストホワールウィンドが大地に声を掛ける。

「サウザンドメイズィスが我々と会いたいと言っているそうだ。そう言付けられたらしい」

「なんだと!?　この状況で会いたいと言うのはどういうつもりだ？」

　広大から疑念を持たれた事が癪しやくに障さわっているのだろう。その原因に絡からんでいるのは間違いないサウザンドメイズィスへ当たり散らすように大地は言った。

「この状況だから、会いたいと言ってきたのだろうな。何でもｂｉｏクラフトと人類を永遠に引ひき離す方法について何か考えがあるそうだ」

「どう思う？」

　大地から尋たずねられたが、さすがにオネストホワールウィンドも即そく答とうは出来ない。

「さてな。何か企たくらんでいるのは確かだろう。しかしサウザンドメイズィスも、ｂｉｏクラフトと人類が共に歩んでいけないと思っているのは確かだ。ただ先走りすぎてるのが問題なのだがな」

「ふむ……。虎こ穴けつに入いらずんば虎こ児じを得えずか。あの様子では広大の説得も無理だろう。話だけでも聞いてみるか。それで済むとは思えないがな」




「殿でん下か！　お答え下さい、グリーンデイブレイク殿下!!」

　ノワ・ルーナは無数のメリグナントクラフトを率いて銀河系へ接近する『グリーンデイブレイク』へ何度も呼びかけていた。

「サウザンドメイズィスは危険です。殿下の為にもなりません！　聞いておられますか、グリーンデイブレイク殿下！」

　すでに星がまばらに浮うかび空域にさしかかっている。『グリーンデイブレイク』は名も無き恒こう星せい系に入っていた。その周囲には牽けん制せいの為、無数のｂｉｏクラフトが飛び交かっているが、相手は天文単位の大きさを持つ巨きよ大だいな手甲ガントレツト型メリグナントクラフト。まったく意に介かいさない状態だ。

「おい、兄貴。なんで殿下は答えないんだ？」

「おかしいですの」

　クレケンスやプレーナも疑問に思い始めたようだ。

「確かに妙みようだ。サウザンドメイズィスと共に宇宙を管理する道を選んだ殿下には、同調しないメリグナントクラフトも多かったはずだ。しかし今は周辺空域にいる全てのメリグナントクラフトが同行しているとしか思えない数だ」

　ノワは当とう惑わくしながらもさらに『グリーンデイブレイク』に呼びかけた。

「殿下、お聞き下さい。サウザンドメイズィスはメリグナントクラフトにとっても危険な存在です！」

　その時だ。手甲型の『グリーンデイブレイク』は、目前に迫せまる恒星系ごと周囲にいるｂｉｏクラフト、そしてノワたち月光三兄妹のメリグナントクラフトを握にぎりつぶさんとばかりにその指を開く。

「殿下！」

　光速を超こえて振り下おろされる指は、瞬しゆん時じにメリグナントクラフト形態の『ノワ・ルーナ』に迫る。しかしそれは直前で前まえ触ぶれもなく止まる。そして出し抜けに数十天文単位も飛び退く。飛び退いた後に光の津つ波なみが押おし寄せてくる。避さけるのが遅ければ『グリーンデイブレイク』を直ちよく撃げきしていただろう。

「おい、大鎌がま！　何も言わずに攻こう撃げきするな！　巻き込まれたらどうする!!」

　クレケンスが叫さけんだのは、背後から出現したジャッジメントモードの『トランクルナイト』と、そのパートナー桜さくら子こへ向かってである。

「避ければいいでしょう」

　立体映像に映るなり、桜子はそう言い放つ。

「退きなさい。このガントレットをまず始末してやるわ！」

　制せい御ぎよデッキの桜子は処しよ刑けい鎌がま型になったサテライトを握りそう叫ぶ。

「待て、逢おう瀬せ桜子！　グリーンデイブレイク殿下の様子が変だ。詳しよう細さいが分かるまで、攻撃は待て！」

「詳細が分かればね。でもそれをどう調べるつもり？」

　桜子のもっともな指摘にノワは唇を噛む。

「とにかく、こいつをこれ以上、地球へ接近させるわけにはいかないわ！」




「ティオ、行くわよ。どうしたの、ティオ？」

　処刑鎌型のサテライトを構えかけた桜子だが、接続シートのティオの様子がおかしい事に気付いた。何か怯おびえたような表情を押し隠すようにしているではないか。

「ティオ！」

「大だい丈じよう夫ぶ、桜子。私は大丈夫よ……」

　自分に言い聞かせるようにティオはそう繰くり返した。その時である。ティオが頭を抱かかえて呻うめき始めた。

「ティオ!?」

　桜子は慌てて制御デッキから飛び降りた。ティオの制御を離れたのか、突とつ然ぜん、立体映像が二人の前に浮かび上あがった。そこに映るのはグリーンデイブレイクのホロン体。しかし様子がおかしい。

　表情のないうつろな瞳、しかし全身から何やら禍まが々まがしい雰囲気が感じ取れる。左手に填はめられたガントレットは、ｂｉｏクラフトで言うサテライト、メリグナントクラフトがサテッレスと呼ぶものだ。しかしそのガントレット型サテッレスがおかしいのだ。

　色ガラスかプラスティックで作られたように半はん透とう明めい。そして時折、赤や紫むらさきのスパークを放っている。

「……僕ぼくと戦うのか？」

　抑よく揚ようのない声でグリーンデイブレイクがそう言った。

「いや～～!!」

　ティオは悲鳴を上げる。桜子もただ事ではないと悟っていた。

「後退するわ！　ティオ、下がりましょう!!　ノワ!!」

「分かった、やはりグリーンデイブレイク殿下に何か起きている!!」

　ティオを中心に周囲へと広がる光のライン。ホロン体とｂｉｏクラフト本体の情報のやり取りを示しているものだが、それが一いつ瞬しゆん、明めい滅めつするや、一ひと際きわ明るい光がティオのホロン体へ走る。その光が落ち着くと、新たな立体映像が浮かび上がった。

「逢瀬桜子、話は聞かせて貰もらいました。この通信は審しん判ぱんの四姉妹の長女として、強制的に受信させています」

「イモータルヌーン」

　そこに映ったのはイモータルヌーンの姿。イモータルヌーンは桜子に肯くと続けた。

「グリーンデイブレイクはプロモーションされています。かつて自分自身がプロモーションされたティオでは満足に戦えないでしょう」

「そんな、そんな事はないわ！」

　震ふるえる肩を両腕で押さえつけるようにティオは姉に向かって叫んだ。

「私には桜子が居るわ！　今なら戦える、戦えるのよ!!」

「無理をする事はないわ、ティオ」

　イモータルヌーンは微ほほ笑えみかける。

「それにノワ・ルーナ。あなたも何か考えがあるのでしょう。一いつ旦たん、地球へ戻もどりなさい。私たちに考えがあります」

「心得た、イモータルヌーン」

　ノワは肯いた。

「イモータルヌーン！　ティラ!!」

　ティオは呼びかけるが、イモータルヌーンは何も答えずに通信を切ってしまった。

「一旦、地球へ戻りましょう。ティオ」

　桜子はティオの肩を抱だきしめながら言った。

「まだここで終わりじゃないわ。今は無理をする事はないのよ」
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「はい、分かりました。話は聞いています。通してください」

　ダキラ代表は携けい帯たい電話にそう答えた。電話を掛けてきた相手は、大おお空ぞら家の周囲で警戒に当たっている警備員の一人だ。

「いま来ます」

　ダキラ代表が携帯電話をしまうと同時に、玄げん関かんのチャイムが鳴った。腰を上げかける広ひろ海みに代わり、イモータルヌーンが先に立ち上がり言った。

「私が呼んだのですから、私が行きます。お母さまはここで待っていてください」

「じゃよろしくね。私はお茶の用意でもしてるわ」

　広海がお茶を淹いれ終わった頃ころ、イモータルヌーンは訪問者をつれてダイニングキッチンへ戻ってきた。

「先程、アーネチカから聞いたばかりでまだ信じられません。あなたがキングとは……」

　そうつぶやくのはノワ・ルーナであった。自分でそういってからハッとして慌てて挨あい拶さつしなおす。

「失礼しました。改めて挨拶させていただきます。メリグナントクラフト月光三兄妹のノワ・ルーナです。ワンダフルプレイス、アブソリュートガーデン」

「いいのよ、ノワ。ええと紅茶でいいのかしら？」

「はい」

　直立不動の姿勢で畏かしこまって答えるノワに広海は笑う。

「いいから座すわりなさい。紅茶でいいわよね？」

「はい、構いません」

　鯱しやちほこ張ばったノワの態度に広海はもちろん、イモータルヌーンやダキラ代表、アブソリュートガーデンも苦く笑しようを浮かべた。

　椅い子すに腰こし掛かけたノワが紅茶を一口啜すするのを待って、広海は皆みなに向かって言った。

「ダキラ代表。先程のお話、自意識を持っているメリグナントクラフトについての続きですが……」

　その言葉にノワは表情を強こわ張ばらせてカップを置いた。そんなノワに広海は一つ肯き掛けてから続ける。

「簡単に言いましょう。ノワ・ルーナやグリーンデイブレイクのような、自意識を持っているメリグナントクラフトは、もともとｂｉｏビオクラフトだったんです」

　ダキラ代表はノワへと視線を巡めぐらせる。ノワは首しゆ肯こうしてからその視線に答えた。

「ワンダフルプレイスのおっしゃるとおりです。私、いえ私たちはもともとｂｉｏクラフト。しかしそのルーツを知りその使命を達成する為、メリグナントクラフトになった。いえ戻ったのです」

「その使命というのは？」

「宇宙を安定的な状態へ持って行く事……、です」

　ダキラ代表の問いに、ノワは心苦しそうに答えた。

「ノワ・ルーナ、あなたは今でもメリグナントクラフトとして、その使命を達成するつもりなの？」

　広海からそう問われる事は、ノワも想定していたようだ。しかしすぐには答えられない。目ま蓋ぶたを閉じしばし考え込む。

「あらゆる知性は宇宙の安定を乱す。そしてゆくゆくはこの宇宙のあり方そのものを変えてしまいかねない。それは宇宙にとって良くない事だ。私はそう考えていました」

「それは違ちがう……」

　不服そうに身を乗り出しかけるアブソリュートガーデンを広海は手で制する。

「どうぞ、続けて」

　広海に促うながされてノワは話を再開した。

「しかし今では疑問に思っているのは事実です。うまくは言えませんが、安定させて永遠に存続させる事だけに、何か意味があるのかどうか。サウザンドメイズィスの言う宇宙の管理という言葉を聞いてそう思いました」

「分かったわ、ノワ・ルーナ。それであなたはグリーンデイブレイクを助けたいのね？」

「もちろんです！」

　ノワは目蓋を開いて言った。

「聞けばトランクルナイトも過去にプロモーションされていたと言うではないですか。しかし今は平常。ならばグリーンデイブレイク殿下も、元に戻す事が可能ではないですか？」

　勢い込んでそう言うノワに、広海は腕組みをして少し難しそうな顔をしてみせる。代わりに答えたのはイモータルヌーンであった。

「ティオ、いえトランクルナイトは、あの子を私たちから離り反はんさせる事が目的だったようです。気がついた時には本人も気づかぬまま、プロモーションを解除されていました」

「では解除する方法は分からぬと……」

　絶望しかけるノワに広海がおもむろに口を開く。

「解除する方法はあるわ」

　ノワは無言で広海へ視線を向けた。

「契けい約やくするのよ、人間と」

「契約？　我々メリグナントクラフトが他の知性体と契約など……」

　驚きよう愕がくするノワだが、広海は落おち着つき払はらった態度で答える。

「出来るわよ。あなたたちもともとはｂｉｏクラフトだもの。やり方も普通と同じ。サテライト、いえサテッレスを人間に触ふれさせるだけ。その意思と適性が有れば契約できるわ」

　さらりとそう言う広海に、ノワはもちろんイモータルヌーンやダキラ代表も唖あ然ぜんとした。

「なんだ、知らなかったのか」

　そう言ってアブソリュートガーデンは笑った。どうやらキング級の間では周知の事実のようだ。もっともキング級の間と言っても、この宇宙に四体しかいないのだから仕方ない。

「つまり、何とかしてグリーンデイブレイク殿下へ接近して、誰か地球人と契約させれば……」

　早さつ速そく策を練り始めるノワだが、広海は人差し指を立てて言い添そえる。

「あ～～、一つ忘れていたわ。あなた達転向者はね、本来ｂｉｏクラフトだから、メリグナントクラフトとしては不完全なの。だから契約できるんだけどね。つまり契約すると……」

「契約すると？」

　意味ありげに間をおいた広海にノワは怪け訝げんな顔をする。そんなノワに広海が答えた。

「あなた達ｂｉｏクラフトに戻ってしまうのよ？」

「な!?」

　さすがのノワもその言葉には驚おどろきを隠せなかった。

「当たり前でしょ。メリグナントクラフトが人間と契約できるわけがないんだから」

「いや、それでは意味がありません！　我々がメリグナントクラフトではなくなってしまうのは困ります」

「なんで？」

　間かん髪はつを入れずに広海は尋ねる。

「あなた方がこれからもメリグナントクラフトでいなければならない理由は何？」

「それは……、我々はメリグナントクラフトしての使命を……。それにもともとｂｉｏクラフトはメリグナントクラフトから生まれたものですから……」

　答えながらもノワは困こん惑わくしていた。確かについこの前までは、メリグナントクラフトの使命は正しいと考えていた。しかし今はどうだ。先程も答えたように、その使命に疑問を持っているのも事実だ。

「ｂｉｏクラフトになっても、あなたのホロン体は変わりないわ。記き憶おくもそのまま残る。あなたが消えてしまうわけではない。ただしメリグナントクラフトの姿は失いｂｉｏクラフトの姿を取とり戻す。グリーンデイブレイクもそれは同じね」

　広海の言葉にノワは考えあぐねるだけだ。

「方法は教えたわ。あとは好きにしなさい。ああ、一つ言っておくけど。契約する時点ではあなた方はメリグナントクラフトよ。だから今までにｂｉｏクラフトと契約した事がある人間でも契約可能よ。二重契約は出来ないけど♡　覚かく悟ごが決まったら急ぎなさい」

　最後に一つ、ウィンクして広海はそう付け加えた。

　ノワは無言で立ち上がり一礼して、ダイニングキッチンを出て行った。

「ワンダフルプレイス、いささか意地が悪くないか？」

　アブソリュートガーデンが苦笑して言った。

「別に悪くはないわよ。私が強制する事は出来ないもの」

　あっけらかんとして答える広海にイモータルヌーンも呆れる。

「ノワ・ルーナが拒きよ絶ぜつしたらどうするんですか？」

「拒絶は出来ないわよ。彼かれらには他に選せん択たく肢しがないんだもの」

　そして一つ伸びをしてから言った。

「そろそろかしらね。じゃあアブソリュートガーデン。さっきの説明した手はず通りにお願いね」




　北米大陸東海岸に位置するオレゴン州では、ちょうど夜九時過ぎ。恵けい子こは久々に一人で外出していた。外出すると言っても、恵子が今住んでいるのは森の中にあるロッジ。周囲に有るのは小さなコンビニだけ。いつも外出する時は、祖父や両親と共に自動車で移動していた。森を抜けた所にある町までいかないと、満足な商店もないのだ。

　もちろん、恵子の祖父が普ふ段だんからこのロッジに住んでいるわけではない。長い間、離ればなれだった娘むすめ夫ふう婦ふと孫まご娘むすめの為、少し早めの夏休みを取り、別べつ荘そう代わりにしているこのロッジで過ごしていたのだ。

　それともう一つ。契約しているｂｉｏクラフトが恵子を取り戻しに来ることを恐れていたのだ。外出する時も、祖父や警備員が一いつ緒しよ。もっとも上かみ温おん湯ゆ邸ていほど厳重な警戒はしていない。ロッジ周辺に監かん視しカメラを付け、警備員を常じよう駐ちゆうさせている程度だ。

　数体のｂｉｏクラフト、『ノーブルウィンド』や『ペイシェントケープ』が交代でロッジの上空で様子をうかがっているとは思いもしない。

　オレゴン州は雨が多く、意外と湿しつ度ども高い。日本と似た気候だ。

　恵子は夜道を少し歩き近くのコンビニに向かっていた。気候は日本と似ているとはいえ、さすがに国土は違う。近くのコンビニといっても十分ばかり歩かないと着かないのだ。

　周囲には他には何もないも同然だから、最初のうちは出歩こうにも出歩く先すらない状態。じっと引きこもっていた恵子だが、最近は馴なれた事もあり、ロッジの周囲を一人で散歩する事もあった。その時は常に警備員が周囲を見張っていたのだが、そんな毎日に息苦しさを覚えていたのだ。

　今日は警備員が交代する時間の合間、そして祖父や両親が目を離した隙に、一人でロッジから出たのである。

　もっともだからといって行く先がコンビニ以外にあるわけでもない。そのコンビニも日本の物とは違う。

　空いた山さん荘そうを改造した店構えに店員は愛あい想そのない壮そう年ねんの男性ばかり。お菓か子しも置いてあるが、馴な染じみのあるものは多くない。飲み物に至っては炭酸飲料ばかり。雑誌も英語に堪たん能のうではない恵子にはちんぷんかんぷんだ。店の隅すみに古いＴＶゲームが置いてあるのが、日本とはいささか違う所だが、今の恵子にはやる気もしなかった。

　店内を見まわして、適当なペットボトル飲料を買って帰ろうとした時だ。やにわに日本語が耳へ飛び込んできた。

「へえ～～、日本とはずいぶんと違うんやね」

「なんかごちゃごちゃしてるっスよ」

「うわ、英語だ。英語!!　どうするっすか！　うちら英語苦手だし」

「任せなさぁ～～い！　うちはこう見えても、英語はぺらぺ～～らです!!」

　妙に高いテンションで入ってきた三人組に、店員の白人男性はぽかんとして、そして恵子へと視線を巡らせる。何度か両親や祖父と一緒に来た事もあり、店員は恵子が日本人だと分かっているはずだ。友達か何かと思ったのだろう。

　そしてそれは事実だったのだ。

「藍あお留る、朱あか璃り！」

　顔を見なかったのは二週間程度。それでも懐なつかしさの余り恵子はそう声を上げてしまった。二人と一緒に入ってきた金きん髪ぱつ女性は言うまでもなくクイックストーンだ。

「お～～、いたいた！　ちょー久しぶりっス！」

「元気そうでなによりっすヨ!!」

　藍留と朱璃も恵子を見つけるなり駆かけ寄り手を取った。

「もう全然連絡付かないから心配していたっス！」

「だってほら、お爺じいさんが色々とうるさい……」

　言いかけて恵子はようやく状じよう況きように気づいた。すぐに表情が強張る。

「な、なにしに来たのよ!!」

　掴つかんだ藍留と朱璃の手をいきなり振ふりほどいた。

「なにしに来たとは、そりゃあご挨拶っスね」

　さすがの藍留も恵子の反応に頬ほおを膨ふくらませてみせる。

「お前を連つれ戻しに来た。それじゃいかんか？」

　再び聞き慣れた声が飛び込んできた。メイドを従えた珊さん瑚ご色の髪かみをした少女。言うまでもなくラヴィーとヴィーアである。こんな田舎いなかの森林地帯でメイドはさすがに珍めずらしいのだろう。店員が目を丸くしている。

「ちょっ、ちょっとここじゃ……。あ、これ……」

　店員は恵子の素す性じようを知っているはずだ。祖父の連れん絡らく先さきも知っていておかしくない。連絡されるのはまずい。そう考えた恵子はみんなを連れて外へ出ようとする。代金を払っていないペットボトルを持ったままだという事に気付くが、クイックストーンがそれを手に取りレジの方へ向かっていった。

　ペットボトルの他、レジの側にあるガムやスナックを適当にいくつかつかみ取り、何やら店員に英語で話しかけながらウォレットを取り出す。わざとらしく胸の前でウォレットを開き、かなり多めのドル紙し幣へいを店員に渡わたした。そして最後に投げキッス。店員は鼻の下を伸ばしてクイックストーンに手を振る。

「ＯＫ、行こか」

　剥むき出しのペットボトルと菓か子し類るいを持ってクイックストーンが恵子たちの側に戻ってくる。

「いったい何をしていたのだ？」

「賄わい賂ろですか」

　怪訝な顔のラヴィーにヴィーアは答えた。

「まぁそう言うこっちゃ。あの店員から連絡されたら困るしな」

　にんまりと笑ってクイックストーンは肯いた。

「あ、ええとその……」

　クイックストーンたちに促されて、恵子はコンビニの外へ出る。店頭には駐ちゆう車しや場じようと街灯、小さなベンチがある。そこへ向かいながら恵子はみんなを見まわして尋ねた。

「あんたたちだけ？」

「ほぉ」

　聞かれたラヴィーはにんまりと笑う。

「誰に来て欲しかったのだ？」

「そ、それはほら……」

　赤くなった恵子は、ラヴィーから目をそらせて言った。

「アイシャよ。アイシャ！」

「なんでアイシャっスか？」

　少し意地悪な笑えみで尋ねる藍留に恵子はしどろもどろになって答える。

「それはほら……、日本離れる時にケンカ……。あ、あれ？　ちょっと待って、あんたたちクイックストーン……、じゃなくてクリスと一緒に……」

「事情はみな知っている」

　ラヴィーは藍留、朱璃と順番に視線を巡らせながら言った。

「ノーブルウィンドがｂｉｏクラフトという事も、お前がそのパートナーと言う事もだ」

「そっか……」

　そうつぶやく恵子の表情には安あん堵どの色が感じ取れる。

「まず量子ブラインドを展開します。誰かに見られると困りますから。エクスパンション『ラッキースプリングス』！」

　サテライトを展開したヴィーアはそのまま量子ブラインドを展開する。これで周囲から彼かの女じよたちの姿は見えないはずだ。

　その上でヴィーアは言った。

「恵子、いま大変な事になっています。アイシャや広こう大だいは手を離せません。そこで私たちがあなたを迎むかえに来たのです」

「大変な事って……」

　言いかけた恵子だが、ハッとしてそっぽを向く。

「帰らないわよ。もう帰らないと決めたんだから！」

「ふ～～ん、じゃあ何でさっきアイシャの名前が出たんスか？」

　恵子の前へと回り込みながら藍留が少し意地悪そうな顔で問とい詰める。

「そ、それはアイシャとはケンカ別れみたいだったから、一応、ちゃんと挨拶しておかないと……。契約だって……」

「アイシャは契約を解除していません」

　ヴィーアは言った。

「ｂｉｏクラフトと人間の契約は両者合意の上でしか解除できません。ｂｉｏクラフトが解除を拒否するのは珍しいですが、アイシャは同意していません」

「そうなんだ……」

　恵子はほっとしたような顔をする。しかしすぐにムキになって言い返す。

「でも私は戻らないからね！」

「何をそう意固地になっているのだ」

　さすがのラヴィーも呆れた顔をする。

「だって、アイシャは私に隠れて……」

「広大くんが迎えに来てくれると思ったの？」

「え？」

　出だし抜けにそう言われて恵子は狼ろう狽ばいする。

「そ、そんなわけ……。あいつは別に私とは関係ないし……」

「あのさぁ、恵子……」

　やにわに藍留が恵子の言葉を遮さえぎった。その声はいつになく、厳しいものだ。髪をはらりと掻かき上げてみせる、その態度もどこか冷れい徹てつに見える。そんな姉の様子に、妹の朱璃は苦笑して数歩引き下がった。ｂｉｏクラフトであるクイックストーンやヴィーアも、朱璃のその反応が何を示しているのか容易に想像がつく。

　藍留は切れた。いや、本気で怒おこったようだ。
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「な、なによ……」

　付き合いの長い恵子にそれが分からぬはずもない。及および腰ごしになりながらも言い返す。

「あんたさぁ、いつまで自分を謀たばかってんのよ」

　藍留はついと恵子に顔を寄せて言った。

「……謀る？」

　怪訝な顔のラヴィーにヴィーアが口くち添ぞえする。

「騙だますという事です。姫ひめさま。帰ったら、またお勉強ですね」

「ま、待て。今はたまたま……」

「私がいつ自分を謀ったって言うのよ!!」

「ずっとじゃない」

　突つき放はなすように藍留が言う。

「そりゃ私だって、いつからは覚えてないわよ。でも中学、ううん小学校高学年の頃からそうだったんじゃないの」

「だから一体なにを言ってるのよ……！」

　そう問い返すが、その答えは恵子自身がすでに分かっている。表情からもそう窺うかがえた。しかし藍留はそんな恵子に構わずついと詰め寄る。

「ばっかじゃない」

　それほどきつい物言いではない。だが普段の態度さえ無ければ、クール系の美人と言ってもよい藍留の口から、その言葉が出るとかなり強きよう烈れつだ。

「わ、私のどこが……、馬ば鹿かだって言うのよ!!」

　藍留の態度に恵子もかなり狼狽しているようだ。

「自分で勝手に勝ち目がないって決めつけて、勝負から降りて可哀かわい想そうな子ぶってる所よ！　あんた結局、お父さんだって盾たてにしてるだけじゃないの」

「それは……、違う」

　言葉とは裏腹にそれは図星だったようだ。恵子は震えて藍留から視線を逸そらす。

「お父さんが、広大くんのお母さん、広海さんの事が好きなんじゃないかって言ってたわね」

　緊きん迫ぱくする話の展開に、思わず身を乗り出したラヴィーの首根っこを掴みヴィーアが引き戻した。

「だからそれは……」

　言い返そうとする恵子を藍留が遮る。

「あんたの思いこみ？　まぁそうなんだろうけど、でも必死にそう思いこもうとしていただけなんじゃない」

「違うわよ！　私の勘かん違ちがいだったかも知れないけど、でも……、でも……」

　混乱して思いが言葉にならない恵子に藍留はさらに詰め寄った。

「自分のお父さんと広大くんのお母さんが結けつ婚こんする事になったら、あんたたち兄きよう妹だいになるもんね」

　藍留のその指摘にクイックストーンは口笛を吹ふいた。

「広大くんとはつきあえないわよね。彼かれ氏しと彼女としては……」

「だから！　違うわよ、聞いてよ！　聞きなさいよ!!」

　恵子は髪を振り乱みだしてだだっ子のように頭を振る。

「いいわよ」

　藍留はまた髪を掻き上げてみせた。恵子は呼吸を整えてからぽつりぽつりと話し始めた。

「だから、だって……。広大は……、私が居なくてもいいじゃないの。ほら、ティセもいるし、桜さくら子こちゃんや静しず花かちゃん。それに……」

　ちらりとそちらへ視線をやって付け加える。

「ラヴィーだって……」

　その言葉にラヴィーは思わず真っ赤になる。

「な、なんだ！　私と広大が一体なんだと言うのだ!!」

「落ち着いてください、姫さま」

　足をダンダンと踏ふみならすラヴィーをヴィーアがなだめた。

「だからそれが逃にげてるって言うのよ！」

　恵子の前に回り込み藍留は声を荒あららげる。

「結局、恵子は負けるのが恐こわいのよ」

　そう言う姉を見て朱璃が困ったように笑う。

「いやぁ、テンション高くなったすヨね」

「勝ち負けの問題じゃないわよ！」

　言い返す恵子に藍留も負けない。

「だったらお父さんを盾にするのは止めなさいよ！　お父さんが今でもお母さんが好きだと分かって、自分に嘘うそがつけなくなったんじゃないの。アイシャの件はただの切きっ掛かけでしょ」

「あんたに私の気持ちなんて分からないわよ！」

　藍留は腰こしを屈かがめて、顔を伏ふせる恵子を覗のぞき込む。

「分かるわよ。あんたが逃げ出す直前まで、私はあんたと同じだったもの。それに気付かなかったのは一体、誰よ!!」

　藍留のその言葉に、朱璃はちょっと驚いたように、口元に手をやる。ラヴィーはきょとんとしているが、ヴィーアはさもありなんという顔、そしてクイックストーンににやりと笑うだけ。

「……え？」

　ぽかんとして見上げる恵子だが、藍留は親友の顔をじっと見るだけで何も言わない。

「ヴィーア、あいつは何を……」

　尋ねようとしたラヴィーが振り返かえり、ヴィーアを見上げた時だ。その異変に気づいた。

「見ろ、星が！」

　ラヴィーが空を指さす。山の中ゆえ、東京よりもはっきりと星が見える。その星々が少しずつ動き始めているではないか。月、そして明るい光を放つ惑わく星せいはそのまま。背後にある恒星だけが動いてるのだ。明らかに異常な動き方だ。

「月の次は星かいな。まぁこうなったら太陽が動いても驚きはせんけどな」

　そう言うクイックストーンにヴィーアが言った。

「いえ、動いているのは太陽。正確には太陽系でしょう。私たちと地球は太陽系ごと動き出したようです」

　その時だ。ヴィーアの紋もん章しように連れん絡らくが入る。浮かび上がるのは四本衝角ドリル。どうやら相手はビショップ級『イレブンスコンシャス』のホロン体ヒュージンのようだ。

「はい、ラッキースプリングスです」

　ヴィーアは紋章に向かって答えた。

「あ～～、取り込み中のところすまないね」

　いつもの飄ひよう々ひようとした口調だが、どこか切せつ迫ぱくした雰ふん囲い気きがある。

「ちょっとややこしい事になってね。こちらに戻ってきて欲ほしいんだ。念ねんの為、ペイシェントケープを迎えに戻らせた。行ったり来たりで彼女にも申し訳ないんだけどね。そろそろ着くだろう」

　通信相手の紋章が二本衝角のルーク級に変わる。

「ペイシェントケープです。お迎えに上がりました。量子ブラインドを同調させてください。詳くわしい状況はアーネチカとイレブンスコンシャスが説明してくれるそうです」

　ヴィーアが量子ブラインドを同調させると、その頭上に二本衝角のｂｉｏクラフトが浮かび上がった。

「みさきさん……」

　ペイシェントケープこと巻まき瀬せみさきも協力している事に恵子も驚きを隠かくせない。

「行こう」

　藍留が恵子へ手を差さし伸のべる。しかし恵子はその手から目を背そむけ、力なく頭を振るだけだ。

「いい加減にしなさいよ！　迎えに来てくれないと駄だ目めなの!?　どうして自分から何もしないの！　あんたは何もしないうちに、自分で負けた事にしたいでしょう!!」

「もういいだろう。え～～と……、どっちだったかな」

「下しも条じよう藍留です」

　双ふた子ごの名前が思い出せないラヴィーにヴィーアが助け船を出す。

「そうだ、藍留だ。藍留。本人が嫌いやがってるのだ。好きにさせろ」

「そうっスね。お姫さま」

　いつもの口調に戻ると藍留はそう答え、ポケットから出した物を恵子へ放ほうる。

「あとは恵子次し第だいっスよ」

　恵子は投げられた物を反射的に受け取ってしまう。それはアイシャに返したはずのｂｉｏカードだ。それがあればいつでも契約ｂｉｏクラフトと連絡が出来る。

「アイシャはいま地球にいないっスからね。すぐに飛んでくるわけにも行かないっス。それだけは覚えておくっスよ」

　森の中の道路にハンドライトの灯あかりが近づいてくるのが分かる。どうやら恵子の帰りが遅おそいので、ロッジの警備員達が探しに来たようだ。

「行くぞ！」

　ラヴィーの声を合図に、皆は『ペイシェントケープ』の真下へ向かう。量子ブラインドから取り残された恵子は一人その場に残った。




「順調に集まってきているな。今回はメリグナントクラフト本来の目的。知性体の殲せん滅めつ。グリーンデイブレイクの呼びかけにも反応がいい」

　サルベーションモードになった『グリーンデイブレイク』内でサウザンドメイズィスはそうつぶやく。彼自身もクレストンモードで『グリーンデイブレイク』の広大な空間を移動している所だ。サルベーションモードのメリグナントクラフト内は、貴族級ｂｉｏクラフト内部とは対照的だ。ｂｉｏクラフトは海や大地が広がっているのに対して、メリグナントクラフト内には、恒星はなく暗黒が広がるだけ。その空間には重力もなく、外の宇宙と同じく時折、岩がん塊かいや小しよう惑わく星せい、微び惑わく星せいが浮いているだけ。

　その暗黒の空間にぽつんと輝かがやく緑色の輝き。そこがサルベーションモードの『グリーンデイブレイク』制御デッキ。そこにグリーンデイブレイクがいるのだ。

「こっちも順調。大切なプロモーションカードを使ったんだ。そうじゃないとね」

　サウザンドメイズィスはにやりと笑う。その笑みを浮かべたまま、耳を澄すますように目蓋を閉じつぶやく。

「来たか」

　ぺろりと出した赤い舌の上にあるのは何な故ぜか一本衝角の紋章。その紋章からさらに三本衝角の紋章が浮かび上がった。サウザンドメイズィスが口を閉じても、三本衝角の紋章は空中に浮かび上がったまま。その紋章へ向かってサウザンドメイズィスは語りかけた。

「話を聞く気になってくれてありがたいよ。大空大だい地ち」
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　実際に移動を始めていたのは六時間も前。広ひろ海みがアブソリュートガーデンに協力を求める前からだ。太陽系はその主人である大おお空ぞら広海ことワンダフルプレイスの意思で移動を始めていた。ワンダフルプレイスそのものである太陽系は余りにも大きく、動き始めた恒星を地球で確かく認にんできるようになるまで数時間を要したのである。

　最初はゆっくりと動き出した星空だが、徐じよ々じよに速度を増し、やがては全天がまるで流星で覆おおわれるかのような光景が広がったのである。




「すぐにＵＮｂＡＲ本部に戻ります。はい、私とジャクリーンの方から声明を表明します。全世界へ向けて、平静を求めるコメントを出しておいてください」

　イモータルヌーンは携帯電話でＵＮｂＡＲ本部へそう連絡していた。

「お母さま、悪いた戯ずらが過ぎます。いま世界中がパニックになっているそうです」

「慌てるほどの事じゃないでしょ」

　お茶をすすりながら広海は答えた。

「ｂｉｏビオクラフトと契約したパートナーは何万人もいるのよ。広こう大だいをはじめ、みんなが日常的に見ているもの。それを見せてやっているだけじゃないの」

「しかしミセス大空、刺し激げきが強すぎます」

　ダキラ代表の苦言にも広海は笑う。

「みんな自分が住んでる世界がどうなってるのかもう分かってるんでしょ？　それを見せてあげるのが何か問題ですか？　そこにあるものが真実なのよ」

　広海のその言葉にダキラ代表はしばし沈ちん思ししてイモータルヌーンへ視線を巡らせる。イモータルヌーンは少し呆あきれたような顔をしていたが、やがて肯うなずき返して答えた。

「確かにお母さまの言う事にも一理あります」

「……そうね」

　そう言うとダキラ代表は立ち上がった。

「それではミセス大空、私とティラは一度、ＵＮｂＡＲ本部へ戻ります。声明は……、今のお言葉をふまえさせていただきますが、宜よろしいでしょうか？」

「代表がそうおっしゃるのなら、お任せします」

「さて、では私も行くとしよう」

　アブソリュートガーデンも立ち上がった。

「ワンダフルプレイス、まずお前が娘むすめと合流する。その間、私がメリグナントクラフトを押さえ込むという算段でいいな」

「ええ、それでお願い」

　広海は肯く。

「問題はビューティフルビジョンがどうでるかね」




「太陽系が動いた？」

　北ほく綾りようグラウンド地下のＵＮｂＡＲ極東支部特別分室へ戻って来ていた桜さくら子こは、アーネチカからその報告を受けた所だった。

「今さらくらいじゃ驚かないわよ」

　桜子はそう言うが、ティオはこの現象の意味に気づいたようだ。

「あの女！　とうとう尻尾しつぽを出したわね!!」

　ワンダフルプレイスの正体を知らされてないティオはこの現象の理由を察して色をなした。

「まぁまぁ、トランクルナイトもその様子じゃやる気が戻ったみたいだし、取り敢あえずはメリグナントクラフトを迎げい撃げきして欲しいのさ」

　太陽系はメリグナントクラフトの襲しゆう来らいから逃とう走そう。追つい跡せきしてくるメリグナントクラフトと、アブソリュートガーデンと共に迎撃するように指示が出されたのだ。ティオたちだけではない。ｂｉｏパートナー全員に同じような要望が出されている。強制ではなく、あくまで要望だ。

「またあの女の思おも惑わくに乗るのは癪しやくだけど、サウザンドメイズィスの好きにされる方がもっと癪だわ。いいわ、協力してあげる」

「相変わらず素す直なおじゃないねえ、トランクルナイト」

　にやにや笑いながらそう言うヒュージンをティオは横目で睨にらみ付つけた。そんなティオにヒュージンはおどけて頭を抱えてみせる。

「お～～、恐い恐い。さぁて、次はあちらさんだね」

「うむ、あとは彼ら次し第だいなのさね」

　丈たけの長い白衣のままアーネチカは腕うで組ぐみしてそちらを見やった。司令室の反対側ではノワたち月光三兄妹と、アンリに孝たか郎お、兵ひよう衛え。そしてサイレントカレントが額を寄せ合っていた。その中央では漆しつ黒こくのチェーンがとぐろを巻いている。ノワのサテッレスだ。

「だから俺おれがグリーンデイブレイクと契約する。そうすればあんたらの殿でん下かは解放されるんだろう？」

「それはまぁそうであるが……」

　アンリの申し出にもノワは煮にえ切らぬ様子だ。先さき程ほどからずっとこのやり取りが続いているのである。

「しかしよぉ、兄貴。本当にメリグナントクラフトと地球人が契約できるのかよ？」

「グリーンデイブレイク殿下の元へたどり着いても、契約して解放できなければ意味が有りませんの」

　クレケンスとプレーナの言う事もほぼ同じ。堂どう々どう巡めぐりを繰り返しているのだ。

「実際に契約してみる気がなければ、ぶっつけ本番で行くしかありませんね」

　サイレントカレントがそう言った。地球人と契約する事により、メリグナントクラフトをｂｉｏクラフトへ戻し、プロモーションを解除する事が出来るのか。クレケンスとプレーナは半信半疑。またノワがその情報を誰だれから得たのか説明できない事も、二人が釈しやく然ぜんとしない理由となっている。

　アーネチカから広海がワンダフルプレイスである事は伏せておくよう、ノワは求められていたのである。

　ならば実際にノワが誰かと契約して、試ためしてみれば良いではないかとサイレントカレントが提案したものの、それが実行できないでいるのだ。

「俺がノワと契約してみてもいいが、そうなると今度はグリーンデイブレイクと契約する人間が居なくなる」

　アンリはそう言いながら孝郎と兵衛へと視線を巡らせた。

「こいつには危ない真ま似ねをさせたくはない」

「いや、アンリ先生。是ぜ非ひとも自分たちにも手伝わせていただきたい」

　兵衛が口を開いた。

「広大や皆がこの世界を守ろうとしてるのだ。座視しているわけにもいきません」

「そうは言うけどよ……」

　一応、講師として兵衛たちの安全を考えてるのか、アンリは乗り切れぬ様子だ。

「まぁまぁ簡単に考えましょうよ。アンリ先生」

　孝郎が難しい顔をするアンリの前に立つ。

「契約してもすぐに解除できるんでしょ？　じゃあ試してみて成功したら、すぐに解除すればいいんじゃないですか？」

「それはまぁ、そうだけどな。成功したら成功したで、メリグナントクラフトとの契約は二度と出来ない。俺がメリグナントクラフトのノワと契約したら、グリーンデイブレイクとは出来ないからな」

「だから俺たちのどっちかがノワと契約してみればいいんでしょ？　成功したらすぐに契約解除すればいい。メリグナントクラフトと契約しただけで、ｂｉｏクラフトと契約したわけじゃない。それなら俺もまだｂｉｏクラフトとの契約は出来るわけですよね」

　孝郎のその申し出にもアンリは相変わらず浮かぬ顔のままだ。

「それはまぁ、そうだけどよ……」

「決まりだ」

　アンリが止める前に孝郎は動いた。

「契約しましょう、ノワ・ルーナ!!」

　ノワが前にするテーブルの上にあったサテッレスへ手を伸ばす。

「馬鹿、後うしろ崎ざき！　契約といっても相あい性しようがあるから、誰でもという訳には……」

「なにぃ!?」

　アンリが言い終えぬうちにノワが座っていた椅子から立ち上がる。

「おお、こ、これは……!?」

　もしかしたら冗じよう談だん半分だったのかも知れない。ノワのサテッレスに手を伸ばした孝郎だが、何か目に見えない情報のようなものが自分の身体に流れ込んでくるのを感じていた。そして次の瞬しゆん間かん、漆黒のチェーンが光に包つつまれて形を変えていく。

　光の粒りゆう子しを飛び散らせて、現れたのは三本衝角ドリルの槍やり。ナイト級のサテライトだ。

「馬鹿な……！」

　当のノワも驚くばかり。孝郎も呆ぼう然ぜんとしていたが、ハッとして我に返り、周囲へ視線を巡らせる。

「あの、これで契約できたの？」

「どうですか、ノワ・ルーナ？」

　サイレントカレントに尋ねられたノワは肯く。

「ああ、契約を完かん了りようしたぞ。後崎孝郎」

　そういうとノワは左の手のひらを孝郎へ向けて開く。そこには三本衝角の紋章が浮かび上がっていた。続いて孝郎が手にしたサテライトの穂ほ先さきから光が走り、氷のような半はん透とう明めいのカードが舞まい落ちる。契約の証あかしであるｂｉｏカードだ。

「え、あれ。ええと……、あれ？」

　余りにもあっけないので、孝郎自身、どうして良いのか分からないようだ。

「よし分かった。これでいい」

　アンリは安堵のため息を漏もらすと、孝郎に向き直り言った。

「実際に契約できる、そして契約するとｂｉｏクラフトに戻る事が分かればいい。後崎、契約は解除しろ」

「ご冗談でしょ。アンリ先生」

　孝郎は首を振る。

「貴た風かぜさんや広大、みんなが頑がん張ばっているんです！　俺だけがのほほんとしているわけにもいきません!!」

「お前なあ。ノーブルウィンドにいいところを見せたいだけだろう」

　アンリは呆れた顔で言った。

「ええ、まぁそれはそうっすけどね」

　サテライトを抱かかえたままで孝郎は笑った。

「いいではないか、アンリ・ウー」

　ｂｉｏクラフトとなったノワ・ルーナが間に入る。

「ｂｉｏクラフトとなった以上、私も契約パートナーがいないと戦えない。このように相性も良かったようだ。後崎孝郎、協力してくれるな？」

「おやすい御ご用ようです！」

　孝郎が差し出した手を、ノワは一瞬、当とう惑わくした視線で見つめていたが、すぐに自らも手を伸ばして握り返した。

「お前たちはどうする？」

　ノワは弟と妹に振り返ると言った。

「まぁなぁ……」

「パートナーとして相性が良い人がいればいいのですけど～～」

　クレケンスとプレーナは煮え切らぬ様子だ。

「特に支障がなければ、二人はそのままでもいいんじゃないかと僕ぼくは思うけどね」

　ヒュージンがそうアドバイスしてきた。

「グリーンデイブレイクに接近するにはメリグナントクラフトの方が適切だろう？　全員、ｂｉｏクラフトに戻る必要もない」

「まぁ、それもそうだな」

　クレケンスはヒュージンの言葉に肯いた。

「じゃあみんな……」

　アーネチカがそう言いかけた時だ。二人がやはり同時に口を開く。

「失敬……」

「すまんが……」

　サイレントカレントと兵衛である。兵衛は無言で肯き、サイレントカレントに先を譲ゆずる。サイレントカレントも肯き返して口を開いた。

「私も誰かと契約を交かわしたい。きちんと契約を交わし、ｂｉｏクラフトとしてお役に立ちたいのだ。私が信用されていないのは分かる。だからこそ、どなたか契約していただきたい」

　サイレントカレントの申し出に皆は顔を見合わせる。その中でただ一人、兵衛だけが落ち着いた様子で口を開いた。

「それは有あり難がたい。自分も何か出来ないかと思っていたところだ。サイレントカレント、よろしければ俺と契約して貰えないか？」

「兵衛さん!?」

　桜子は再従兄弟はとこの思わぬ申し出に驚きを隠せなかった。しかしティオは声を上げて笑った。

「いいじゃない、面おも白しろそうだし。こうなっちゃったらどんどん契約すれば？　ティラもそれがお望みなんでしょ」

「ティオ、そんな簡単な問題じゃ……」

「俺なりに熟じゆく慮りよした事だ。心配ない」

　兵衛は桜子に笑みを返した。そんな兵衛に桜子は嘆たん息そくする。

「まあ昔から言い出したら聞かないものね」

「先せん場ば兵衛と言いましたか。分かりました。それでは契約しましょう」

「うむ、よろしく頼たのむ。サイレントカレント」

　二人は力強く首しゆ肯こうした。




　空高く正四面体が浮いている。太陽はその手前に見えており、正四面体との間には淡あわく光を放つ境界面があった。正四面体そのものは内部からの光で淡く輝いてるようだ。

「あれが『ビューティフルビジョン』」

　果てしなく広がる大おお海うな原ばらの上に浮かぶ正四面体を見上げて大空大だい地ちは呆然としてつぶやいた。

「私もお目にかかるのは初めてです」

　砂すな浜はまに立つ大地の横で、オネストホワールウィンドは言った。

「そう、僕のお母さま。変革を司つかさどるキング級ｂｉｏクラフト『ビューティフルビジョン』。君たちにその姿を見せてあげたんだ。僕の言う事も信じて欲しいな」

　サウザンドメイズィスも二人に倣ならい、頭上を見上げる。ここはジャッジメントモードのｂｉｏクラフト『サウザンドメイズィス』内。サスペンデッドレインと内うち山やま田だを仲ちゆう介かいとして、サウザンドメイズィスから連絡を受けた、大地とオネストホワールウィンドは指定された場所へやってきたのだ。

「そしてこれがお母さまのサテライト」

　そう言うサウザンドメイズィスの手の平の上には、『ビューティフルビジョン』と同じ形をした正四面体の物体が浮いていた。

　その表面は磨みがき抜ぬかれた鏡のようだ。貴族階級パトリシヤンに属する他のｂｉｏクラフトと同様、サテライトも同じ形状をしていた。しかし何かがおかしい。正四面体というからには、四つの面を持つ。その面、一つがまるで塗ぬりつぶされたように漆黒なのだ。

「一度、使ってしまっている。僕たちはｂｉｏクラフトは四という数字を神聖視するからね。その為ためにお母さまのこの力も四回しか使えない。一度は遠い昔、メリグナントクラフトを遠ざける為に使った」

「その力をまた使うというのか？」

　オネストホワールウィンドに問われてサウザンドメイズィスは嗤わらう。

「それがお互たがいの為だとは今も言ったよね？」

　大地とオネストホワールウィンドは、サウザンドメイズィスからｂｉｏクラフトと地球人を永遠に遠ざける方法について説明を受けた所だった。

「出来れば使いたくはなかったよ。今も言ったようにこれは四回しか使えない。そしてすでに一度、メリグナントクラフトを遠ざける為に使った。無む駄だ遣づかいは出来ないからね」

「なるほど、お前の言う事は大体分かった」

　大地は答えた。

「いずれにせよ地球人はｂｉｏクラフトほど長く存在できない。地球がある宇宙の寿じゆ命みようが数百億年だろうと、数億年だろうと大して変わりはない。その頃にはどうせ地球人は滅ほろびてしまうだろうからな」

「飲み込みが早くて助かるよ、大空大地。広大はやはり君の息子むすこさんだね」

　広大の名を出されて大地はいささか不快な顔を見せる。しかし敢えてその感情を言葉にする事なく大地は話を続けた。

「それとオネストホワールウィンドのプロモーションがどう関係して来るのだ？」

「今も説明したように、プロモーションカードを使うと、市民プレビシヤン階級のｂｉｏクラフトを貴族階級にランクアップ出来る」

「そして貴族階級に使うと、相手を自在に操あやつる事が出来る、だったな」

　オネストホワールウィンドの言葉にサウザンドメイズィスは肯いた。







[image: ]







「その通り、くわしいね。だけどランクアップと制御は同時には出来ない。相手を貴族階級にランクアップさせて、自在に操るには二枚のプロモーションカードが必要だ」

　そう言いながらサウザンドメイズィスは空いた方の手で、半透明な一枚のカードをかざす。

「残念ながら僕の手元にあるプロモーションカードは残り一枚。貴族階級を自在に操るか、誰かをランクアップするか。どちらかしか選せん択たくできない」

「それで私を貴族階級パトリシヤンにランクアップするのだな」

「手が足りないからね。協力して欲しいんだ」

　あっさりとサウザンドメイズィスは認めた。

「お母さまのサテライトは、ホロン体もしくは契約した生物しか使えない。だから僕がサテライトでお母さまの力を使う間、誰かがあの四姉妹から守ってくれないと困る」

「正直、お前はいけ好かない」

　大地ははっきりと言い放った。

「しかしお前の提案は確かに興味深い。結果的に地球人とｂｉｏクラフトが別の道を歩む事が出来るようになるのは確かだ」

「そう、僕もワンダフルプレイスを永遠に放ほう逐ちくできる。地球人にワンダフルプレイスが付いていくけど、僕の計画通りなら彼女はもう何も出来ないはずだ。ワンダフルプレイスにはお母さまのような力はないからね」

「どうする、大地」

　オネストホワールウィンドは契約パートナーに尋たずねた。

「確かに私もサウザンドメイズィスは好かぬ。しかし目的が合がつ致ちしているのも確かだ。そしてこの手段はいつでも出来るというわけではない」

「ああ、そうだな。悩なやましい所だ」

　大地は顎あごの無ぶ精しよう髭ひげをなで回してつぶやいた。

「まぁ、いいさ。これは君たちにあげるよ」

　言うなりサウザンドメイズィスはプロモーションカードを放った。オネストホワールウィンドがそれを受け取るのを見てからサウザンドメイズィスは続けた。

「好きに使って構わないよ。何だったらそれでプロモーションして、僕を倒たおしてもいい。だけどそうしたら、お母さまの力は使えなくなるけどね」

　オネストホワールウィンドは無言で手の中のカードを見つめていたが、やがて何か気づいたように顔を上げて言った。

「我々ｂｉｏクラフトは四という数字を神聖視する。四体の王キング、審しん判ぱんの四姉妹、市民階級プレビシヤンは四ランク」

　突とつ然ぜん、何を言い出すのかと、横にいた大地が怪訝な顔をするが、それに構わずオネストホワールウィンドはサウザンドメイズィスに尋ねた。

「『ビューティフルビジョン』が正四面体。そしてその能力が四回限定。ならばこのプロモーションカードも四枚で一組だったと推測できる。違うか？」

　合が点てんがいったようで大地も首肯する。

「なるほど。一枚は昔トランクルナイトに使い、もう一枚はこの前グリーンデイブレイクに使ったと言ったな。そして一枚、オネストホワールウィンドが現在持っている。つまり、お前がまだ一枚隠しているんじゃないのか。サウザンドメイズィス!?」

「ははははははは！」

　大地の指し摘てきにサウザンドメイズィスは声を上げて笑った。

「もう一枚持っていたら、もっと有効な使い方をするよ。オネストホワールウィンドの指摘通り、プロモーションカードは四枚だ。そしてそれが最後の一枚。……その意味がわかるね、君ならば」

　大地にはサウザンドメイズィスの言わんとする所がさっぱりだった。しかしオネストホワールウィンドは察しが付いたようだ。

「なるほど、そういう事か」

　プロモーションカードを懐ふところにしまいながらオネストホワールウィンドは言った。

「このカード、有効に使わせて貰もらう」

「有り難い。じゃあ僕は行くよ。どうやら『ワンダフルプレイス』が動き出したようだ。文字通りの意味でね。君たちは好きにするといい。僕を助けるならそれもよし、向こうに着くならそれでもよし。君たちが決めるがいいさ」

　そう言うとサウザンドメイズィスは砂浜を歩いていく。やがてその姿は光に包まれ消えていった。

「大地、どうする？　これが最後の確認だ」

　再び頭上へ浮うかぶ正四面体へと目を向けてオネストホワールウィンドは尋ねた。

「サウザンドメイズィスを助ける訳じゃない。たまたま奴やつの目的地と、俺たちの目的地が同じ方向にあっただけだ」

「それは言い訳ではないのか、大地？」

　オネストホワールウィンドにそう聞き返され大地は一時、狼ろう狽ばいする。しかしすぐに答えた。

「いや、違う。信念だ」

「息子と戦う事になるぞ」

「承知の上だ」

「よし」

　オネストホワールウィンドは大地へと視線を戻して肯く。

「分かった。地球人類が少しでも長く存在する為、ｂｉｏクラフトと永遠に袂たもとを分かつ事が出来るよう、私も協力しよう」




「我々の仕事はこれで終わったわけだな。王おう司じ」

　ｂｉｏクラフト形態となった『サスペンデッドレイン』の前方には巨きよ大だいなロングアックス。ジャッジメントモードの『サウザンドメイズィス』だ。そしてさらにその前には、淡く輝く光の壁かべが立ちはだかっている。キング級ｂｉｏクラフト『ビューティフルビジョン』のごく一部。余りにも巨大な為、『サスペンデッドレイン』からは一望できないのである。

「ふぅむ、どうしたものかね」

　制せい御ぎよデッキの内山田は、あぐらをかいて退たい屈くつそうにぼやく。

「どうにもこのままだと僕らは問題の渦か中ちゆうからのけ者にされてしまいそうだね」

「仕方有るまい。もはやＨＥＬＬＯやアミークスもない。一ｂｉｏクラフト、一地球人に出来る事など限られている」

　接続シートからサスペンデッドレインがそう言うが、内山田はそれに答えず何やら思案しているようだ。

　また良からぬ事を企たくらんでいるな。

　サスペンデッドレインは内心そう嘆息していた。そんなサスペンデッドレインの胸中を見み透すかしたように内山田は言った。

「僕はあくまでｂｉｏクラフトと地球人類の行く先が見てみたいだけなんだ。それも自分の目でね」

「見上げた野や次じ馬うま根こん性じようだな」

「ははは、誉ほめても何も出ないからな」

　そんな皮肉が通じる内山田ではない事は、サスペンデッドレインも充じゆう分ぶんに承知している。

「じゃあ行くとしようか。このまま連中に付き合っていても意味はない」

　立ち上がると内山田は言った。

「そうだな」

　行き先は確認しない。サスペンデッドレインも内山田が求めるものは容易に想像が付く。

「問題の渦中へ行くとしよう」




「広大。広海が呼びかけてきています」

「母さんが？　地球からか？」

　地球へ向けて帰き還かんを急ぐ『グロリアスドーン』内で、ティセの報告に広大は驚いていた。広海がキング級ｂｉｏクラフト『ワンダフルプレイス』である事は理解していても、いきなり『グロリアスドーン』へ連絡を寄よ越こすなど、やはりまだ広大にはピンと来ない。戸と惑まどいながら広大は言った。

「ええと、じゃあ通信を……」

「はい」

　接続シートに着いたティセは、例によってパッと両りよう腕うでを広げてみせる。次の瞬間、広大の目の前に広海の立体映像が浮かび上あがった。

「は～～い、広大。迎えに来たわよ♡」

　まるで学校に迎えに来たように広海は言った。

「迎えに来たって、一体……」

「大体、話は聞いているでしょ？　銀河系内にメリグナントクラフトの大群がまた押おし寄よせてきたの。だから逃げて来ちゃった」

「逃げて来ちゃったって……」

「広大」

　接続シートからティセが言ってきた。

「『ワンダフルプレイス』が急速接近中です」

「分かった、『ワンダフ……』。え？」

　広海との話に気を囚とらわれていた広大は危あやうく聞きき逃のがす所だった。接近してくるのは『ワンダフルプレイス』。つまり広海の本体という事だ。

「ちょっと待て。ティセ。『ワンダフルプレイス』という事は……」

「はい、太陽系が接近中です」

　さらりとティセはそう答えた。広大は前方を映し出す立体映像へ目をやる。広所恐きよう怖ふ症しようの広大の為、情報は制限した上で表示してあり、さらに超ちよう光こう速そく走査によるデータを併あわせて表示している。

　そこでは恒こう星せい一つとその周囲を巡めぐる惑星が『グロリアスドーン』へ向かって突き進すすんでくる様が表示されていた。

「ちょ、え……？」

　ティセと契約して以降、ｂｉｏクラフトのスケール感にもそろそろ馴なれてきたと思っていた広大だが、さすがに太陽系が丸ごと向こうからやってくるとは夢にも思わなかった。広大が狼狽うろたえている間にも、見る間に『ワンダフルプレイス』は近づいて来る。

「『ワンダフルプレイス』内に突とつ入にゆうしました」

　すべては超光速で進行している。ティセにそう報告されても、光学走査を元にした映像データでは追い切れない。超光速走査を元にしたデータ画像で、クレストンモードの『グロリアスドーン』が太陽系内へ突入して、地球へ向かっているのが分かる。いや、正確には太陽系そのものである『ワンダフルプレイス』の方から接近してきたのだ。

「メリグナントクラフトは『アブソリュートガーデン』に任せてあるわ。桜子ちゃんもそっちを援えん護ごしている。ノワたちはグリーンデイブレイクを救いたいらしくて……、まぁこっちに来てちょうだい。詳しい説明は家でするわ」

　まるで買い物でも頼むように広海はそう言った。そのわずか十数秒間に『グロリアスドーン』は地球の大たい気き圏けんへ突入、東京上空に移動していた。

「クレストンモード、解除します」

　ティセのその言葉と共に広大の周囲が光に包まれる。足あし下もとにアスファルトの感覚がしたかと思うと、光は消え去り、広大はティセと共に自宅の前に立っていた。

「なんなんだ、一体……」

　広大は嘆息するが、その横にいるティセは空を見上げて両手をぱたぱたさせている。外に出ている近所の人たちも突然、出現した広大とティセには気づかず、ただ不安げに空を見上げているだけだ。

「どうかしたのか？」

　広大はティセや近所の人たちに倣い空を見上げてみた。そろそろ空が暗くなる時間帯。星の瞬またたきが見える頃だ。

　そうか！　空を見上げて広大はティセや近所の人たちの反応に合点がいった。

『ワンダフルプレイス』は銀河系を突っ切り、無数の星々の中を超光速で移動しているのだ。

　地球上からその光景が見えるのである。

　空にはまるで流星雨のように光が流れている。しかし明らかに流星雨とは違ちがう。なにしろ背景でゆったりと動くはずの恒星がない。恒星そのものが動いているのだから当然だ。さらには星雲が見る間に近づき、そして全天を淡く染めたかと思うと、すぐに消え去ってしまう。どうやらどこかのガス星雲を突き抜けたようだ。

「嘘だろう……」

　ｂｉｏクラフト内で同じような光景を何度も目にした広大ですらそうつぶやくしかない。一いつ般ぱんの人となれば想像を絶する光景だろう。

「広大くん、大変な事になったな。一体なにが起きたんだ!?」

　ようやく広大の姿に気づいた近所の人がそう声を掛けてきた。

「ええ、まぁ……」

　広大は曖あい昧まいな返答をするが、ティセは例によってマイペースであった。

「大変な事になりましたね」

　近所の人に手を差し伸べるようにしてそう言った。

「うん、大変だ。一体これからどうなるんだ、まったく！」

「大変ですよ、広大」

「そ、そうだな……」

　とぼけているのか、それとも心底そう思ってるのか。ティセの本音が分からぬまま広大は曖昧に肯いた。

「ＵＮｂＡＲから緊きん急きゆう声明です」

　突然、アナウンサーの声が飛び込んできた。近くで携けい帯たいのワンセグ放送を見ている人がいたようだ。その音声に周囲の人が群がり、ワンセグ、ラジオ対応の携帯を持っている人たちは自分の物を取り出した。

　広大も自分の携帯を取り出し、ワンセグに切り替かえる。

「繰くり返します。ＵＮｂＡＲより全世界の皆みなさまへ緊急声明です」

　画面に出た女性アナウンサーは繰り返した。どうやら全チャンネルで同じ放送が行われているようだ。どこの局も同じ画面になっている。

　画面は切り替わり、ダキラ代表が映る。ＵＮｂＡＲ本部の記者会見場のようだ。周囲にはマスコミの姿も見える。

「現在、太陽系は超光速で銀河系、そして銀河系間空間を飛行中です」

　出し抜けにそう言うが広大の側にいる人たちはもちろん、会場にいるマスコミもすぐには事態が飲み込めず沈ちん黙もくするだけ。

「この現象そのものは、地球人類の存在を脅おびやかすものではありません。但ただし地球人類のあり方に大きな影えい響きようをもたらすのは事実です」

　同時通訳が行われているが、英語に堪たん能のうな広大は、ダキラ代表の言葉が充分に理解できる。しかし話の内容までは、広大といえども即そく座ざには飲み込めなかった。

　そしてカメラはダキラ代表の隣となりに座すわるイモータルヌーンへと移った。

「ＵＮｂＡＲのｂｉｏクラフト側代表としてひと言、申もうし添そえさせていただきます」

　イモータルヌーンは妹たちに見せる茶ちや目めっ気けたっぷりの態度など微み塵じんも感じさせずに言った。

「見上げてください。そこにあるものが真実です」

　広大は言われるままに空を見上げた。周囲にいる人々も同様だ。

　空には無数の星が流れ、そして消えていく。つい数十年前までは、見る事さえ叶かなわなかった、数万、数十万光年彼方かなたの星々の姿がそこにある。

　永遠とも思えた彼方にあった星々。しかしそんな星々と同じ世界に地球があるのも事実なのだ。

　そこにあるものが真実……。

　広大はイモータルヌーンのその言葉を噛かみ締しめた。しかしその時、イモータルヌーンの言葉を台無しにするかのように広海の声が響ひびいた。

「あ～～、広大。何してるのよ、早くしなさい！」

　声がした方へ頭を巡らせると、広海が家の玄げん関かんから顔を出して、広大とティセに手招きをしているではないか。

「なにぼさっとしてるのよ、さっさと家に入りなさい」

「いや、でも……」

　近所の人たちは頭上の光景とＵＮｂＡＲの会見に気を取られて、広大と広海のやり取りには気づかないようだ。

「行きましょう」

　ティセは広大を見上げてそう言うと、返事を待たずに家の玄関へ向かった。







《ＰＨＡＳＥ―０９：０８　復帰～reversion》







　地球という惑星に住む人類と自じ称しようする種が、かつてこうも一いつ斉せいに天を見上げた事があっただろうか。日食、月食、流星雨も天の一角で起きること。該がい当とうする場所以外はまったく影響がない。

　人類が初めて他の天体に立った時も、地球上の多くの人々はその事実すら知らずにいた。

　二十数年前、ｂｉｏビオクラフトが初めて地球を訪おとずれた時もそうだ。関心を寄せ空を見上げた人々は人類の半分にも満たない。

　だが今、地球上の人類のほとんどが空を見上げている。病気、怪け我が、手の放せない業務に携たずさわっており、すぐに空を見上げる事が出来ない人々も、そこに何かが起きているのは人づてに聞いているだろう。

『見上げてください。そこにあるものが真実です』

　すべての人々にＵＮｂＡＲから出されたイモータルヌーンの声明が届いたわけではない。しかし天を見上げる人は、言われずともその真実に気づいていた。

　見上げた先にあるものが真実だという事に。

　星々が流れ、星雲や銀河が現れては消えていく。太陽までもが、その光景を演出するように輝きを抑おさえていたが、星々が織りなすページェントの前では、それを訝いぶかる人も少なかった。

　宇宙はどこかにあるものではない。地球が、人類が、宇宙の中にいるのだ。

　当たり前の事だ。しかしその当たり前の事を真しん摯しに考える人は少なかった。それだけの事だ。




「なるほどねぇ、結局、説得は不調か」

　広こう大だいとティセに紅茶を淹いれながら広ひろ海みは言った。今しがた広大から大だい地ちとの話し合いがどうなったのかを聞いていたのだ。

「もう少し時間があれば良かったんだけど……」

　広大は唇くちびるを噛む。

「もらい物のマーマレードがあるんだけど、ティセは食べるわよね」

「食べます」

　いつもと同じような広海とティセの会話に、広大はいささか拍ひよう子し抜ぬけしたものの、安あん堵ど感を覚えたのも事実だ。

　マーマレードが塗られたクラッカーがテーブルに置かれると、ティセは満足げに両手をリズミカルにぱたぱたさせる。

「それで大地とオネストホワールウィンドはどうするつもりなのかしらねえ」

　ティーカップを傾かたむけながら広海が尋ねるが、広大には答えようがない。

「サウザンドメイズィスに肩かた入いれするとも思えないし、せめて静観してくれた方が……」

「そうねえ。サウザンドメイズィスがなりふり構わない手に出てこられると……」

　珍めずらしく広海は厳しい顔で何事か考え込む。

「それはそうと、母さん。これから太陽系をどこへ持って行くつもりなんだ？　地球人に宇宙全体の構造を見せたいという意図は分かったけど」

　メリグナントクラフトはアブソリュートガーデンやティオが迎撃、ノワたちはグリーンデイブレイクを救出する為、銀河系に残っている。そこまでは聞いたが、ティセと合流しても広海は、太陽系を銀河系へ戻もどすつもりはないようだ。

「今の話も関係してくるけど、サウザンドメイズィスがなりふり構わなくなると、『ビューティフルビジョン』の力を使うでしょうね。そうなると銀河系全体に被ひ害がいが及およぶわ。グレートヴォイドかどこか、周囲数十億光年にまったく生命体が居ない場所へ……」

　その時だ。広海の表情が強こわ張ばる。それに反応したか、ティセの足下にいた猫ねこの『たいよう』が毛を逆立ててうなり声を上げた。

「一体……」

　広大が尋ねても、広海は答えない。ただ何もない空へ語りかけるだけ。

「あんたがサウザンドメイズィス。……それで、彼かの女じよはどうしたの？　お母さま？　あら、生あい憎にくあいつに息子がいたなんて話は聞いた事がないわよ。……ええ、広大とティセもいるわ。そうね、一いつ緒しよに話した方がいいわね」

　広海がそう言った瞬間だ。テーブルの脇わきに立体映像が浮かび上がった。『たいよう』はティセの膝ひざに乗り全身の毛を逆立てて、立体映像へ映る相手にうなり声を上げ始めた。

「お～～、恐こわい恐い。この猫があなたのアペンディックスかい、ワンダフルプレイス？」

　立体映像でそう言うのはサウザンドメイズィスであった。

　座っていた椅い子すから反射的に腰こしを上げかける広大を手で制すると、広海はサウザンドメイズィスへ向かって言った。

「それで、お別れを言いに来たというのはどういう事？　ここまで散々、暴れ回って満足したら手を引こうなんて、殊しゆ勝しようなｂｉｏクラフトじゃないわよね？」

「ははは、まぁそう言う事だね」

　そう言いながらサウザンドメイズィスは広海に向かって片手をかざす。その手のひらの上には正四面体の物体が浮いていた。三面は磨き抜かれたように輝く鏡面であるにも拘かかわらず、ある一面だけが煤すすでもかぶったかのように真っ黒だ。

「『ビューティフルビジョン』のサテライト。やっぱりそれをあなたが……」

　広海はそうつぶやくが、広大は何の事やら分からない。ティセへと目をやるが、小首を傾かしげている所を見ると、やはり分からないようだ。ただティセの膝の上に乗った『たいよう』は一向にうなり声を上げるのを止めない。いやむしろ激しくなっている。

「安定して存続する宇宙の為には、あなたのような『再生』を司るｂｉｏクラフトは邪じや魔まなんだ。ワンダフルプレイス。ｂｉｏクラフトを消しよう滅めつさせる事は出来ない。だけど……」

　勝利を確信したような顔でサウザンドメイズィスは正四面体のサテライトが浮かぶ手を掲かかげる。

「『改革』を司るお母さまのこの力……。かつてメリグナントクラフトを別宇宙に放逐したこの力があれば……」

　その時だ。突然、聞き覚えのある声が響く。響くと言っても空気を媒ばい体たいとした音の形ではない。直接、意識へ語りかけてきた。しかしそれは広大相手ではない。広海へ向けて語りかけてきたのだ。どうやら余りにも強力なパワーで語りかけて来た為、広海の近くにいた広大にも伝わってしまったようだ。

「ワンダフルプレイス！　ビューティフルビジョンのいる場所はここだ！」

　広海とサウザンドメイズィスの間に、突然、光の網あみが現れた。その一角に正四面体のマークが浮かび上がる。

「グレイテストソリチュード！　なぜ介かい入にゆうする、お前は中立のはずだ!!」

　サウザンドメイズィスが色をなして怒いかりを顕あらわにするのは広大も初めて見る。

「ありがとう、グレイテイストソリチュード！　ビューティフルビジョンの懐へ飛び込むわ!!」

　広海がそう言った瞬間だ。二人の間にあった光の網が、正四面体のマークへ向かって見る間に拡大されていく。

「ちっ、余計な事に気を取られて……。そうはさせない、ワンダフルプレイス！　お母さまの所へたどり着く前に、周囲の空間ごとこの宇宙から放逐してやる!!」

　サウザンドメイズィスが掲げた正四面体の、鏡のように輝く面から光が放たれた。それが何を意味しているのか、広大には分からなかった。しかし拡大していく光の網が、その端はしから徐々に削けずり取とられていくのと何か関係があるのは想像が付く。

　光の網を削り取り何かから逃げるように、正四面体のマークを中心に拡大していく映像だが、広大はようやくその正体に気づいた。

　光の網と見えたのは、ごく微び細さいな輝きを放つ粒子から出来ている。一時、それは星かと思えたが、そうではなかったのだ。

　銀河だ。無数の銀河が集まり線となり、光の網となっているのだ。

　宇宙には均一に星や銀河が分布しているわけではない。銀河はフィラメントのように連なり、その間には何もない空間が広がっている。それが宇宙の大構造であり、グレートヴォイドだ。

　どうやら目の前に浮かび上がる映像は、その宇宙の大構造を模式化したもののようだ。すると一辺が軽く数億光年あるという事になる。

　想像しただけで目め眩まいを覚えるが、どうやら今起きている出来事は、数億光年というスケールで進行しているようなのだ。

　光の網、即すなわち無数の銀河を削り取っている何かが先に力ちから尽つきたようだ。徐々にスピードを落としてやがて止まる。一方、正四面体へ向かっての拡大はまったくスピードを落とさない。周囲に見える光の網が、はっきりと銀河と認にん識しきできるようになり、そして星々が見分けられるようになる。

　色いろ鮮あざやかなガス星雲の中に浮かび上がる正四面体。それはもう何かを示すマークではない。そこに確かにある物。

「お久しぶりね、ビューティフルビジョン。ご挨あい拶さつもなしなんて、いつからあなた、そんな礼れい儀ぎ知らずになったのかしら？」

　広海がそう挑ちよう発はつしても答えはない。代わりにサウザンドメイズィスが口を開く。

「お母さまは、あなた方と話す意思はないそうだ。それにしてもグレイテストソリチュード。あなたがちょっかいを出だしてくるとは予想外でしたよ」

「私の中立は、あくまで『ワンダフルプレイス』の再生に関してのみ。審判の四姉妹が、再生を認めた以上、私はそれを守るように行動しても問題はないはずだ。本当の貴族ではない、君には分からなかっただろうがね」

　間ま違ちがいない。炉ろ座銀河団で接せつ触しよくした『グレイテストソリチュード』の『声』だ。一時、冷静さを取り戻したかに見えたサウザンドメイズィスだが、『グレイテストソリチュード』の指摘に唇を噛む。

「まあいい」

　内心の憤ふん懣まんを押さえ込むようにサウザンドメイズィスは言った。

「まだお母さまの力は二回使える。ワンダフルプレイス、あなたから離はなれる事が出来れば、すぐにまた使うまでさ」

　そう言うサウザンドメイズィスが掲げる正四面体のサテライト、つい先程まではその一面だけが真っ黒だったはずだ。しかし今は二面が真っ黒になっているではないか。

「それじゃ少し時間稼かせぎさせて貰うよ。大おお空ぞら広大」

　やにわに広大の方へ向き直るとサウザンドメイズィスは言った。

「お母さまの中で君のお父さん、大空大地が君を待っている」

「何だって!?」

　突然、サウザンドメイズィスの口から出た父の名に広大は驚きよう愕がくする。

「彼かれは不器用で融ゆう通ずうが利きかないからね。もちろん僕の仲間ではない。しかし今は実利を優先したようだ。僕の計画に賛同してくれている。この計画を完かん遂すいするまでは、運命共同体ってものだ」

「なんだ、お前の計画というのは!?」

　憤いきどおる広大にサウザンドメイズィスは逆にいつもの調子を取り戻したようだ。意地の悪い笑みを浮かべて答えた。

「見て分からなかったかい？　お母さまは宇宙の一部を切り取り、別の宇宙とする事が出来る。君たち地球人の為に、別の宇宙を作ってやろうとしているだけだ。そこで地球人は永遠にｂｉｏクラフトと離れて暮らせばいい。これなら両方とも納なつ得とくできるでしょ」

「サウザンドメイズィスとやら。それはもともとメリグナントクラフトを放逐する為の力だ。現に過去に一度、そうして使っている。他の知性体を排はい除じよする為のものではない」

『グレイテストソリチュード』はたしなめるようにいうが、サウザンドメイズィスは平然として答える。

「宇宙の安定した存続には必要なんだよ。なぜならこのまま知性体が進化すると、宇宙そのもののあり方さえ変えてしまう。それは防がなければ……」

「駄だ目めです、いけません」

　いままで沈黙を守っていたティセがやにわに口を挟はさんだ。サウザンドメイズィスの営えい巣そうへ向かって、手を差し伸べるいつもの仕草でティセは言った。

「世界には真に安定した存在などありません。あらゆるものは常に動き、姿を変えていくものです。安定した存在は何も生み出しません。そこで終わりです。あなたはそれでもいいのですか、サウザンドメイズィス」

　サウザンドメイズィスはそんなティセを、一時、怒ど気きをはらんだ瞳ひとみで見つめる。一方のティセも一向に怯ひるまず、ただ穏おだやかな碧あおい瞳で見返しているだけ。

「構わないよ」

　いささか投げやりな口調でサウザンドメイズィスはそう言った。

「そうですか、それは残念です」

　ティセはそうとしか言わなかった。

「さて、それじゃお終しまいだ。少しばかり予定が狂くるったけど、結局、同じ事になるだけさ。さよなら、『ワンダフルプレイス』。他の宇宙に行っても元気でね」

　サウザンドメイズィスはそう言い残して一方的に通信を切り立体映像も消えた。

「母さん、今サウザンドメイズィスが言っていた事って……」

　口を開き掛かけた広海に代わり、『グレイテストソリチュード』の声が伝わってきた。

「それについては私から説明しよう。大空広大。あのサウザンドメイズィスと名乗るｂｉｏクラフトが言ったように、『ビューティフルビジョン』は宇宙の一角を切り取り、他の宇宙とする能力がある」

「子宇宙、孫宇宙というものね。そうなるとｂｉｏクラフトであっても、元の宇宙へ戻るわけには行かなくなるの」

　広海がそう補足するが、スケールが大きすぎて広大には今ひとつ実感が伴ともなわない。

「昔『ビューティフルビジョン』はその力を使って、メリグナントクラフトの大部分を他の宇宙へ放逐したのよ。それと同じ事を今、私にやろうとしているわけ」

「具体的にどうなるのか、何かピンと来ないんだけど……。そうなったら地球はどうなるんだ？」

「地球そのものは大して変化がない。大空広大。ただし地球、いや『ワンダフルプレイス』が存在する子宇宙の寿命が大おお幅はばに短くなってしまうのだよ。そうだな、せいぜい数億年という所だろうか」

「数億年？」

『グレイテストソリチュード』の説明に広大はどう反応して分からない。

「宇宙もずっと狭せまくなってしまうからね。場合によっては私だけ……、というか太陽系外の星がなくなってしまうかも知れないわ」

　広海のその説明で徐々に広大も事の次し第だいが飲み込めてきた。空を見上げてもろくに星が見えない。ｂｉｏクラフトで宇宙に行っても、向かうべき先が存在しない。そこにあるのは太陽と地球、他の惑わく星せいだけ。

　閉じた世界。

　自分たち以外は何も存在しない世界。

　先程のティセの言葉ではないが、そこで終わりの世界なのだ。

「それは……、嫌いやだ」

　広大は自分でも気づかぬうちに拳こぶしを握にぎりしめていた。

「なぜ親おや父じがそんな事に賛同したのか。それも嫌だ……」

「広大」

　広海は広大の間近に歩み寄り、そっと抱だき寄せた。

「御ご免めんなさい。あなたを騙だまし続けたばかりか、大地をかたくなにさせてしまった。それは私の責任よ。こればかりは、後こう悔かいしているわ」

「いいんだ、母さん」

　素直にその言葉が出てくる。

「もういいのよ。あなたの母親は大空七なな海みという人。私はあなたを騙していただけの女よ」

「七海という人は確かに俺の母さんかも知れない。でもあなたも俺の母さんなのは事実だ。それだけだよ。母さん」

　広海は何も言わずに広大を抱きしめた。

「『ワンダフルプレイス』。それほど時間の猶ゆう予よはないぞ」

　しばしの後、『グレイテストソリチュード』が言った。

「『ビューティフルビジョン』があの力を使えるのは四回。すでに二回使っているので、残り二回分残している。サウザンドメイズィスも慎しん重ちようになるだろうが、今のうちに何とかしないとまずい。あの力は連続しては使えないから、止めるなら今がチャンスだ」

「そうね。逃にげられると厄やつ介かいだわ」

　広海は広大から身を離して言った。

「宇宙を切り取る力を使った直後は自由に動けぬはずだ。しかしあやつ自身が言ったように、大空広大の父がいるのも間違いなく時間稼ぎ。一方的に仕し掛かけるわけにはいかないからな」

「そうね……」

　広海は逡しゆん巡じゆんしたように目を伏ふせる。そんな広海に広大は言った。

「言ってくるよ、母さん」

「広大？」

　心配そうに顔を上げる広海を元気づけるように広大は言った。

「大だい丈じよう夫ぶだ。父さんとちゃんと話す。それでもし駄目なようなら……」

「駄目なようなら……？」

　問い返す広海に広大は拳を上げ、笑いながら答えた。

「力づくでも言って聞かせる！」

　そんな広大の横でティセはパッと両手を広げた。

「それは素す晴ばらしいですね」

「素晴らしいかどうかはともかく分かりやすいのは事実だな」

　ティセに向かって広大も笑いを返した。

「まったく、この子ったら」

　広海は笑い、そして続けた。

「分かったわ。なるべく『ビューティフルビジョン』に接近する。『アブソリュートガーデン』にも、向こうが片付いたらすぐに駆かけつけて貰うわ。イモータルヌーンにも連れん絡らくはしておくわ」

「ありがとう、じゃ行ってくるよ。母さん。行こう、ティセ」

「行きましょう」

　まるで学校へ行くかのようにそう言う広大に、ティセも当たり前のようにいつもの仕草で答えた。




「『旋回すジヤイレーシる花園ヨンガーデン』をくらえ!!　ドリルは素晴らしい！　素晴らしいものだ～～!!　わははははは!!」

『アブソリュートガーデン』から離れた光の円えん錐すい形けいは銀河系に侵しん入にゆうしてきたメリグナントクラフトの群を次々と薙なぎ倒していく。

「キング級ｂｉｏクラフトというから、もっと威い厳げんがあるかと思っていたら……。なにか幻げん滅めつしちゃうわね」

　ジャッジメントモードになった『トランクルナイト』の制御デッキで桜さくら子こは嘆息する。

「こうなると『ワンダフルプレイス』の正体も気になるわね」

　桜子はそうつぶやく。今のところ『ワンダフルプレイス』が広海である事を知っているのは、広大とティセ、そしてアーネチカとヒュージン、イモータルヌーンとダキラ代表。あとは『アブソリュートガーデン』やＵＮｂＡＲ上層部のごく一部だけ。桜子やティオにはまだ知らされていない。

「別に私は知りたくもないけどね」

　接続シートに着いたティオは少しふて腐くされたようにそう言うと桜子に向き直った。

「ねえ、桜子。いつまでこんな雑ざ魚こ相手にしてなきゃならないの？　『グリーンデイブレイク』を倒しちゃったら、メリグナントクラフトはこれ以上寄ってこないんでしょう？」

　倒しても倒しても、次から次へと銀河系に侵入してくるメリグナントクラフトに、さすがのティオも音を上げたようだ。先程から幾いく度ども『宵闇の斉唱ナイトユニゾン』を繰り出しているが、押し寄せるメリグナントクラフトは一向に減る様子はない。

『トランクルナイト』はもちろん、『アブソリュートガーデン』もその気になれば、局所銀河団を壊かい滅めつさせるほどの攻こう撃げきを繰り出すことも出来る。しかし銀河系にはｂｉｏクラフトにより地球人が移住した惑星が残されている。太陽系が移動したからといって、銀河系を壊滅させるような真ま似ねは出来ないのだ。

「『グリーンデイブレイク』に関しては、ノワやアンリたちに任せましょう。味方に引き込めるなら、それに越こしたことはないわ」

「でも……」

　ティオがそう言いかけた時だ。『アブソリュートガーデン』の声が響いた。

「何をしている『トランクルナイト』！　メリグナントクラフトの群が突とつ破ぱしたぞ！」

　一いつ瞬しゆん、気を抜いた隙すきに、メリグナントクラフトの群が『トランクルナイト』が受け持っていた空域をすり抜けていったようだ。太陽系は銀河系から避ひ難なんしているが、地球人が植民している惑星へ向かわれると被害が生じる。

「ティオ！」

「分かってる、任せて」

　しかしそんな二人の会話に割り込んできたものがいた。

「いやいや、桜子ちゃん。こっちはうちらに任せるっスよ！」

「そうそう、ここはツインドライブシュートの出番っすヨ！」

　聞き覚えのある声だ。

「藍あお留るさんに朱あか璃りさん？　一体どうして……」

　それほど親しくない事もあり、未いまだに桜子にはどちらがどちらなのか区別が付かない。しかし通信を開き、立体映像に浮かび上がったのは、確かに下しも条じよう姉妹の二人だったのだ。

「どうもこうもないっス！　うちらも契けい約やくしたっス!!」

「させられたっす……」

　うんざりとした顔のクイックストーンが映像に割り込んできた。

「あはははは、ざまあないわね」

「うるさい、このゴスロリ！」

　からかうティオにクイックストーンは向きになって噛みつく。

「え～～と、お一人はクイックストーンという事でいいけど、あと一人は……」

　双ふた子ごの区別が付かない桜子は適当に言葉を濁にごして尋ねた。

「みさきさんっすヨ！」

　ＵＮｂＡＲ特別分室で簡単には紹しよう介かいされていた。ルーク級ｂｉｏクラフト『ペインシェントケープ』こと巻まき瀬せみさきが映像に顔を出す。

「あの、よろしくお願いします」

　みさきは少し遠えん慮りよがちにそう言った。

「兵ひよう衛えさんに後うしろ崎ざきさん、それに下条さん……。なんかもうなし崩くずしね。頭が痛くなるわ……」

　思わずこめかみを押さえる桜子に、再び『アブソリュートガーデン』が叫さけぶ。

「おいおい、何をしている。『トランクルナイト』。このままでは植民惑星を発見されるぞ！」

「うちに任せるっス！　アブトロニクスのおじさん！」

「ツインドライブシュート、行くっすヨ！　みさきさん！」

「そのアブ何とか言うのは一体何だ！」

「あのツインドライブとは一体……」

　戸惑う『アブソリュートガーデン』とみさきに向かって双子は声を合わせて答えた。

「ノリっすよ。ノリ!!」




「月光三兄きよう妹だいは無事に『グリーンデイブレイク』に侵入できたようですね」

　接続シートのサイレントカレントはそう言った。

「うむ。まずは順調だな」

　制御デッキの兵衛は四本衝角ドリルのサテライトを手に肯く。

「クレケンスとプレーナをメリグナントクラフトのままにしておいたのは正解だったようです。二人がｂｉｏクラフト化したノワ・ルーナを間にして、無事に『グリーンデイブレイク』に接近できましたからね」

「あとは、アンリ先生がグリーンデイブレイクと契約する時間を稼ぐだけか」

　そう言うと兵衛は自分の周囲へ浮かぶ立体映像へ目をやる。そこでは無数のメリグナントクラフトが、サルベーションモードの『グリーンデイブレイク』に接近しすぎたｂｉｏクラフト『サイレントカレント』に向かって押し寄せている様が映し出されていた。

「少々、数が多いようですね」

「うむ、腕うでが鳴るな」

　サイレントカレントと兵衛は笑えみを交わす。

「しかしこうなるともう少し剣けん道どうをやっておけば良かったと思うな」

　サテライトに目をやる兵衛にサイレントカレントは言った。

「人間の反射神経、運動神経がそのまま伝わりますから、それほど気に病やむことはありません。試ためしてみますか？」

「うむ。行ってみるか」




「陽動を引き受けてくれた『サイレントカレント』には感謝しないといけませんね。周囲の戦せん闘とうに気を取られていて、殿でん下かも我々の接近には気付かなかったようです」

　ノワはパートナーとなった孝たか郎おと同乗しているアンリに向かってそう言った。

「しっかし殺風景だな。メリグナントクラフトの中というのは……」

　アンリは愛用の棒を抱かかえたまま、立体映像に映る周囲の光景を見てそうぼやく。周囲は外の宇宙空間と変わらぬ暗黒。時折、小しよう惑わく星せい、微び惑わく星せいが浮いている姿が目に入る程度だ。

「大気は有るんだろうな、ノワ。宇宙服の用意なんてしてないぞ」

「それに関しては問題ありません。制御デッキの周囲には大気があるはずです」

　その時だ。声が響いた。

「お前たちは何者だ。何をしにきた」

　グリーンデイブレイクの声だ。しかし抑よく揚ようを感じさせない声、そして映像も送られてこない。

「クレケンス、頼たのむ」

　立体映像の向こうでクレケンスは肯き、グリーンデイブレイクに答えた。

「兄、ノワ・ルーナが裏切り、ｂｉｏクラフト化しました。俺おれと妹のプレーナはそれを許す事が出来ず、兄を連れて殿下の元へはせ参じて来ました」

「わ、私もですの。グリーンデイブレイク殿下と一緒にまた戦いと思って帰ってきたんですの。今までは兄ノワの裏切りに付き合わされていただけですの」

　クレケンスとプレーナが予あらかじめ打ち合わせた通りに答える。

「そうか……」

　ようやく映像にグリーンデイブレイクが映った。しかし声と同様、様子が変だ。額には脂あぶら汗あせが浮かび、必死に何かへ抵てい抗こうしているようである。

「ならば……、私がノワ・ルーナをメリグナントクラフトへ戻してやろう。私の元へ連れてくるがいい……」

　そう言うなりグリーンデイブレイクの映像は消えた。代わりにサルベーションモードの『グリーンデイブレイク』内を表示する映像が浮かび上がり、そこにグリーンの光点が瞬いた。何分、天文単位というスケールだが、それでも場所は近そうだ。

「普ふ通つうの状態では無さそうだな」

　アンリの言葉にノワも肯く。

「プロモーションの効果に抵抗しているのかも知れません」

「あの～～、それでこのまま接近してしまっていいんですか？」

　制御デッキの上から孝郎がおそるおそるそう言ってきた。

「そうだな、俺だけ降ろして後崎は帰ってもいいぞ」

　からかい半分でそう言ったアンリに、孝郎は真顔になって答えた。

「いや、行きます！　行かせて貰います！　貴た風かぜさんや広大、みんなが頑がん張ばっているんですから、俺もやります！」

「よし、上出来だ。飴あめをあげよう」

　そう言うなりアンリはベルトに挿さしてあったロリポップキャンデーを孝郎に放った。

「お前もどうだ、ノワ？」

「遠慮してさせていただく。飴を咥くわえて殿下の前に出るわけにもいくまい」

「まぁ、それもそうか」

　アンリは包みを剥むきかけたロリポップキャンデーをベルトに戻した。




　サルベーションモードとなった『グリーンデイブレイク』内の一角。映像で表示された場所だけが、実際にグリーンの光で包まれていた。大気と重力があることを確かく認にんすると、クレケンスとプレーナは、ｂｉｏクラフト化したノワを挟んで降下。そのままグリーンデイブレイクの元へと向かった。

　そのままホロン体となった月光三兄妹と、アンリ、孝郎はグリーンデイブレイクの前に立った。

「その……、地球人はなんだ？」

　指さすグリーンデイブレイクの左手には、サテッレスでもあるガントレットがはめ込まれていた。

　やはりグリーンデイブレイクはノワが指摘したように、プロモーションの支配に抵抗しているようだ。言葉も切れ切れで、身体のこなしもぎくしゃくしている。しかし自分の意思で行動できないのも確か。プロモーションによりサウザンドメイズィスの意のままに動くしか出来ない状態だ。

「ええと、こいつはノワの兄貴と契約した野や郎ろうで……」

「どうも」

　クレケンスの説明に孝郎は会え釈しやくしてみせる。

「……馬ば鹿か野や郎ろう、もうちょっと真しん剣けんにやれ！　真剣に!!」

「んな事、言われてもどうやっていいのか」

　声を潜ひそめて孝郎と言い争いをするクレケンスの脇を抜けて、グリーンデイブレイクはその相手に歩み寄る。

「お前ではない……。その、男だ」

　アンリである。

「見覚えがある……。お前、確か『ステディレクブレイション』のパートナー……、だったな？」

「おやおや、お見知りおきいただき幸いです。グリーンデイブレイク殿下」

　冗じよう談だんめかしてそう言うアンリを、クレケンスとプレーナに挟まれたノワは不ふ機き嫌げんそうに横目で睨にらみ付つけた。

「知っているぞ……。メリグナントクラフトのサテッレスに契約の意思を持って触ふれると、ｂｉｏクラフト化して契約成立となる……」

　ガントレット型のサテッレスを填はめた左手で額を抑え、よろめきながらもグリーンデイブレイクはそう言った。

「知っているなら話は早い」

　アンリは身構える。

「あんたを解放させて貰うぜ。グリーンデイブレイク!!」

「殿下、失敬！」

　ノワのかけ声と共にクレケンス、プレーナもサテッレスを呼び出し、グリーンデイブレイクを押さえ込もうとする。

「下がれ！」

　しかしグリーンデイブレイクが一いつ喝かつするや、周囲の地面からチェーンソーのような物体が現れ、三兄妹をあっという間に叩たたき伏せる。

「こっちにも都合があるんだ！　契約して貰うぜ、殿下!!」

　アンリは手にした棒をグリーンデイブレイクへ向けて振ふり抜いた。

「笑しよう止し！」

　ガントレットを填めた左手を振り抜くや、アンリの周囲へチェーンソーが殺さつ到とうする。

「ちっ！」

　さすがのアンリも足を止めざる得ない。そのアンリの横からチェーンソーへ突とつ進しんする人ひと影かげがあった。

「おりゃあああ～～!!」

「後崎!!」

　孝郎である。孝郎がノワのサテライトを手にチェーンソーを薙ぎ払はらおうとしているではないか。

「やめろ、後崎孝郎。サテライトが破は壊かいされると、お前と私の契約が自動的に破は棄きされる」

　倒れたままでノワがそう忠告するが孝郎は聞き入れない。

「どうせ試しにやった契約でしょ！　ここで破棄したって惜おしくはないです!!　アンリ先生、さぁ早く!!」

「後崎！　……分かった!!」

　アンリは愛用の棒を構えなおした。それを見て身構えるグリーンデイブレイクにノワが叫んだ。

「グリーンデイブレイク殿下！　お気を確かに!!　殿下が心の底ではサウザンドメイズィスを信じておられなかったのは承知しております!!」

　その声でグリーンデイブレイクは一瞬、身を強張らせる。それに呼応するかのように周囲のチェーンソーも動きを止めた。

「行くぜ、ビュート!!」

　アンリはかつての契約ｂｉｏクラフトの名と共に愛用の棒をグリーンデイブレイクにたたき込んだ。

「螺ら旋せん衝！」

　グリーンデイブレイクは胸にアンリの棒を受け、そのままもんどり打ってひっくり返りそうになる。アンリは慌あわててその左手に自分の手を伸のばした。

　グリーンデイブレイクのサテッレスをアンリが握りしめる。

「どうだ、アンリ・ウー!?」

　ノワが立ち上がり尋ねた。

「分からねえ、でもこれで駄目なら……」

　アンリは後の言葉を飲み込んだ。しかし次の瞬しゆん間かん、周囲にあったチェーンソーが砕くだけ消えていく。

　それだけではない。

　グリーンデイブレイクが立っていた制御デッキを中心に、見る間に光が広がって行くではないか。サルベーションモードのメリグナントクラフト『グリーンデイブレイク』内を充みたしていた暗黒と真空は徐じよ々じよに失うせていく。その代わりに光と大気、そして重力がその内部に満ち始めていた。

「契約、出来たのか……」

　グリーンデイブレイクの左手を握ったままでアンリは周囲を見回してそうつぶやく。その手を強く握り返すものがいた。

「契けい約やく完かん了りようだ……。アンリ・ウー」

　グリーンデイブレイクである。

　サテッレスからサテライトに変わったガントレットから、砕けた半はん透とう明めいのカードが落ちる。




　空を流れる星々はまばらになりかけていた。しかし突然、星の動きがぴたりと止まるなり、一瞬、オーロラのような輝かがやきに充たされる。それが収まったかと思うと、今度は浮かび上がるようにガス星雲が地球の空を支配する。

　多くの人には何が起きているのか分からないだろう。しかしｂｉｏパートナーには分かる。太陽系そのものが超ちよう光こう速そくで移動しているのだ。そして今、頭上で起きている現象は、厳密に言うと数時間前に起きたこと。動いているのは地球だけではなく太陽系そのもの。だから太陽系内に入ってきた光が地球まで届く間の時差があるのだ。

「恵けい子こ」

　ロッジのベランダで空を見上げていた恵子に呼びかけるものがいた。

「お父さん」

　恵子の父、靖やす男おである。靖男は娘むすめの隣となりに立ち、空を見上げる。

「凄すごい事になってるね。お父さんは何が起きてるんだかさっぱりだ」

「……うん」

　恵子は胸の前で何かを抱きしめたまま曖昧に返答する。

　親子の間でしばし沈黙が流れた。その沈黙に耐たえかねたように恵子は尋ねた。

「あのね、お父さん。一つ聞かせて。広海さんの事、どう思っていたの？」

「広海さんかい……」

　靖男は頭を掻かく。

「そうだね。美人だし、気だてはいいし。素す敵てきな人だと思っていた……」

「……だよね」

　恵子は力なく肯うなずく。

「だけど恵子。お父さんがずっと愛していたのは、お母さんだけだったんだ。色々とあって離ればなれになってしまったけど、お父さんはお母さんのことだけをずっと思っていた。だから今、お母さんと一緒に暮らせるようになったのは幸せだよ」

　靖男はそう言うと娘の肩かたに手を置く。

「だからお前にも幸せになって欲ほしい……」

「わ、私は……」

　恵子は顔を上げ何事か言いかける。しかし父はそれを制して言った。

「お前は本当に好きな人の側に居なきゃいけない。もうお父さんに付いてくることはないんだよ」

　その言葉に恵子は父を見上げる。そんな娘を父は抱きしめた。

「今まで本当にありがとう。そしてこれからもよろしく頼む。そして幸せになりなさい。精せい一いつ杯ぱいにね……」

「お父さん、お父さん……！」

　恵子は泣きじゃくりながら父にしがみついた。

「お爺じいさんやお母さんには、私からなんとか言っておく。行きなさい、恵子。お前が本当に好きな人の、好きな人たちの所へ……」

「……うん、分かった。ちょっと、行ってくるね。お父さん……！」

　恵子は涙なみだをぬぐいロッジのベランダから飛び降りた。

「お～～い、みんなこっちに来てくれ！」

　恵子を行かせる為に、靖男は見けん当とう違ちがいな方向を指さして警備員に声をかけた。恵子は胸に抱いていたｂｉｏカードを手に取り、そこに向かって叫んだ。

「アイシャ！　アイシャ、聞いてる!!　今からそっちに行く。いや、そうじゃなくて。御免ね。だから迎むかえに来て……！　アイシャ!!」

「恵子ですか？」
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　すぐにアイシャの声が返ってくる。

「すいません、いま私はかなり遠い場所にいるので手が離せません。しかし……」

　アイシャが言い終える前に動きがあった。空に浮かぶガス星雲を突然、何かの影かげが覆おおい尽つくしたのだ。

　二本衝角のルーク級ｂｉｏクラフト。それは光に包まれて地上へと降下する。光が消えるとその後に二人の人影が現れた。

「ようやく決心が付いたか。待ちくたびれたぞ」

　そう言うのはラヴィーであった。

「姫ひめさまったら、置いて行かれたので拗すねていらっしゃるのですよ」

「べ、別に私は拗ねてなどいない!!」

　ラヴィーはいつものように足をドンドンと踏ふみならしてヴィーアに抗こう議ぎする。いつもの見慣れた光景に恵子は安心したように笑い、目め尻じりの端に残っていた涙をぬぐう。

「行くぞ、高たか科しな恵子！」

　ラヴィーは恵子へ手を差さし伸べる。

「みんなの所へ!!」







《ＰＨＡＳＥ―０９：０９　迷路と迷宮～Maze & Labyrinth》







　ここ日本でも天空には巨大なガス星雲が浮かび上がっていた。見たこともない星空、見たこともない世界。

　しかし確かにそこにある世界。それが今、頭上に広がっていた。

　静しず花かは自分の部屋のベランダに出て天を見上げていた。

「ｂｉｏビオクラフトだ！」

　父、伊い佐さ武むは呪じゆ詛そのようにその名前を吐はく。

「ｂｉｏクラフトさえ来なければ、こんな事にはならなかったのだ！　静花、お前にはそれが分からんわけではないだろう」

「お父さま……」

　静花は天を見上げたままで言った。

「ｂｉｏクラフトが来ようと来まいと、頭上に広がるあの世界は確かにあったんです。私はティルと一緒に、みんなと一緒に色々な世界を見てきました。だから驚おどろきはしません。むしろうれしくさえ思います」

「うれしい？」

　娘の言葉に伊佐武は訝しげな顔をする。

「はい」

　微ほほ笑えみと共に静花は父へと頭を巡らせた。

「お父さまにもこの世界を見ていただけた事がうれしいんです」

「この世界か……」

　娘の言葉に伊佐武は再び空を見上げる。

「お父さまは私に素敵なお部屋を用意してくださいました。でもそれはお屋や敷しきの中にある小さなお部屋でしかないんです。外にはずっとずっと広くて大きな世界が広がっているというのに、私は窓からそれを眺ながめている事しか出来なかった……」

「……それは分かっている。正直、可哀かわい想そうだと思った事もある」

　しばしの沈ちん思しの後に伊佐武は言った。

「しかし静花、それもみんなお前の事を思ってやった事だ。決してお前が憎にくかったわけではない」

「もちろん、それは分かっています。お父さま」

　静花は再び父親へ向き直る。

「でも私は小さなお部屋の外にある世界を見てしまったんです」

　伊佐武は娘の顔をしばしの間、無言で見つめていた。そして再び天へと目を向ける。

「何もかも、私には分からない事ばかりだ。ｂｉｏクラフトが来なければ、こんな事にはならなかった……」

　静花は無言のまま父に倣ならい天を仰あおぐ。娘と共に地球上空に見える星雲を見上げながら伊佐武は続けた。

「小さな部屋に閉じこもっていたのは私なのかも知れない。だが私にとってはそれが世界のすべてだったのだよ。それは事実だ、静花」

　そう言うと伊佐武はスーツのポケットから静花とティルを繋つなぐｂｉｏカードを取り出した。

「だから今度はお前が私に世界を見せておくれ。静花」

「はい」

　静花はそっとｂｉｏカードを受け取る。

「ティル、聞いてる？　ティル」

「静花!!」

　すぐにｂｉｏカードから声が響いてきた。

「静花、大丈夫？　どうしたの!?」

「すぐに迎えに来て。何かが起きているのでしょう？　今すぐ状じよう況きようを知りたいの」

「分かった、すぐに行くよ!!」

　ティルがそう答えた瞬間だ。屋敷を囲む生いけ垣がきの間近から、突とつ然ぜん、光が立ち上る。それはあっという間に見上げる程になり、光の中から直立するハンマーが現れた。

『アウグストダスク』クレストンモードだ。

「行こう、静花!!」




「アンリ・ウーと『グリーンデイブレイク』が契約した事に、銀河系に侵入していたメリグナントクラフトは統制を失い大半は逃とう走そう。しかし一部はまだ銀河系内に残っており、『グリーンデイブレイク』が中心となり掃そう討とう作戦を実行中」

　ＵＮｂＡＲ本部の代表室でイモータルヌーンはダキラ代表にそう報告していた。そして少し表情をゆるめて付け加える。

「結果的にはお母さまが正しかった事になりますか」

「まぁそういう事になるわね」

　ダキラ代表も笑みを返した。イモータルヌーンも肯き報告を続ける。

「『アブソリュートガーデン』は現在、全速でこちらへ向かっている最中です。『トランクルナイト』もそれに同行しているとの事です」

「そう、これで全員揃そろうわね」

　ダキラ代表の言葉にイモータルヌーンは怪け訝げんな顔をする。そんなイモータルヌーンにダキラ代表は答えた。

「東京から連絡が入ったわ。『アウグストダスク』も前線へ復帰。現在、特別分室で事情の説明を受けているそうよ」

「そうですか」

　イモータルヌーンの表情が和なごむ。

「これで三人揃った事になりますね」

「いいえ、違うわ。ティラ」

　ダキラ代表は言った。

「四人よ。あなたたちは四姉妹じゃないの」

　そういうとダキラ代表はイモータルヌーンが普ふ段だんから使っているデスクへと視線を巡らせる。そこにはティセから送られたマスコットがあった。あさがお、ひるがお、ゆうがお、よるがおの四姉妹セット。イモータルヌーンが持っているのはひるがお。デスクの隅すみにさりげなく、しかしいつでも目に付くような場所に置かれていたのだ。

「行ってらっしゃい、ティラ」

　ダキラ代表は言った。

「私はあなたに色々と助けて貰ったわ。今回くらいは、あなたの為に何かしてあげたいの。行ってらっしゃい、ティラ。妹たちの所へ……」

　イモータルヌーンはデスクに座ったままのダキラ代表を当とう惑わくした顔で見つめるだけだった。

　やがてその面がほころぶ。

「ジャクリーン、本当に……」

　そんなイモータルヌーンにダキラ代表は繰り返かえす。

「行ってらっしゃい」




「不思議だな」

　広こう大だいがそう言うと、接続シートのティセも両手をぱたぱたさせて繰り返す。

「不思議ですね。不思議、不思議」

『グロリアスドーン』はジャッジメントモードとなって、『ビューティフルビジョン』へ接近中。周囲にはガス星雲が渦うず巻まいているが、ほとんどは空くう虚きよな空間が広がっている。

　しかし広大は不思議と広所恐きよう怖ふ症しように悩なやまされる事がなかった。心理的な影えい響きようが大きいとはいえ、こんなにもあっさりと克こく服ふくできるとは広大自身も意外に思う。

「まったく恐いとは思わない……」

　広大はそうつぶやいた。

　父と、そしてサウザンドメイズィスを前にした高こう揚よう感がそうさせているのだろうか。あるいはどこか心の奥おく底そこで、広所恐怖症の原因を克服していたのかも知れない。

　いずれにせよ今のこの状態が長く続くとも思えない。決着を付けるならなるべく早い方がいい。

　広大は立体映像に浮かぶ正四面体を見つめながらそう思う。

「お姉ちゃん！」

　やにわにティルの声が響いた。背後にあるのは小さな光点。地球が巡っている太陽だ。この距きよ離りからだと、地球そのものは見て取れない。

『グロリアスドーン』と地球の間にやにわに閃せん光こうが走る。それは見る間に周囲の空間を圧倒していき、やがてその中から巨きよ大だいなハンマーが現れた。

『アウグストダスク』ジャッジメントモードだ。

「お姉ちゃん、静花が帰ってきたよ！」

　立体映像に映るなり、喜色満面でティルがそう報告して来た。

「遅おくれて申し訳ありません。大おお空ぞらさん」

　ティルに続いて静花もそう言ってきた。そんな二人にティセは満足げにリズミカルに両手をぱたぱたさせた。

「いや、今からでも充じゆう分ぶんだよ。ありがとう」

　広大がそう言うと静花は少し頬ほおを赤らめて目をそらせた。

「感動のご対面は済んだかしら？　いつまでも茶番をやっているわけにもいかないでしょ」

　その声と共に『グロリアスドーン』『アウグストダスク』の側に、大おお津つ波なみのように光の粒りゆう子しが湧わき上あがる。その中から現れたのはジャッジメントモードの『トランクルナイト』。

「『ナイトユニゾン』で直接、空間を切きり裂さいて移動するなんて事が出来たのね」

　立体映像に映るなり桜さくら子こがティオにそう言うのが聞こえてきた。

「やったのは初めてよ。出来るんじゃないかとは思っていたけど、今まで試す機会がなかっただけ」

「まったく」

　そう言うティオに桜子は呆あきれた顔をしてみせる。

「向こうは済んだのか、桜子ちゃん」

「だからちゃんというのは……。まぁいいです」

　桜子は黒くろ髪かみを掻き上げてから広大に答えた。

「『グリーンデイブレイク』とアンリが契約したので、おおよそ決着はつきました。私たちは『アブソリュートガーデン』に送ってきてもらったんですが、遅おそくなりそうなので途と中ちゆうから今言ったように『ナイトユニゾン』を使って駆けつけて来ただけです」

「駆けつけてきただけって、急せかしたのは桜子じゃないの」

　横から口を挟むティオを睨み付けてから桜子は続けた。

「『アブソリュートガーデン』はもうすぐ到とう着ちやくするわ。アイシャも一緒よ。高たか科しなさんから連絡があったようだから、一いつ旦たん、地球へ寄ってから来る事になると思う」

「そうか……、それは良かったな」

　安あん堵どの表情を浮かべる広大に、ティセも両手をぱたぱたさせて応こたえる。

「良かったですね」

「でもまぁ、まだ最後の大物が残っているな」

　広大はそうつぶやくと立体映像に浮かぶ正四面体へ視線を戻した。

「どうする？　一いつ斉せいに三人で一気に始末を付ける？」

　ティオがそう言うが、広大は頭を振る。

「いいや。『ビューティフルビジョン』の中には親父がいるんだ。まず親父と話を付ける」

「お父さんですか……」

　静花はそうつぶやき、意を決したように顔を上げる。

「分かりました。私とティルは、大空さんとティセの援えん護ごをします」

「そうね。私とティオもサポートに回るわ。でも余よ裕ゆうはないわ。いざとなったら、中で何が起きていようとも、『ビューティフルビジョン』へ仕掛けるわ。分かっているわね」

「ああ、分かってる」

　広大は桜子に肯き返した。

　ティセは接続シートに着いたまま、先さき程ほどからずっとリズミカルに両手をぱたぱたさせている。ぱたぱたのリズムから察してかなり上じよう機き嫌げんのようだ。妹二人が来てくれた事を喜んでいるようだ。

「……なにか様子が変だぞ」

　その時だ。広大は『ビューティフルビジョン』周辺に違い和わ感かんを覚えた。ティセも気がついたようだ。

「拡大してみます」

　すぐに映像が拡大された。大きな障害にはなっていないが、やはり広所恐怖症は少しは残っているようだ。広大は奈な落らくに真っ逆さまに落ちていくような錯さつ覚かくに陥おちいる。しかしそれも一瞬の事。すぐに気を取り直して広大は違和感の正体に注意を凝こらす。

「メリグナントクラフト!?」

　そう、メリグナントクラフトだ。無数のメリグナントクラフトが、『ビューティフルビジョン』の内部から現れて来るではないか。メリグナントクラフトの中には巨大ガス惑星、あるいは天文単位クラスのものいる。

「どういう事なのよ？　どうしてキング級ｂｉｏクラフトの中からメリグナントクラフトが出てくるの」

　銀河系でメリグナントクラフトの大群を追おい払ってきたばかりの桜子はうんざりとした顔でそう言った。

　その時、聞き覚えのある声が響いた。

「『ビューティフルビジョン』は『改革』を司つかさどる王キング。しかし『ビューティフルビジョン』は『改革』を求める余り、立ち入ってはいけない領分にまで踏み込んでしまったのでしょう」

「イモータルヌーン!?」

　広大は小さな光点になってる太陽の方へ向き直る。ジャッジメントモードの『アウグストダスク』が現れたのと同じように、何もない空間から輝きが満ちあふれていき、その中から何かが出現する。

　それは巨大なロングボウとしか表現のしようがないものだ。無論、ジャッジメントモードの『グロリアスドーン』から見ても巨大なものである、数天文単位あるのは間違いない。無論、普通の光学映像では全容を一望できない。超光速走査のデータを元に表示されている立体映像だから分かる程の巨大さなのだ。そうなればその正体は自おのずと察せられようなものだ。

「これが『イモータルヌーン』のジャッジメントモード!?」

　広大のその言葉に応えるように、通信用の立体映像にイモータルヌーンの姿が映る。

「なにしに来たのよ！」

　さっそくティオが噛みつく。

「妹たちが勢せい揃ぞろいしているのですから、姉として見過ごすわけにもいかないでしょう？」

　そう言うとイモータルヌーンはにこにこと笑い、指先にかけた何かをかざしてみせる。それはティセが遊園地で買ってイモータルヌーンに送った四姉妹のマスコット。ひるがおのものだった。

　接続シートのティセはきょとんとした様子でイモータルヌーンを見つめている。それはティルやティオも同じ。二人ともティセから送られたマスコットを持っているのだ。

　しばし身じろぎもせずにイモータルヌーンを見つめていたティセだが、やがてものすごい勢いで両手をぱたぱたさせ始めた。どうやらティセなりに喜びを表現しているようである。

　もっとも妹二人は複雑なようである。

　ティルはふくれっ面つらをしてイモータルヌーンを睨み付けているだけ。横では静花が懸けん命めいに取りなそうとしているが成果は上がってないようだ。

　ティオはむっとしてそっぽを向く。桜子は呆れた顔で嘆たん息そくするだけだ。

　それでもイモータルヌーンは妹たちの反応に好こう感かん触しよくを得たようだ。調子に乗って言った。

「ついでにお姉ちゃんって呼んでくれるとうれしいんだけどなあ♡」

　ぱたっと手を下ろすとティセは即そく座ざに答えた。

「いやです」

　ティル、ティオも続く。

「いやだもん」

「いやよ」

「うう、お姉ちゃん。哀かなしい……」

　イモータルヌーンはわざとらしくしなを作って泣く真似をしてみせた。

「あの～～、それで何をしにいらっしゃったんですか。イモータルヌーン」

　呆あつ気けにとられていた広大は我に返りそう尋たずねた。

「そうね。今の話の続きだけど……」

　イモータルヌーンはマスコットをしまい、すぐに真顔へ戻る。この変わり身の早さには何度遭そう遇ぐうしても広大は馴なれる事が出来ない。

「『ビューティフルビジョン』は『変革』を司る王キング。彼女は『変革』を模も索さくする余り、立ち入ってはいけない領分、メリグナントクラフトの存在そのものに関かかわってしまったのでしょう」

「メリグナントクラフトの存在？」

「はい」

　イモータルヌーンは広大に肯く。

「お話ししたようにｂｉｏクラフトはメリグナントクラフトから生まれました。しかしメリグナントクラフトが何から生まれたのか誰だれも知りません。『ビューティフルビジョン』はそこに何かの『変革』の鍵かぎがあると思ったのかも知れません」

「それでメリグナントクラフトを取り込んだ……」

「そうでしょうね。しかし『ビューティフルビジョン』は行動に制約があるようです。逆にメリグナントクラフトから利用されているのかも知れません」

　その答えに広大は頭を掻く。

「これは厄やつ介かいだな」

「気にする事はありません。大空広大。私たち姉妹があなたとティセと援護します」

「勝手に決めないでよ！」

　イモータルヌーンの言葉にティオが憤ふん然ぜんとして言い返した。

「ティオ、じゃああなたはどうしてここにいるの？」

「わ、私は……。ほら、何て言うか……。桜子が付いてきただけだから……」

　しどろもどろになるティオに桜子が助け船を出す。

「はいはい、じゃあ私たちは大空さんをサポートするわ。それでいいんでしょ」

　桜子が嘆息と共にそう言った。

「桜子がそう言うんなら、私は付いていくまでよ」

　そう言うティオを見て静花は笑みを浮うかべ、まだふくれっ面のティルに向かって声をかける。

「ティル、じゃあ私たちも大空さんとティセの援護に回りましょう」

「うん、分かった！」

　イモータルヌーンに対している時とは裏腹の朗ほがらかな笑え顔がおでティルは静花に答えた。

「あ～～、信しん頼らいされなくて、お姉ちゃん哀しいわぁ」

　露ろ骨こつなくらいの白々しさでそうぼやくイモータルヌーンに、ティセは両手を激しくパタパタさせて抗議の意を示す。

「とにかく、急ぎましょう。メリグナントクラフトが接近してきます」

　これ以上、この四姉妹を放置していたら一向に話が進まない。それを危き惧ぐした広大がそう促うながす。

「ええ、そうね」

　またもやイモータルヌーンは瞬しゆん時じに真顔に戻ると言った。

「そろそろ『アブソリュートガーデン』も到着するはずです。大空広大、ティセ。『ビューティフルビジョン』へ向かって下さい。お父さんと会う事も重要ですが、サウザンドメイズィスが『ビューティフルビジョン』の力を使うのも阻そ止ししなければなりません」

「分かりました」

　広大がそう答えるとティセも続く。

「行きましょう、広大」




「審しん判ぱんの四姉妹、そろい踏ぶみか。いやはや壮そう観かんだねえ、どうだい。オネストホワールウィンド、大空大だい地ち」

「どうもこうもない」

　大地がサウザンドメイズィスに答えた。

「俺はお前の策には乗ったが、お前を信用したわけではない。要するにお前が宇宙を地球人の為ために分ぶん割かつしてくれるのを見み極きわめるのが目的だ。協力はするが同志ではない。それを忘れるな」

「はいはい、分かりました」

　サウザンドメイズィスは肩をすくめた。彼が居るのは『ビューティフルビジョン』内にある巨大な空間のほぼ中央。そこに位置する惑星だ。直径十数キロと小惑星ほどの大きさしかないのに、地球と同じくらいの重力を持ち大気もある。しかしその表面は見み渡わたす限りの荒こう野や。

「姉妹が接近してくる。こちらのメリグナントクラフトは虎とらの子だからね。無む尽じん蔵ぞうには使えない。頼んだよ。オネストホワールウィンド」

「頼まれたわけではない。自分と大地の意思で動くまでだ」

　立体映像の向こう側からオネストホワールウィンドが言ってきた。

「はいはい、分かりました。それじゃお好きにどうぞ」

　オネストホワールウィンドと大地を映し出していた立体映像はそのまま消えた。

「さて……」

　サウザンドメイズィスは手に『ビューティフルビジョン』のサテライトを持ったまま振り返る。その視線の先には異様な物体が浮かんでいた。

「まだパワーは回復してないようですね。お母さま。いずれにせよ宇宙を分割する力はあと二回しか使えない。慎しん重ちようにいかなくては……」




　小惑星、惑星規模のメリグナントクラフトも、天文単位の規模を誇ほこるジャッジメントモードの四姉妹から見れば砂粒つぶに過ぎない。『イモータルヌーン』『グロリアスドーン』『アウグストダスク』『トランクルナイト』は、文字通り雲うん霞かの如く押おし寄よせてくるメリグナントクラフトを薙なぎ倒して『ビューティフルビジョン』へ迫せまる。

「大空広大、ティセ。『アブソリュートガーデン』が到着しました。これでこちらがかなり有利になります。『ビューティフルビジョン』へ突とつ入にゆうしてお父さんと接触して下さい」

　イモータルヌーンがそう言ってきた。

「ありがとう、イモータルヌーン。それじゃ……」

　広大は目の前に浮かぶ巨大な水面のような『ビューティフルビジョン』へと頭を巡めぐらせる。その時だ。静かな水面を揺ゆらして何かが『グロリアスドーン』へと突進して来るではないか。

「貴族パトリシヤンクラス？　『サウザンドメイズィス』じゃないぞ!?」

　ジャッジメントモードの『サウザンドメイズィス』はロングアックス型。しかし『ビューティフルビジョン』から姿を現した貴族クラスのｂｉｏクラフトはそれとは似ても似つかない。むしろ長ちよう剣けん型。『グロリアスドーン』と似た形状をしているのだ。

「あれはなんだ、ティセ？」

「分かりません」

　接続シートのティセも当惑したように両手をぱたぱたさせるだけだ。

「イモータルヌーン！」

　もしかしたらイモータルヌーンなら何か分かるかも知れない。そう思い声をかけた広大だが、返答が来る前にその可能性に思い至った。

　プロモーションか！

　貴族クラスｂｉｏクラフトを自由に操あやつり、市民クラスｂｉｏクラフトを貴族クラスにランクアップする。サウザンドメイズィスはそのプロモーションカードを四枚所有していた。一枚は過去に『トランクルナイト』に使い、もう一枚は『グリーンデイブレイク』に使った。あと二枚残っているはずなのだ。

　イモータルヌーンもすぐに同じ結論に至った。

「おそらく市民クラスのｂｉｏクラフトをプロモーション化したのだと……。そうなると……」

　大地が『ビューティフルビジョン』にいるとなると、自ずとその結論は出そうなものだ。

「まさか……！」

　突然、現れた長剣型ｂｉｏクラフトは、周囲のメリグナントクラフトを薙ぎ倒して『グロリアスドーン』へ突っ込んでくる。広大は慌ててジャッジメントモードになった『グロリアスドーン』のサテライトを構え直して、その突進を受け止めた。

　全長一天文単位を超こえる巨大な長剣型ｂｉｏクラフト同士の激げき突とつに周囲の真空さえ震ふるえたようだ。

「広大！」

　案の定、その声が響ひびいた。

「ここに来たと言う事は、おおよそ事情は分かっているという事だな!!」

　立体映像に映るなり大地がそう言ってきた。その手には長剣型のサテライトが握られていた。間違いない、この長剣型ｂｉｏクラフトはプロモーション化された『オネストホワールウィンド』だ。

「親父！」

　広大はサテライトを振り抜ぬいて言った。

「ああ、事情は分かってるさ!!　この宇宙を、世界を分断させない為に来た！」

「いいだろう」

　大地もサテライトを構え直す。

「それでこそ、俺の息子むすこだ！　お前をそこまで育ててくれた事、それだけはあの女には感謝しておこう。しかしそれとこれとは別だ!!」

「別じゃない！」

　広大も父に倣いサテライトを構える。

「どうして地球人の、人間の可能性を勝手に決めるんだ！」

「まだ分からんのか！　可能性は無限ではない！　現実的にものを考える事も必要なのだ！」

　大地がサテライトを振り抜くと同時に、ジャッジメントモードになった『オネストホワールウィンド』も超光速で襲おそいかかる。もっとも大地の動きは予測できるから、『オネストホワールウィンド』が超光速でその刃やいばを向けてきても対応は可能だ。広大は『オネストホワールウィンド』の刃を避さけ、代わりに『グロリアスドーン』の切っ先を突つきつけようとした。

「じゃあ親おや父じはそうすればいい！　子供を縛しばり付けるな!!」

「それが親の愛情だと何な故ぜ分からない!!」

「分かっている！」

　一気にサテライトを突きつけ広大は叫んだ。

「分かっているからこそ言うんだ！　必要なのは縛り付ける事じゃない、信じる事だって！」

「勝手な事を……！」

　親子は、そして『グロリアスドーン』と『オネストホワールウィンド』は数天文単位を置いてにらみ合う。その時、双そう方ほうの間に小さな影が、二体の貴族クラスからすれば取るに足らないほど小さな影が割り込んできたのだ。

「広大！　遅れて御免！」

　声が響くなり恵けい子この立体映像が浮かぶ。

「恵子!?　お父さんの方は……」

「うん、大丈夫！　っていうか、行ってこいって言われちゃった」

　そう言って舌を出してみせる恵子はいつもの表情に戻っていた。広大が安堵する間もなく恵子は言った。

「アイシャがオネストホワールウィンドに何か言いたいって聞かないもんだから……」

　恵子が言い終える前にアイシャの声が響く。

「オネストホワールウィンド！　聞いてください!!」




「ノーブルウィンドか!?」

　接続シートに着いたオネストホワールウィンドが動どう揺ようするのが大地にも分かった。大地は一旦サテライトを下げ、そして広大に目配せする。さすがは親子と言うべきか、広大も父の言わんとする所はすぐに理解してサテライトを下げた。

「すまない」

　肩ごしに大地へ一いち瞥べつをくれると、オネストホワールウィンドはアイシャに向かって言った。

「前にも言ったはずだ。ノーブルウィンド。ｂｉｏクラフトと地球人は同じ道を歩む事は出来ない。だから私たちはサウザンドメイズィスの提案を受け入れた。地球人が住むべき宇宙を永遠に切り離せば、メリグナントクラフトからの脅きよう威いからも逃のがれられる」

「分かりました。それはあなたの意思としてうかがっておきます」

　アイシャは固い口調でそう言った。

「でも私は違ちがいます！　私たちは違うんです！　この子たちは自分の意思で、この世界と、この宇宙と共に生きていこうと決めたんです。せめてそれを認めてやってくれませんか……。スウォード！」

「私をまだその名で呼ぶのか、アイシャ……」

　一時、オネストホワールウィンドは沈ちん黙もくする。大地はその拳こぶしが握りしめられ、震えるのを見み逃のがさなかった。

「オネストホワールウィンド……」

　大地がそう声をかけた時だ。

「ＯＫ、ありがとう。もう充分だ」

　やにわにサウザンドメイズィスの声が響いた。

「お母さまのパワーが充分に満ちた。また宇宙を分割する力が使える。少し距離を置こう。付いてくるならどうぞ。オネストホワールウィンド、大空大地」

　声だけでそう言うとサウザンドメイズィスからの通信はすぐに切れる。

「戻もどるぞ、オネストホワールウィンド。奴やつが本当にやり遂とげるかどうか、それを確かめないといけない！」

　大地の声にオネストホワールウィンドも我に返る。

「分かった。奴は信用ならない。我々が側に居て見届けないとな」

　言うなりオネストホワールウィンドはｂｉｏクラフト形態の本体を『ビューティフルビジョン』へと向けた。




「待て！」

　広大は叫び『オネストホワールウィンド』を追う。二振りの巨大な長剣は正四面体をした『ビューティフルビジョン』の中へ飛び込んでいった。そして次の瞬間、『ビューティフルビジョン』は虹にじ色いろの閃光となって消える。超光速で移動を始めたのだ。

「追うわよ！」

　桜子が叫ぶ。『トランクルナイト』の他、『イモータルヌーン』『アウグストダスク』が追つい跡せき体勢に入ろうとした時だ。突然、その脇わきを巨大なガントレットが駆け抜け、『ビューティフルビジョン』を追いかけにかかった。

「お～～し、なんとかクライマックスには間に合ったようだな！」

　アンリの声が響いた。すぐにグリーンデイブレイクの声が続いた。

「すぐに追跡にかかる！」




　他の貴族クラスｂｉｏクラフトと同様、『ビューティフルビジョン』内も見渡す限りの空間が広がっていた。突入したはいいが、広大とティセは『オネストホワールウィンド』やサウザンドメイズィスの行き先が分からない。何しろ恒こう星せい系が丸ごと一つはいる大きさで、中には複数の恒星と、無数の惑星が浮いているのだ。

「片かたっ端ぱしから当たるとしても時間がないな……」

　広大は唇くちびるを噛かむ。ティルやティオ、そしてアイシャたちは『ビューティフルビジョン』へ突入するのが遅れたようだ。あとから付いてくる様子はない。恐おそらく今いま頃ごろは『ワンダフルプレイス』や『アブソリュートガーデン』と共に『ビューティフルビジョン』を追跡しているのだろう。

　せめてティルやティオがいれば……。そう悔くやみ唇を噛む広大の目の前で、やにわにティセが両手を激しくばたばたさせはじめた。

「どうした、ティセ？」

　広大が尋ねるとティセは向き直る。

「通信が入りました。内うち山やま田だ先生です」

「王子さま先生？」

　思わぬところで意外な名前が出てきた事に広大も当惑を隠かくせない。

「とにかく繋いでみてくれ」

「やぁやぁ、大空くん。元気そうで何よりだ」

　立体映像に内山田王おう司じの姿が映る。いつものように飄ひよう々ひようとしてつかみ所のない所も変わらない。

「こんなところで何をしているんですか？」

　裏切り行こう為いの事もある。広大は慎重にそう尋ねた。広大の言葉に刺とげがあるのを察したのか、内山田は両手を挙げて見せた。

「まぁまぁ、落ち着きたまえ。大空くん。こちらとしては君たちに敵かなうわけもないんだからね」

　ティセが周囲の光景を立体映像に映す。どうやら内山田の乗った『サスペンデッドレイン』はすぐ間近に接近してきているようだ。

「君のお父さんとサウザンドメイズィスなら、『ビューティフルビジョン』のほぼ中央にある惑わく星せいにいるよ。こんな事もあろうかと思って『ビューティフルビジョン』の中に忍しのび込んでおいて正解だった」

　そう言われてすぐに内山田を信じる広大ではない。

「それがどうかしましたか？」

「つれないなぁ、大空くん。ちょっとは教師の事を信用してくれないか」

　へらへらと笑う内山田だが、その間にティセは言われた場所をチェックしていた。確かにそこには惑星がある。人やｂｉｏクラフトがいるかどうかは分からないが、ティセは何か気付いたようだ。

「広大」

　ティセは振り返ると言った。

「内山田先生の言う事は正しいと思います。その位置に惑星があります。またすぐ近くに何か正体不明の物体が存在しています」

　無言で自分の方へ視線を戻す広大に内山田は慌てて頭を振る。

「いやいや、騙だましちゃいないよ。今さら僕ぼくがサウザンドメイズィスに従う理由もないし、向こうも僕らごときを利用する理由もない」

　嘆息して広大はまた尋ねた。

「内山田先生、結局、あなたは何をしたかったんですか？」

「僕かい？」

　内山田は制せい御ぎよデッキにあぐらを掻くとしたり顔で答える。

「差し詰ずめ真実の探求者かな？」

　文句を言いかけた広大を制して内山田は続けた。

「あ～～、そう怒おこるな。大空くん。当事者である君たちが怒るのも分かるよ。でもね、僕はただ興味があっただけなんだ。自ら望んで進化の袋小路ふくろこうじに張り込んだｂｉｏクラフトと、これからどう進むべきか迷っている人類との関わり合あいにね」

「だからといって他人の信頼を勝手に裏切ってもいいというんですか？」

　広大の怒ど気きをいなすように内山田は頭を下げ手を合わせた。

「いや、悪いとは思ってる。この通りだ。でも遅かれ早はやかれ、こうなる運命。だったら自分の目で見てみたいと思うだろう？　その為にはちょっとばかり、策を仕組んでもいいじゃないか。違うか？」

「分かりました」

「分かってくれたか！」

　広大はあきれ果てたように言った。

「結局、王子さま先生は愉ゆ快かい犯はんの野や次じ馬うまなんですね」

　その指し摘てきに内山田は指を鳴らす。

「その通りだ！」




「さすがは俺の息子だな」

　にやりと笑って大地は言った。

「しつこくて諦あきらめの悪い所はそっくりだ」

　ｂｉｏクラフト形態を解除した『グロリアスドーン』から、ティセと共にその惑星へ降り立った広大は、父を見つめて言った。

「母さんにそう伝えておくよ」

　その言葉に大地は眉まゆをひそめたものの、口を開こうとはしなかった。

　惑星の表面は見渡す限りの荒野。目の前に立つ大地とオネストホワールウィンドの向こうにサウザンドメイズィスが居るのは確かだ。

「まだサウザンドメイズィスは『ビューティフルビジョン』の力を使っていないんだろう？　それならそこを退いてくれ。俺はあいつを止めなきゃならないんだ」

「大地……」

　横に控ひかえていたオネストホワールウィンドが前に出ようとするが、大地はそれを制して広大へ向かって言った。

「いいだろう。それならば俺はお前を止めなければならない」

「まだ言うのか！　どうして分かってくれないんだ！」

　サテライトを構える父に向かって広大は叫んだ。

「分かってくれないだと？」

　にやりと笑って大地は長剣型のサテライトを構え直す。

「子供から分かってくれと言われて、はいそうですかと答える親がいるか！」

　その言葉でオネストホワールウィンドは大地の意思が理解できたようだ。口元を隠すマフラーの下で笑みを浮かべて少し下がる。

「ならばお前の力で俺を分からせてみろ、広大！」

「そういう事か……」

　広大はサテライトを握にぎる手に力を込める。

「じゃあ行くぞ、親父！」

「来い、広大！　言っておくが俺は不器用だからな、手加減なんて真ま似ねは出来ないぞ！」

「それはお互たがい様さまだ!!」

　広大と大地が振り抜いたサテライトが激突する。お互い勢いに弾はじかれて一歩下がる。しかし広大はすぐに体勢を立て直して、大地のサテライトへ向けて一いち撃げきをくれようとする。

「なかなか筋がいい！　剣けん道どうでもやっていたか？」

　大地は広大の一撃を躱かわして言った。

「子供の頃ころにちょっとな！　今はやってない」

　そう答え広大は再びサテライトを振るう。

「なるほどな！　途中で止めるのはお父さん、感心しないぞ!!」

「こんな時に何を！」

　からかわれたと思い、広大は力任せにサテライトを振り抜く。

「感情的になるな、広大！　一時の感情に身を任せると、自分を滅ほろぼす!!」

　大地の言葉に広大は我に返り、さっと一歩引く。もしもこのまま突っ込んでいれば、大地のなすがままだったろう。

「よし、それでいい」

　大地はにんまりとして笑う。

「しかしだからと言って、お前の言う事を聞くわけではない!!」

　一いつ瞬しゆん、油断した広大へ大地はサテライトを振るった。

　思い出せ、広大！　アンリや兵ひよう衛えと特訓したじゃないか。サウザンドメイズィスよりははるかに強敵だが、それでも二人相手よりはまだ楽なはずだ。

　大地のサテライトが広大の持つそれをかする。サテライトが破は壊かいされれば契約は解除されてしまう。

　そうだ。

　広大は思いを巡らせる。

　このサテライトは自分とティセを繋ぐもの。そしてその繋がりから生まれたすべてを繋ぐものなのだ。

　壊こわさせるわけにはいかない！

　突とつ進しんしてくる大地に向かって広大も突っ込んでいった。一瞬、その勢いに大地が怯ひるむ。それが狙ねらいだった。

　広大は全身の力を込め、大地の持つサテライトを下から突き上げた。

「むぅ!?」

　余りの衝しよう撃げきに大地は自分のサテライトを取り落としてしまう。オネストホワールウィンドのサテライトは宙へと飛び回転しながら荒野に落ちた。それも広大のすぐ横だ。大地が飛びつこうとしても、広大が自分のサテライトを振るう方が早い。

　大地は一時、息子を見み据すえていたが、やがて荒野にあぐらを掻き大たい笑しようした。

「わははははははは!!」

　大地のその反応に広大はぽかんとするだけ。そしてティセは何事かとその場を右往左往するだけだ。それでも大地は笑う事を止めない。

　しばし大笑してから大地はようやく口を開いた。

「好きにしろ。広大。サテライトを破壊するなり、サウザンドメイズィスを止めるなりな」

「親父のサテライトは破壊しない。オネストホワールウィンドとの契約もそのままにしておく」

　広大は落ち着いた様子でそう言った。

「親父には親父の考えがあるんだろう？　俺は別にそれでいい。ただ問答無用に他のみんなを巻き込むならまた止めるだけだ」

　そう言いながら広大はあぐらを掻いた大地の脇を通り歩き出だす。

「それでいいのか？」

　息子が横を通る時、大地はそう尋ねた。

「あんた、俺おれの親父だろう？」

　背中を向けたままでそう答えた広大に、大地は驚きを隠せなかった。しかしそんな父に構わず息子はその先へと歩み去ってしまう。ティセはとたとたとその後を追いかけて行った。

「ふふふ……」

　広大とティセを見送ると、大地は含ふくみ笑わらいを洩もらした。

「満足したか、大空大地？」

　歩み寄ってきたオネストホワールウィンドがそう尋ねるが、大地はその問には直接、自分の頭を掻いて見せた。

「ふふふ、まったく。ざまあねえな、俺は……」




「もうちょっと、頑がん張ばってくれると思ったんだけどね」

　サウザンドメイズィスはやってきた広大とティセの方へ向き直るとそう声をかけた。しかし広大はサウザンドメイズィスが前にしている異様な物体に目を取られていた。

「なんだ、これは……」

『ビューティフルビジョン』本体、そのサテライトと同じ正四面体。大きさは人の背せ丈たけよりやや大きい程度。ただし正確には完全に正四面体とは言い難がたい。その表面にはメリグナントクラフトのチェーンソーが無数に絡からみついているのだ。

「お母さまのホロン体だよ。イモータルヌーンやワンダフルプレイスからどう言われたのか分からないけど、お母さまはメリグナントクラフトを完全に制御しようとしていた。そうする事により、宇宙を完全に安定した状態にしようとしたんだ」

　サウザンドメイズィスは左手に『ビューティフルビジョン』の正四面体型、右手にロングアックス型のサテライトをそれぞれ持ち、広大の方へ近づいてくる。

「大方、ホロン体だったら僕に勝てると思ったんだろう？　だから君のお父さんを引き込んだ。かなり疲つかれているようだけど、それでも僕に勝てるかい？」

「勝てます」

　広大の代わりにティセが答えた。

「広大は勝てます。みんながついています」

　正面からすっとサウザンドメイズィスを見据えてティセは言った。それに応じるように広大もサテライトを構え直す。

「いいでしょ。じゃあ試ためしてみようか！」

　言うなりサウザンドメイズィスはロングアックス型のサテライトを振るった。

　いける、大だい丈じよう夫ぶだ！　広大は確信を持った。確かに大地との戦いで疲れは残っている。しかしあとは目の前のサウザンドメイズィスを倒せばいい。それにアンリの見立て通り、サウザンドメイズィスの身のこなしは甘あまい。疲れ切っている広大でも容易に見切れる程だ。

「はぁッ！」

　気合いと共に広大はサテライトを振るう。その勢いに押されてサウザンドメイズィスは一歩二歩と後退していく。広大も疲れ切っているが、サウザンドメイズィスの方も左手に『ビューティフルビジョン』のサテライトを持ったままだ。浮いてるように見えるが、手の上から落とすわけにもいかないらしく、懸命に姿勢を保ったまま広大の攻こう撃げきを避け続けている。

「お～～、恐こわい恐い……」

　サウザンドメイズィスは慌てて飛とび退のき嗤わらう。

「まぁ僕としては別に力づくで君たちを排はい除じよしなくてもいいんだ。ちょっとばかり時間をさえ貰もらえればそれでいい」

　サテライトを構え直した広大は、ふと頭上に何かの気配を感じる。横ではティセが頭上を見上げて激しく両手をばたばたさせているではないか。サウザンドメイズィスから目を離すのはまずいと分かっていても、広大は頭上を見上げざるを得なかった。

「なに!?」

　全容を一望する事は出来ない。何か巨大な影が自分たちの方へ向かって、天から舞まい降おりてくるところだ。

「そうだ、僕のジャッジメントモードとなったｂｉｏクラフト本体だ」

　サウザンドメイズィスは勝かち誇ったように言った。

「少しばかり時間を稼かせぐだけだ。殺しはしない。この惑星ごと、君たちを……」

　しかしサウザンドメイズィスの安堵も長くは続かなかった。すぐにその面が強こわ張ばる。

「なに？　『グリーンデイブレイク』!?」




「間かん一いつ髪ぱつだったのか!?」

　アンリは左手にガントレット型のサテライトを填はめたままそう言った。

「そのようだな」

　接続シートのグリーンデイブレイクが答える。二人が前にしている立体映像では周辺空域の模式図が表示されている。巨大なガントレットがロングアックスを握りしめている映像だ。サウザンドメイズィスが広大の居る惑星の上に落とそうとした所を『グリーンデイブレイク』が辛かろうじて防いだのだ。

「しかしまぁ、このガントレット型のサテライトってのは使いにくいな」

　ジャッジメントモードとなった『サウザンドメイズィス』をそのまま握りつぶそうとしながらアンリはぼやく。

「そうか、馴れろ。それだけだ」

　グリーンデイブレイクはにやりと笑ってそう言うだけ。

「生あい憎にく、俺、右みぎ利ききなんだよなあ」

　もう一度、そうぼやくとアンリは真顔に戻り言った。




「広大！　ｂｉｏクラフト形態はこのままぶっつぶす！　お前も奴のサテライトを破壊しろ!!」

　広大の持つサテライトからアンリの声が響いた。言われるまでもない。広大はサテライトを振り上げサウザンドメイズィスへ飛びかかる。サウザンドメイズィスの方も覚かく悟ごを決めたようだ。『ビューティフルビジョン』のサテライトを投げ捨て、ロングアックスを両手で握り広大へと襲いかかった。

　一いつ閃せん。

　広大のサテライトがサウザンドメイズィスのロングアックスを切断した。それとほぼ同時に、頭上では『グリーンデイブレイク』がｂｉｏクラフト形態の『サウザンドメイズィス』を握りつぶしていた。

　サウザンドメイズィスのホロン体は力なく荒野に倒れ、サテライトと頭上のｂｉｏクラフト形態は光の粒子となって消えていく。消えていくサウザンドメイズィスのサテライトへ目をやった広大は驚きを隠せなかった。そこには割れた半はん透とう明めいのカードと消えていく一本衝角ドリルのサテライトがあるだけだったのだ。半透明のカードはイモータルヌーンが見せてくれた、使用済みのプロモーションカードそのものだ。

「お前……」

　広大は光の粒子となって消えていくサウザンドメイズィスのホロン体へ振り返る。誰もサウザンドメイズィスなる貴族クラスのｂｉｏクラフトを知らなかった。ポーン級からプロモーションされていたと考えれば確かに合が点てんがいく。

「まぁそういう事だ」

　すでに身体の半分が光の粒子となった状態でサウザンドメイズィスは広大の言葉に答える。

「今回は僕の負けだ。しかしｂｉｏクラフトは消しよう滅めつしない。僕自身はポーン級だ。百年もしないうちに復活する。その時、またお母さまを捜さがし出してやり直すさ」

「もうプロモーションは出来ないだろう？」
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「そうだね。残念だ。君たちを救えなくて、残念だよ」

　何か悟さとりきった顔でサウザンドメイズィスは言った。

「ｂｉｏビオクラフトは永遠に存在する為、自ら好んで進化の袋小路に入った。じゃあ君たちはこれからどうするんだい？　このままだと行く当てもない迷路メイズに入り込んでしまったようなものだ。僕はその運命から君たちを救いたかっただけなのに……」

「サウザンドメイズィス。それは違う」

　妙みように確信めいた口調でそう言う広大に、サウザンドメイズィスは顔を上げる。

「確かに行く当てはない。でもそれは決して迷路じゃない。必ず出口はあるはずだ。俺たちが入り込んだのは迷路じゃなくて迷宮ラビリンスだと信じている」

「面おも白しろいな君は……」

　サウザンドメイズィスは笑った。

「僕が復活した時には、君のような事を言える人間に会いたいものだ……」

　その言葉が終わる頃は、広大の目の前も、そして頭上も、ただ光の粒子が舞い踊おどっているだけになっていた。

　ティセは金色の髪かみをなびかせ何も言わず両手を広げ、その光を掻かき抱いだこうとしていた。







《ＰＨＡＳＥ―０９：１０　黎明の夢～the dream of dawn》







「海」

「海だね」

「海ね」

　姉妹は砂すな浜はまに並んで目の前に広がる大おお海うな原ばらを見つめていた。

「海は具体的に広いですね」

「広いね」

「広いわね」

　そしてティセ、ティル、ティオの三姉妹は顔を見合わせ肯うなずき合う。

「お姉ちゃんは去年、太平洋に勝てるような気がしました」

「太平洋に!?」

「太平洋なのね」

　妹たちの反応に、ティセは得意げに両手をパタパタさせた。

「ティル、ティオも太平洋に負けてはいけません」

「負けないよー！」

「負けるわけにはいかないわね」

　うんうんと何度もティセは肯き、そして海へと視線を戻す。

「それでは行きましょう」

「行くよー！」

「行ってやらない事もないわよ」

　ティセがまっさきに走り出し、ティル、ティオも続く。ティセは引く波を一心不乱に追いかけていく。そしてこれ以上、波が引かない辺りを見み極きわめ、足を止めるとまるで海を挑ちよう発はつするかのように、激しく両手をぱたぱたさせる。そして波が寄せてくると、くるりときびすを返して浜の方へ向かうのである。そして波が寄せてくる限界を見極め、足を止めると、また海の方へ振り返り、両手をパタパタさせるのだ。

　どうやらこれがティセと太平洋の戦いらしい。

　一方、ティルは真正面から波へ駆かけ込こんでいき、全身ずぶ濡ぬれになりながらも、歓かん声せいを上げていた。ティオはというと、二人の姉と一緒に威い勢せい良く砂浜に降りたものの、なかなか波打ち際には近づかない。寄せてくる波にちょこっと足を浸つけては、あわてて引き返すというのを繰くり返している。

「なあ、広こう大だい。あいつら何してるんだ？」

　アンリが怪け訝げんな顔をするのも無理はないだろう。

「さぁ？」

「ティセさまは昔から波と追いかけっこするのが好きですからね」

　苦笑いで首を傾かしげる広大に代わりアイシャが説明してやった。

　サウザンドメイズィスの野望を打ち砕くだいてから数ヶ月後。季節は巡めぐり夏。広大たちは巻まき瀬せみさきの勤つとめる民宿でまた海水浴をする事になっていた。

「あんたたちさぁ」

　砂浜と道路を分ける手すりから身を乗り出して恵けい子こうが言った。

「太平洋に勝てるように言っていたけど、この辺りはまだ内うち房ぼうよ！」

　恵子のその言葉にティセはぴたりと足を止める。そしてとたとたと恵子の方へ歩み寄り、手を差し伸のべるようないつもの仕草で尋たずねた。

「内房とは具体的に」

「太平洋には面してないの。この海、東とう京きよう湾わん！」

「東京湾」

「東京湾なの!?」

「東京湾なのね」

　ティセの所へ来たティル、ティオも口々にそう言った。ティセはしばし小首を傾げていたが、一つ二つ肯くと妹たちの方へ振り返る。

「どうやら太平洋に勝つにはまだまだ先が長そうですね」

「先が長そうだね」

「先が長そうね」

　三姉妹は海を見つめてそう言った。

「なんの会話だ」

　さすがの広大もコメントのしようがない。

「皆みなさん、よくいらっしゃいました」

　聞き覚えのある声がする。振り返るとそこには巻瀬みさきの乗るワゴン車が停とまったところだった。

「わ～～い、みさきさん。久しぶりっすヨ！」

「こちらこそ、朱あか璃りさん。パートナーなのに離はなれて生活してますから、あまり会えなくて申し訳ありません」

　みさきに駆け寄るのは双ふた子ごの朱璃の方だ。みさきは朱璃と契けい約やくしてからも民宿の仕事を辞やめていない。朱璃とは連絡を取り合っているが、それほど頻ひん繁ぱんに会ってるわけでもない。

「しっかし、ペイシェントケープはよく見分けつくなぁ。うちはあんたらの区別がさっぱりやで」

　クイックストーンはそうぼやく。

「そんなの簡単っスよ！　あっちが朱璃で、こっちが藍あお留るっス！」

「当たり前やろ！」

　クイックストーンは思わず藍留に突つっ込みを入れる。

「民宿の駐ちゆう車しや場じようにクルマ置かせて貰もらっていいですかね」

　広大たちを乗せてきた自動車の運転席からそう言うのは内うち山やま田だだ。あの事件のあとも内山田はしれっとして教職、そしてＵＮｂＡＲ職員に復帰している。ＵＮｂＡＲの服務規き程ていには違反していたが、犯罪として問える行こう為いはないとして減げん俸ぽう等の懲ちよう戒かい処しよ分ぶんだけで済んだのである。アンリを始め、周囲がそれで納なつ得とくしているわけではないが、内山田自身は平然として毎日を過ごしているのだ。

「ええ、どうぞ。でも三台はいるかしら。そちらの二台は外車ですから……」

「いえ、ご心配なく。私たちはあちらのリゾートホテルに宿を取っていますから」

　キャディラックの運転席からそう答えるのはグリーンデイブレイクであった。後部座席には月光三兄きよう妹だいが並んで座すわっている。ｂｉｏビオクラフトとなったグリーンデイブレイクは、現在ＵＮｂＡＲに身を寄せている状じよう態たいだ。言うまでもなくアンリとの契約はそのままとなっている。

「殿でん下か、我々は皆さんと同じ宿でよろしいと……」

「なに言ってるんだよ、折角いいホテル取って貰えたんだから、お言葉に甘あまえようぜ」

　クレケンスは遠えん慮りよするノワに向かってそう言った。プレーナもクレケンスと同じ意見のようだ。

「そうですの。殿下のお心遣づかい、有あり難がたく受け取っておくべきですの」

「殿下はいい加減に止やめてくれないかな」

　苦く笑しようしながらグリーンデイブレイクは言った。

「ああ、でもね。ホテル代は君たちのバイト代からさっ引いておくように、ＵＮｂＡＲの方から言われてるんだ。すまないね。なんでも向こうも財政状況が厳しいらしいんだよ」

「はあぁッ!?」

　思わぬグリーンデイブレイクの言葉に、ノワたち月光三兄妹は目を丸くするばかりだった。

「まったく、私たちもリゾートホテルに宿を取れば良かったのだ」

　三台目はリムジン。その後部座席から身を乗り出して、ティセたちを眺ながめていたラヴィーだが、みさきたちの会話に気付いて首を突っ込んでくる。

「何をおっしゃりますか。姫ひめさまの方から、みんなと一緒に民宿に泊とまりたいとおっしゃったのに」

「べ、別に私はそんな事は……！」

　砂浜に居たティルはリムジンの方へ向き直り手を振る。

「静しず花かとひゃみがーも倖さちもおいでよ！　楽しいよ!!」

　ラヴィー、ヴィーアと一緒にリムジンに乗っていた静花、玲れい佳か、倖は顔を見合わせる。

「それじゃ行きましょうか」

「うん、行こう。ひゃみがーも行くでしょ？」

「行く事は行きますけど……、だからその変なあだ名は止めてください！」

　玲佳は静花と倖に引っ張られるようにしてリムジンの外へ出る。

「私は一いつ旦たん、お屋や敷しきの方へ戻もどりますので、車庫の心配はいりません」

　リムジンの運転席から顔を出したのは、上かみ温おん湯ゆ家の使用人である村むら井いだ。静花の父、伊い佐さ武むから請こわれて復職したのである。

「予定より早いけど、それじゃさっさと泳ぐとするさね！」

　内山田の乗っていたクルマから飛び降りるなり、アーネチカはさっと白衣の前をはだけた。その下には準備万ばん端たん、すでに水着を着込んでいる。日本人の侘わび寂さびを知るアーネチカだけに、ひらがなで名前の入った旧スクール水着なのは言うまでもない。

「まったく、こうなるんじゃないかと思ったんだけど……」

　桜さくら子こも黒くろ髪かみを潮風になびかせてクルマから降り立った。

「皆さん。直接、海へ行くなら私が荷物をお持ちしましょうか？」

「いやぁ、助かり……」

「あーちゃんクラッシュ！」

　言いかけた内山田の頭をアーネチカが白衣の下から取り出したハリセンで叩たたく。

「王子さまは人様に迷めい惑わくをかけた分、もっと働くのさ！　荷物を持っていくのは王子さまの役目なのさね！」

「はいはい、まったく……」

　ぶつくさと言う内山田を尻しり目めに、ヒュージンとサイレントカレントもクルマから降りた。

「やれやれ地球人は惑星上を移動するのになぜこんな狭せまい乗り物を使うのだ。それに今さら海を見てはしゃぐのも理解に苦しむ」

「まぁまぁ、そう言いなさんな。サイレントカレント。これもやってみると何かと楽しいものだよ」

「うむ、そうだな。やはり海はいい」

　兵ひよう衛えもクルマから降りてきてそう言った。

「荷物を持っていくのなら、私もお手伝いしましょうか？」

　アイシャが気を利きかせてそう声をかけてきた。

「貴た風かぜさん！　そういう事なら俺おれも……!!」

　その機会を逃のがす孝たか郎おではない。すぐさま首を突っ込んでくる。しかしアイシャに向かってみさきが言った。

「いえ、大だい丈じよう夫ぶです。皆さんは先に遊んでいらしてください」

「そうですか。それじゃお願いします。ティセさま～～、まず水着に着替えてください～～」

「あ～～、待って下さい！　貴風さ～～ん!!」

　波と追いかけっこをするティセの方へ向かうアイシャを、孝郎は慌てて追いかけていった。




　サウザンドメイズィスの野望が潰ついえてから、世間は表向き平静を保っている。太陽系そのものである『ワンダフルプレイス』はもとの場所へ帰き還かん。広ひろ海みがワンダフルプレイスである事は、未いまだに広大とティセ、イモータルヌーンやダキラ代表たち数人しか知らない。

　広大の父、大だい地ちとオネストホワールウィンドはプロモーションカードを捨て、地球人とｂｉｏクラフトの関係を模索する為に再び宇宙の深しん淵えんに向かった。

　しかし人々の意識は徐じよ々じよに変わりつつある。自分たちの住む世界とは何か。そして自分たちはその世界とどう関かかわっていくべきか。意識的にせよ、無意識にせよ、それを考え始めていた。




「ペンギン」

「ペンギンだね」

「ペンギンね」

　そう言うと三姉妹はうんうんと肯うなずき合う。

「ペンギンは具体的に可愛かわいいですからね」

「ペンギンは可愛いね」

「ペンギンは可愛いものね」

　ティセはパッと両手を広げて言った。

「それではペンギンに会おうと思います」

　一泳ぎしてからみんなはリゾート施設に併設された水族館へやってきた。目的は去年も来たペンギンコーナー。ティセたちはその手すりによじ登るようにしてペンギンに見入っている。

「ペンギンは可愛いけど、そこまで気合い入れて見る必要はないだろう」

　去年も同じ目に遭あっている広大だが、今回は三姉妹揃そろってとあっては苦笑せざるを得ない。さらにはラヴィーも横から入り込んできた。

「おお、ペンギンだ。ペンギン！」

「見れば分かりますよ、姫さま。大声を上げると、ペンギンが驚おどろいてしまいます」

　ヴィーアが諭さとすが、ラヴィーは興奮を隠せないように両足をばたばた踏みならしている。

「まったく、ペンギンなんてどこでも見られるじゃないの」

　そうぼやく桜子だが、当の本人も手すりに寄りかかるようにしてペンギンを見つめている。その頬ほおが緩ゆるむのを、となりにいた静花は見逃さなかった。

「桜子さんもペンギン、好きなんですね？」

「べ、別に私は……」

　緩んだ頬を赤くして桜子は言葉を濁にごす。

「ペンギン、ソーセージ食べるかな？」

「何をおっしゃいますの、生い雲くもさん！　餌えさなんてやったらいけませんわ！」

　売店で買ってきたホットドッグを食べながらそう言う倖を慌てて玲佳が注意する。

「冗じよう談だんだってば、本当にするわけないじゃん」

　みんながそんな会話をしていると、一羽のペンギンがとたとたと歩み寄って来た。手すりの側そばに来るとじっとティセを見上げ、そしてやにわに羽をパタパタさせ始めた。

　しばしそのペンギンを見つめていたティセだが、一つ肯くと応じるように両手をぱたぱたさせ始める。やがて他ほかのペンギンも集まり始め、倣ならうように羽をぱたぱたさせ始めたではないか。

　ティセが手を止めると、ペンギンたちも羽を止める。ティセが肯きかけると、最初に羽をぱたぱたさせたペンギンも一声ガアと鳴いて応こたえた。

　ティル、ティオは何事もなかったかのように姉とペンギンを見ていたが、広大やみんな、他の見学客や飼育員も目を丸くしていた。

　そんな広大の方へ振り返るとティセは言った。

「あのペンギンが元気で良かったですね」

「あのペンギン？」

　首を傾かしげる広大に、ティセは少し眉まゆをひそめてみせる。

「去年、最初に挨あい拶さつしてくれたあのペンギンです」

　そう言われてようやく広大は思い出した。確かに去年、この水族館に来た時、一羽の若いペンギンが最初にティセに応えて羽をぱたぱたさせていたのだ。

「ちょっと待て、あのペンギンが去年のペンギンと同じだって分かるのか？」

　その問いにティセは小首を傾げる。

「広大は分かりませんか？」

「分からん」

　ティセは勢いよく両手をぱっと広げて言った。

「広大は具体的に駄だ目めです。駄目です。駄目駄目です」

「駄目だね」

「駄目ね」

　ティセに続いてティル、ティオからも駄目出しをされる広大だった。

　両手を降ろしたティセだが何かに気付いたようで、ペンギンコーナーの側にある売店に小走りで駆かけ寄る。広大が追っていくと、売店にあるペンギンのぬいぐるみに興味を引かれたようだ。一番大きい、その分、値段もかなりになるぬいぐるみにティセの碧あおい瞳ひとみは釘くぎ付づけになっている。

「買ってやろうか？」

　少々痛い出費だ。しかし広大はそう言うのに躊ちゆう躇ちよしなかった。

「広大のお小こ遣づかいがなくなってしまいます」

　手を差し伸のべるようにするいつもの仕草でティセは言った。

「いいよ、プレゼントだよ」

「プレゼント」

　ティセは首を傾げ、そして聞き返す。

「なんのプレゼントですか？」

「いや、だから……。なんでもないよ、プレゼントしたいからプレゼントするだけ」

　照れくさそうに広大はそう答えた。




「あ～～、一人でお留守番なんて。仕事があるから仕方ないけど、お母さん悲しいわ～～」

　広海はそんな事をぼやきながら洗せん濯たく物を取り込んでいた。

「あら、高たか科しなさん。お帰りなさい」

　隣りん家かの主人、恵子の父である高科靖やす男おが帰宅するのが目に入り、広海はそう声をかけた。

「奥おくさん、結局こちらへ来る事になったんですってね。良かったですね」

「ええ、まあ。なんとかお義と父うさんも納なつ得とくしてくれまして。難しい事もあるでしょうけど、じっくりやって行こうと思います」

　靖男ははにかむようにそう笑い、玄げん関かんへ入っていった。

「まぁ取り敢あえず丸く収まりそうですわね。お母さま」

　人目がなくなったのを見計らい、座ざ敷しきからそう声をかけるのはイモータルヌーンだった。

「それならそれでいいんだけど……」

　洗濯物を入れたカゴを抱かかえ、座敷へ上がってきた広海は言った。

「『ビューティフルビジョン』の方はどうなってるの？　今は『グレイテストソリチュード』が面めん倒どう見てるんでしょ？」

「ええ、『ハンドレッドワンアーキペラゴ』の研究成果を応用できそうです。ペンデュラム財団にも協力を確約していただきました。まあそれにしてもすぐに結果が出るというわけにもいきませんけど」

　勝手に淹いれた紅茶を啜すすりながらイモータルヌーンはそう言った。

「あいつが正気を取り戻したら、サウザンドメイズィスをプロモーション化させた事をとっちめてやらないと」

　憤ふん懣まんやるかたない風ふ情ぜいでそう言うと、広海は洗濯物を片付ける為に奥へ入っていく。そしてそこからイモータルヌーンへ声をかけた。

「ああ、そうだ。アイスクリーム食べていく？」

「そうですね。いただきましょうか」

　イモータルヌーンは紅茶のカップを置くとそう答えた。




　一日中、海辺で遊び、夏祭りを満喫すると、その日の晩は、みんなで花火をして楽しんだ。その日の晩、ティセはペンギンのぬいぐるみを枕まくら元もとに置いて床に入った。

　そしてティセは夢を見た。




　どこか遠い未来、遠い惑わく星せい。足あし下もとを濡ぬらす波。黄金の朝日の中にティセは一人立っていた。

　浜辺の方を振り返ると、そこにはまったく未知の生物がいた。知性はかなり高いようだが、誰だれもがティセに近づこうとはせず、遠巻きに見守っているだけ。しかしその中から、数人の子供がティセの方へ駆け寄ってきた。

　お姉ちゃんは誰？

　ねえ、お姉ちゃんはどこから来たの？

　口々にそう尋ねる。

　ティセはその惑星の空を、その向こうにある宇宙を見上げた。

　お姉ちゃんはあそこから来たの。

　ティセはそう答えるだろう。

　指さす先には広大な宇宙空間さえ圧倒するかのように、縦横無尽に伸びた人工の構造物があった。惑星上にかけられた巨大な梁はり。星系を貫つらぬく柱。恒こう星せいと恒星を結び、昼の空でも目に見えるほどに輝く光のライン。

　ティセは分かっていた。これは地球人の末まつ裔えいが築き上げたものなのだ。

　いつか私たちは宇宙の有り様さえ変える事が出来る。もしもそうなったら、その時が来たら……。

　永遠に存在して、すべてを記憶する私たちも、悲しい存在ではなくなるのかも知れない。その時の為に、私たちは存在する。

　幾億の時を越え、星を越え、再び巡り会うその時の為に……。




　次の日の朝、早めに目を覚ました広大は、朝食の準備を始めていたみさきから、ティセが海岸の方へ行ったと聞いて追いかけてきた。

　ティセは朝日を見るのが趣味だ。その為に海岸へ行ったのだろうと広大は思い追いかけてきたのだ。案の定、人ひと気けのない砂浜にティセは一人立ち、昇り切った朝日を見上げていた。

　なにか様子が変だなと思った広大だが、すぐにその理由に気付いた。いつものぱたぱたがないのだ。

　ティセの後ろ姿は何かぼんやりと朝日を見上げているように思えた。

「ティセ」

　声をかけるとティセは振り返る。朝日に黄金の髪がたおやかになびき、碧い瞳が広大を正面から見つめる。

　やにわにティセは言った。

「夢を見ました」

「夢？」

　いきなりそう言われて広大は首を傾げる。

「どんな夢を見たんだ？」

　そう尋ねられたティセは、慌てて両手をぱたぱたさせはじめた。いつもの様子に広大はほっと安あん堵どしていた。

　ティセはくるりときびすを返して波打ち際ぎわに向かうと、また波と追いかけっこをはじめた。しかし昨日ほど熱心ではなく、明らかに照れ隠しとしか思えない。

　しばらくの間、波と追いかけっこをしていたティセだが、突然、足を止めるとおもむろに広大の方へ振り返る。

「秘ひ密みつです」

「秘密？」

　出し抜ぬけにそう答えられて広大は当とう惑わくする。そんな広大にティセは重ねて答える。

「はい、秘密です」

　そして朝日の中でティセは笑った。
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テキストＲａｄｉｏグロリアスドーン

最終刊で遊ぼう！








ティセ　　　「最終刊」

ティル　　　「最終刊だね」

ティオ　　　「最終刊ね」

ティセ　　　「名残なごり惜しいですね」

ティル　　　「名残惜しいね」

ティオ　　　「名残惜しいわね」

ティセ　　　「それでは皆みなさま、さようなら」

広こう大だい　　　　「待て待て待て！　それで終わっちゃ駄だ目めだろう！」

ティセ　　　「駄目ですか？」

恵けい子こ　　　　「そうそう、もうちょっと最終刊らしく盛り上げないと！」

ティセ　　　「盛り上げるというと、具体的に」

アーネチカ　「そこはほれ！　こんな事もあろうかと!!　この天才が突とつ然ぜん、起死回生の逆転を用意していたと!!　こうなるに決まってるのさね！」

ティセ　　　「それは素す晴ばらしいですね」

恵子　　　　「本編ではそうはならなかったけどね」

アーネチカ　「ううむ、許すまじ作者の人!!」

恵子　　　　「あとはほら、後こう輩はいに新曲を贈おくるとか」

ラヴィー　　「おお、それはいいな！　是ぜ非ひ私も参加するぞ！」

ヴィーア　　「姫ひめさまは最近、アニメやゲームに影響されすぎですわ。それに何ですか、後輩って」

恵子　　　　「んじゃ、誰だれか女の子を四人ほどリストラでイケメンを三人追加は？」

ヴィーア　　「うむ、外げ道どうだな」

グリーンデイブレイク「イケメンと聞いて!!」

広大　　　　「うわ、驚おどろいた。なんですか、グリーンデイブレイク。出し抜ぬけに」

グリーンデイブレイク「ははは、イケメンならばすぐに私に声を掛かけてくれればいいものを。黙だまっているとは水くさいぞ、大おお空ぞら広大」

恵子　　　　「グリーンデイブレイクって案外変な人だったのねえ」

アンリ　　　「だろう？　俺おれもやってられないぜ」

クイックストーン「あれや、残念なイケメンちゅうもんやな」

ノワ　　　　「殿でん下かお労いたわしや。ｂｉｏビオクラフト化の影響で……！」

クレケンス　「い～～や、殿下は昔からあんな性格だったと思うぞ。兄あに貴き」

プレーナ　　「それでも格好いいですの。イケメン無罪とはよく言ったものですの」

広大　　　　「いや、だから、アニメの最終回やゲームの続編の話じゃないんだから」

桜さく子らこ　　　　「普通にコメントすればいいんじゃないの？　私は結構、楽しかったわよ」

恵子　　　　「へぇ～～え、あんたからそんな言葉を聞くとは思わなかったわ」

桜子　　　　「べ、別にいいじゃないの」

ラヴィー　　「見ろ、愛あい玩がん鳥類。ツンデレだ、ツンデレ！」

ティセ　　　「ツンデレ、ツンデレ、ツンデレ」

桜子　　　　「違ちがいます！」

ティオ　　　「まぁ、桜子らしくていいじゃないの」

桜子　　　　「ティオも言うようになったわねえ」

静しず花か　　　　「あ、そういえば私、ちょっと気になる事があったんですけど」

広大　　　　「気になる事？」

静花　　　　「ええ、実は一巻から読み直していて気づいたんです」

恵子　　　　「それはまたメタな発言ね」

アーネチカ　「いいじゃないのさ。巻末特別企画ページなんだし」

ティル　　　「それで静花は何に気がついたの？」

静花　　　　「ええ、大した事じゃないんですけど……」

広大　　　　「大した事じゃないけど？」

ティセ　　　「（ぱたぱた←特に何も考えてない）」

静花　　　　「ティセはこれまでに一度も『！』で喋しやべっていません!!」



一同（但ただしティセを除く）　「!?」


ティセ　　　「？」

アイシャ　　「い、言われてみればその通りですわ。このノーブルウィンド、ティセさまのお側そばにいながら、今日の今日までまったく気がつきませんでした！」

広大　　　　「確かにそうだなあ。まぁティセが『！』付きで喋るシーンなんて想像できないし」

静花　　　　「ええ、それはそうなんですけど。12巻＋アイキャッチ２巻の計14巻もあるのに一度も『！』で喋ってないとは思いませんでした」

恵子　　　　「それじゃ、最終刊記念という事でティセには『！』で何か言って貰もらいましょう!!」



一同（但しティセを除く）　「さんせ～～い！」


ティセ　　　「（ばたばた←狼狽うろたえている）」

広大　　　　「さ、ティセ。何か『！』付きでひと言！」

アイシャ　　「ティセさま、このアイシャからもお願いします！」

ティル　　　「お姉ちゃん、何か言って言って！」

ティオ　　　「聞いてやらない事もないわよ」

桜子　　　　「まぁひと言くらいならいいわよね」

静花　　　　「お願いします、ティセ！」

ラヴィー　　「これだけ期待されているのだ、言わないという事はないよな。愛玩鳥類!!」

ティセ　　　「いやです」

広大　　　　「なんで？」

ティセ　　　「秘ひ密みつです」

ラヴィー　　「こんな時に秘密とはずるいぞ、愛玩鳥類！」

ティル　　　「そうだよ、『！』付きで何か言ってよお姉ちゃん！」

ティオ　　　「最後なんだから『！』付きで何か言うべきよ！」

ティセ　　　「そろそろページも尽きてきました。名残惜しいですが、またどこかで会う機会がある事を信じて、今日のところはお別れしたいと思います」

広大　　　　「いや、こんな時に限って、いきなりちゃんとＭＣしなくていいから」

ティセ　　　「それでは皆さんさようなら～～」







ティラ　　　「あら、もう終わり!?　ちょ、ちょっと私の出番は!?」







ティセ　　　「！」









あとがき







　今年も押おし詰づまって参りましたね。庄しよう司じ卓たかしでございます。




　そんなわけでお楽しみいただいた『グロリアスドーン』も本編12巻、短編集２巻の計14巻で大だい団だん円えんとなりました。

　２００６年のシリーズ刊行以来、応援してくださった読者の皆さま、まことにありがとうございました。

　この作品は私としては初の外国語版、繁はん体たい中国語版、ハングル版、タイ版も発売される事になり、感かん慨がい深いものとなりました。




　さて、私の作品の場合、色々と途中の紆う余よ曲きよく折せつはあっても、結局の所、結末は当初決めておいた所に落ち着くという事が殆ほとんどです。

　しかしながらこの『グロリアスドーン』に関しましては、ラストに関していうと当初の予定とは違う結末を迎える事になりました。

　当初は四巻以降はバトル路線、それも人間同士のバトル路線に行く予定だったのですよね。

　最初の頃の設定もそれを想定して作っておりました。

　その頃、考えていたラストというのは、まぁバトル路線という事からも分かりますように、ハッピーエンドはハッピーエンドですが、かなりへヴィな結末になる予定でした。具体的にどうなる予定だったかは、読者の皆さんの想像にお任せいたしますが。

　それが変更になったのはやはり今はラブコメが強い。ラブコメ要素の強い学園物にして欲しいという編集部からの要望があったのと、雑誌「ノベルジャパン」「キャラの！」に短編掲けい載さいをした影響ですね。やはり短編というのは日常を舞ぶ台たいにしたドタバタラブコメの方がやりやすいですからね。

　ラヴィーというキャラクターも出てきましたし、結果的にはこうした方が正解だったかと思います。まぁ「キャラの！」次第では、「アイキャッチ」シリーズも本編が終わってからももう少し続けようかという話もあったのですが。

　ちょっとこの点だけは残念でしたね。他にも色々と学園ネタを入れてみたいと思っていたので。




『グロリアスドーン』という作品は一旦、ここで完結となりますが、ティセ子さん姉妹に関しては、私としても気に入っているキャラクターなので、何かの機会があればちょくちょく使っていきたいと思っております。

　スターシステム的な登場になるか、クロスオーバー風になるか。あるいはカメオ出演的に顔を出す事になるか。その辺はまだまったく決めていないのですが、忘れない程度に期待していただけたらと思います。

　最終巻であるこの12巻にはページ数の都合で入らなかった「ドリ取り占い」ですが、これに関してもどこかでまとめるなり、あるいは続けるなりしてみたいですね。




　さて『グロリアスドーン』完結となりますと、今度は次の作品という事になります。

　編集さんとも打ち合わせをしておりますがまだまだ流りゆう動どう的です。

『グロリアスドーン』のようなＳＦ色の強い作品になるか、はたまたまったく思いも寄よらぬ方向に行くのか。

　個人的にはちょっと変わった傾けい向こうのものも書いてみたいとは思っていますが、はてさてどうなるか。

　発売は来年中になると思いますが、こちらの方もご期待いただければと思います。




　最後になりましたが、素す晴ばらしいイラストでキャラクターに生命を吹き込んでくださいました四し季き童どう子じ先生。ありがとうございました。いつも原稿が綱つな渡わたりになってしまい申し訳ありませんでした。

　そしてメカデザインの小こ松まつ崎ざき龍たつ海み先生、いつも無茶な要望にお応こたえいただきありがとうございました。十巻に登場したアーネチカの強化服は、もともと小松崎先生がラフに描いてきたものなのですよね。思わずティンと来たので（笑）わがままを言って本編にも登場させてもらいました。




　なによりもここまで応援してくださった読者の皆さまに深く感謝いたします。

　次の作品も『グロリアスドーン』同様、ご愛読して下さればと思います。




　それではＨＪ文庫の次回作でお会いしましょう。







庄司卓公式サイト「庄司卓完全攻略本」

http://www.syoji-sc.com/




庄司卓公式blog「庄司卓完全攻略ブログ（季節の言葉）」

http://blog.goo.ne.jp/syoji-takashi/
















◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆


〒１５１―００５３

東京都渋谷区代々木２―15―８




（株）ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部




庄司 卓先生／四季童子先生／小松崎龍海先生
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